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この本は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になる機種により、表示の差が認められることがあります。
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モンスター娘のお医者さん５


折口 良乃
















　プロローグ　次兄への手紙









　リンド・ヴルムの紅グ蓮レン・リトバイトへ――。

　貴様の偉大なる兄、蒼ソー炎エンである。

　これで、貴様に宛あてた手紙は何通目であろうか。

　家族を思わぬ貴様は、両親と妹、そして俺からの手紙をことごとく無視し、ただの一通も返信を寄よ越こさぬままだった。

　感謝しかない。

　リトバイト家の家か督とくを継いだ俺にとって、次兄の貴様は邪魔だった。家督争いに乗り出す気配もなく、遠きリンド・ヴルムでのうのうと医者をやってくれれば、俺も悩み事が少なくて済む。

　これからも俺を煩わずらわせるな。間違っても戻ってくるなよ。

　さて――本題に入ろうか。

　此こ度たびの手紙ばかりは読んでもらわなくては困る。

　最速で届くという鳥人ハーピーの速達を使ったのもそのためだ。これから記すことをよく聞いて、俺の期待通りに動くがいい。

　貴様がいるリンド・ヴルムに、我らが妹、翠スイ雨ウが向かった。

　妹はあの若さで元老院警けい固ご役として勤めていたが、半年前から発症した病気のために護ご衛えいの任を解かれた。

　置き手紙には『リンド・ヴルムで新たに職を探す』とあった。人間領ではもはやまともな職に就つけない故ゆえだろう。兄であるお前を頼る気もないかもしれない。

　この手紙はまず間違いなく、既すでに出しゆつ立たつした翠雨を追い越して、リンド・ヴルムに届くはずだ。いかに妹が猪いのしし武む者しやでも、空の郵便はそれに勝る。

　翠雨が、貴様のところへ挨あい拶さつに行くならば良し。

　だがそうでないならば、貴様から翠雨を見つけよ。

　母上は貴様からの便りがないことを気に病やんでいる。その上、妹にまで出しゆつ奔ぽんされ、行方ゆくえ知れずとなれば倒れかねん。父も末まつ妹まいのことは気になさっている。

　故に、紅蓮よ。

　妹の動向を探り、可能な限り助力せよ。

　貴様とて翠雨のことは気になろう。まして翠雨の体は病やまいに冒おかされている。兄としても医者としても、無視できないはずだ。

　なんでも紅蓮、貴様、東でも名高い竜りゆう闘とう女じよの手術を行ったらしいではないか。噂うわさはこちらにまで届いているぞ。

　その竜闘女様が、今度の貿易拡大の件で、東の都までやってくることになった。

　貴様は知らぬだろうが、今の俺は元老の補佐の任に就いている。竜闘女の歓かん待たいを命じられて大忙しだ。

　ゆえに翠雨のことにまでかかずらっている暇いとまはない。お前が次兄としてよくよく面めん倒どうを見てやるがいい。

　用件はそれだけだ。

　俺は人間領の政治に関かかわる仕事で忙しい。

　何度も言うが戻ってくるなよ、紅蓮。




　追伸。

　翠雨の冒された病だが――人間領でも有名な奇病だ。貴様には専門外であろうが、可能であれば診みてやってくれ。仮に治すことができるならば、父母の不安も大いに解消されることだろう。

　病の名は、鬼き変へん病。

　人の身でありながら、鬼の角つのが生はえるという。

　治った例はない。ゆえに、今のところは不治の病だ。

　鬼に変わった妹を見ても、悲鳴などあげるなよ。

　くれぐれもな。














　症例１　花街のアルラウネ









　リンド・ヴルムでは、夏が盛りを迎えていた。

　この辺あたりの夏はからりとして快適だと言われる。住人は水浴びや打ち水をするだけで充分に夏を耐えることができる。よほど暑さに弱い種族でもない限り、一年でもっとも過ごしやすい時期だろう。

　そんな時期、東から多くの商人がやってきた。

　東との貿易が拡大したためである。リンド・ヴルムでの商あきないもあれば、街を経由してさらに西に運ぶものもある。以前からスカディは、西と東の商いの中継点として、リンド・ヴルムが機能するよう尽力していた。

　人も、物も、多種多様なものが東から運びこまれ、市場は賑にぎやかだった。

　街医者グレン・リトバイトに、兄から手紙が届いたのはそんな時期。

　奴ど隷れい商の騒ぎから、そろそろ一年が経たとうかという時期だった。




「先生、調べがつきました」

　サーフェが、尻しつ尾ぽの先端に丸めた資料を摑つかんで帰ってきたのは、もう夜に近い夕刻だった。

「翠スイ雨ウ……いえ、少し名前の書き方を変えていました。公用語風の表記でスィウと名乗る人物が、警けい邏ら隊の新人として入隊したようです。剣の腕が確かだとか」

「良かった。見つかったんだね」

「はい。苦く無ないさんが東に出発する前に調べてくれました」

　グレンの元に、兄からの手紙が届いた。

　イリィが速達で届けてくれた手紙には、妹スィウの奇病、そして東の都を発たち、リンド・ヴルムに向かっていることが記されていた。要は家出である。

　グレンはすぐさま、新たに住民登録した者たちの中にスィウがいなかったか調査を頼んだのだ。サーフェは丁ちよう度ど、その結果を持ち帰ったところだ。

「議会も忙しかっただろうに、よく応じてくれたね。スカディさんはもう出発したのかな」

「はい。護ご衛えいの一団と一緒に、人間領帝都に向かいました――貿易も広がったので、竜りゆう闘とう女じよ様もお忙しいのでしょうね」

　竜闘女スカディが、東に行く。

　貿易拡大を契機に、東の重じゆう鎮ちんと会談を開くらしい。護衛の苦無はもちろん同行するし、万が一のために主治医であるクトゥリフも一緒だ。

　要人が二人も街を離れたリンド・ヴルム。

「スィウは、どうやってこの街に来たのでしょうか？」

「多分歩いてきたんだよ。体力はあるはずだし……旅行や観光だって言えば、街には割と簡単に入れるし……腕前を見せれば、人手不足の警邏隊に雇やとわれるのも簡単だろうね」

　グレンには、兄と妹がいる。

　尊大で皮肉屋。リトバイトの家か督とくを継いで商人となった兄、蒼炎ソーエン。

　礼儀正しく生き真ま面じ目め。武芸の道を修めんとするが、どこか抜けている妹、翠雨。

「本当に、兄にも妹にも似ていませんね、先生」

「兄さんの商才も、スィウの体力も似なかったね。特に――スィウは思い込んだら一直線だからねえ」

「子供の頃からそうでしたね」

　かつて人質としてリトバイト家にいたサーフェにとっても、グレンの兄妹は見知った仲だ。特にスィウとは女性同士ということもあって仲が良かった。

　今回、兄からの手紙を受けて、サーフェはすぐさま議会へ走ってくれたのだった。それだけスィウのことが心配だったのだろう。

「護衛役を解任されたからって――まさかここでも自警団に入るなんて」

「苦無さんの報告書によれば、スィウが配属されたのは――『ラドン花はな街まち』ですね」

「は、花街!?」

　うわあ、とグレンは耐えきれず呻うめいた。

「あそこ、未成年立ち入り禁止でしょ！」

「それは男性に限った話です。女性には見習い娼しよう婦ふもいますし、未成年でも出入りしていますよ――先生、花街で遊んだことは？」

「そんな余裕はないよ……」

　すっと細くなるサーフェの目に、グレンは正直に答えた。

　ラドン花街。

　リンド・ヴルムにおける娼婦の街――いわゆる風俗街だ。街の南側にあり、娼館が立ち並んでいる。その名の由ゆ来らいとなった大花壇には、色とりどりの花が咲き乱れ、蝶ちようのごとく着飾った娼婦たちが客を誘うという。

「花街では、様々なトラブルが予見されます。警邏隊も女性のみだとか」

「でも身内が働いていると思うと複雑だな……」

　とにかく性産業というのはトラブルが起きがちだ。

　放置しておけば、犯罪の温床になりかねない。ラドン花街にある娼館にいるのは全すべて公娼であり、議会が厳しく営業状況を審査しているのも、そうしたトラブルを避けるためである。警邏隊の仕事も多い。

「落ち着いてください先生。なにもスィウが娼婦になったわけではありませんから」

「でもほら、花街はアルルーナさんの管かん轄かつでしょ？　個人の情報にも厳しいって聞くしさ、うまく会えるかな」

　グレンがただ警邏隊に話を通しても、知らぬ存ぜぬで通されるかもしれない。

　花街は特殊な場所だ。悪い男と縁えんを切って娼婦になった女性もいる。男が花街に勤める女性に会いたいと告げれば、警けい戒かいされてしまうだろう。

　ラドン花街は、娼婦になるしかなかった女性たちを庇ひ護ごする役割も担になっている。これも議会の次期代表と目されているアルルーナの方針によるものだ。

「んー。そう言われると確かに……アルルーナ様からは薬の材料を融ゆう通ずうしてもらっていますが……人捜しとなるとまた別かもしれません」

「スカディさんたちが出発する前に話しとくべきだったなぁ」

　街の代表スカディ。グレンの後ろ盾だてである病院長クトゥリフ。

　この二人が揃そろってリンド・ヴルムを出発し、人間領へと向かってしまった。街の運営はアルルーナを始めとする議会の面々が引き継いでいるから問題ないとして――グレンの個人的頼みを聞いてくれるような権力者はいない。

　グレンとは面識のないアルルーナが、話を聞いてくれるだろうか。

「苦無さん……も、出発したんだっけ。弱ったな」

「私も花街は行ったことがありません。ですが、詳くわしい人ならば知っています。花街の近くに住んでいる友人がいますから」

「友人？　それってまさか……」

　サーフェが友人と呼ぶ相手は限られる。

「奇き策さくを提案されるかもしれませんが、構いませんか？」

「……手段を選んでられない、よね」

「ええ」

　妹が家出をして、勝手もわからぬはずのリンド・ヴルムにいるのだ。

　人間領に戻れとまでは言わないが、せめて故郷の両親に報告できるよう居い所どころくらいは知っておきたい。上から目線の手紙を送りつけてきた兄はどうでもよい。

「花街とはいえ、あくまでもスィウを助けに行くんですよ……あまりやきもきさせないでくださいね、先生？」

「わ、わかってるよ」

　妹が心配でそれどころではない。

　そんな思いが伝わったか――サーフェも頰ほおに手を当てて、悩ましげにため息をつく。

　彼女もまた、妹分のスィウを、深く心配しているようだった。




「花街にいる女とは遊女、娼婦ばかりや。厳密には見習い奉ぼう公こうやら、仲ちゆう介かいの婆ばば様もおりはるけど――なんにせよ、花街に見知らぬ女がいたら警戒されるのは当然や。娼婦たちに、客を横取りする気か、と思われても仕方ありまへん」

「はあ」

「だから花街に入るには、こういう目立たん格かつ好こうをせえへんとな？」

「既すでに……かなり目立っていると思うのですが」

　グレンは前だけを見て、そう答えた。

　なにしろ右も左も、匂におい立つような色気で満たされている。目のやり場がない。

「先生、もっとデレデレとした、だらしない顔をしてください。でないと怪あやしまれます」

「い、いや、これ意味あるのかな？」

「なんやの、妾わらわたちの着とるドレスが気に入らへんの？」

「そうではないですが……」

　花街を案内してくれる助すけっ人とというのは――案の定アラーニャであった。

　アラクネの服飾デザイナーである彼女が、花街の近くに住んでいるとは知らなかった。しかも彼女が花街に潜入するために提案したのは、なかなかに大胆な奇策。

「花街では、娼婦でなければ警戒される。では娼婦のフリをすればいいということね――ああ、先生、もっと体を寄せて。ふふ、体温を感じます」

「サーフェばっかり見とったらあきまへん。ほらセンセ、一いち見げんさんはお断りやけど……センセにやったら、ええよ？」

　扇せん情じよう的なドレスだ。

　サーフェは黒。アラーニャは紫むらさきを基調に、蝶をあしらったドレスを身に着けている。一体どういう加工なのか、透明な生き地じを随ずい所しよに用いているので、露出はしていないのに素す肌はだが見えるという不思議な服。

　グレンは今、二人に腕をとられて歩いている。サーフェとアラーニャが娼婦で、グレンは二人の娼婦を連れ歩いている金持ちの青年――という設定らしい。

　花街では、他の娼婦たちも似たようなドレスを着ていた。

　色はさまざまだが、蝶のモチーフが共通している。デザインに統一感があった。

「娼婦らの服も『荒あら絹ぎぬ縫ほう製せい』で誂あつらえてますさかい、本物と寸分変わらしまへん」

「し、しかしその……アラーニャさん、色々見えそうなんですが……」

「先生ったら異いなことを。見せへんと意味ないやろ、娼婦なんやから」

　アラーニャはそう言って、足を折り曲げて、耳元でささやく。負けじとサーフェもグレンの腕に更さらに手を絡からめてくる。

　正直、動きづらい。

　顔見知りには、あまり見られたくない光景だ。

　幸いなのは。

　夜の闇やみで、行き交かう者たちの顔もはっきりとは見えないことだ。娼婦も、彼女たちを買う客の男も、互いの素す性じようを隠すための工夫。花街の外で無用な風評が立つのを避けるためだろう。

「さ、先生、見えてきましたえ。『ラドン花街』の大花壇。リンド・ヴルムにおける、裏の観光業……その大きな目め印じるしや」

　その名の由来になった、巨大な花壇を中心に、街の随所には色とりどりの花が咲き乱れている。ヴィオラ、ペチュニア、桃、マリーゴールドに藤。中でも一ひと際きわ大きくて赤い花は、魔族領でしか見られない魔草マンドラゴラだろうか。

「看かん板ばんが多いですね……」

「そら花街やからね。ランタンの明かりも頼りにできへんさかい、気をつけや」

　ランタンには色紙が巻きつけられ、ピンクや紫、薄い青の照明を演出している。どの色も性的興こう奮ふんを高める効果があったはずだ。

　娼婦たちは娼館の窓から、その姿を覗のぞかせる。ラドン花街で面おも白しろいのは、窓から出すのが顔だけではないということだ。胸元ならまだわかるが――他にもラミアの尻尾、スキュラの触しよく手しゆ、ハーピーの翼などなど。

「窓越しのアピールに惹ひかれた客が、宿の入り口にいる婆様と値段交こう渉しよう。値段に納得すれば、宿の一部屋でお楽しみって流れどす」

　アラーニャが説明してくれる。娼婦を買いにきたわけではないのだが。

「ふふ、皆さんお盛んやな。知ってますセンセ？　この街、異種族の娼婦を買えるってことで遠方からもたくさん客が来るらしいんよ？」

「そのようですね……」

　多種多様な種族の入り混じる街、リンド・ヴルム。

　ならば風俗街もその例外ではない――どころか、それこそがこの花街最大のウリだろう。他種族との行為に興味を持ち、大陸中から好こう事ず家かの男たちが集まってくる。

　娼婦たちも、さして上うわ前まえをはねられず、トラブルが起きれば身を守ってくれるラドン花街で働くのは安心が大きい。

　斯か様ようなわけで、あまり表立って宣伝できないものの、花街はリンド・ヴルムの重要な観光資源となっている。

「先生、はぐれないでくださいね。娼館の呼び込みにつられるかもしれません」

「ちょっとサーフェ、そっち引っ張りすぎやで。先生が痛がってますやろ」

「なら貴女が手を放しなさいアラーニャ。貴女あなたの背が高いから先生が歩きにくいのよ」

「ちゃんと身体からだ下げとりますぅー。ほら先生、遠慮せずこっち来てええよ」

　両側から腕を引かれる。

　蠱こ惑わく的な衣服に着替えた魔族の娘が二人。手加減はしてくれているのだろうが、それでも体格差のある二人に腕をとられると少し痛い。

　特にアラーニャは、決して放さないとばかりに、四本の腕でがしっと摑んでくる。

「……ヒツジがいる」

　話をそらすために――だけではなく。

　ふっと視界に入った白い羊毛を見て、グレンは呟つぶやいた。

「触ったらあきまへんえ。先生」

「うん、わかってる」

「街の南に多いと聞いてますさかい、花街にも出るやろ」

　ヒツジ、と言っても。

　羊毛をとるために家畜化された動物とは、根本的に異なる。なにしろリンド・ヴルムに最近現れ始めたヒツジらは、掌てのひらに乗る程度の大きさ。牧草を食はむでもなく、群れを成すでもない。てこてこと歩くばかりだ。

　だが、迂う闊かつに触ってはならないと議会から厳命されている。ヒツジたちに触れてしまうと、『眠り病』という、一向に目覚めることのない謎の奇病にかかってしまうのだ。

「先生。ヒツジの奇病、まだ解決策は見つかっていないのですか？」

「うーん……色々調べてるけど、なにしろまだ『眠り病』の患者さんが少ない。それに、命に関かかわる病気じゃない。眠りながらも自分で動いて、食事や水分は摂とってるって話だからさ。のんびりやるしかないかなって」

「原因がヒツジであることは確かなのですが」

「捕まえればなにかわかるかな？」

　グレンが、サンプルを見る目で、手乗りヒツジを見た。

　奇病をもたらす手乗りヒツジは、なにか察したのか、意外と機敏な動きで身を隠してしまう。ヒツジの話は聞いていたが、実物を見たのはこれが初めてだ。

「ふふ、先生が『眠り病』にならはっても、妾が看病いたしますえ」

「今日のアラーニャは積極的ね……なにかあったの？」

「さあ？　こんな衣装だからいつもよりダイタンなのかもなぁ？」

　確かに、おそらくアラーニャ自身が作ったのだろう娼婦の衣装は、いつも和装のアラーニャに違った魅力を与えていた。

　娼婦のドレスだからといって手を抜くことはない。むしろ体の線をより美しく見せるための工夫が施ほどこされている。もしアラーニャやサーフェが本当に娼婦であれば、彼女らを買うために一体いくらかかるだろうか。

　そんな二人に腕を絡められて、グレンとしては身に余る光栄――というか光栄すぎて気き後おくれしてくる。

「ほら、先生。もっと近ちこう」

「ちょ、ちょっと!?」

「ふふふ。こんなに近いとドキドキしてまいますわぁ。どう、センセ？　花街には貸し宿もあるんやで。同じ場所でばっかりだと娼婦も飽あきるからって……気分盛り上がってきたし、ちょっとくらい」

「ま、待って待って！　アラーニャ、なにしに来たか忘れたの！」

「……なんやっけ？」

　どうやら本気で忘れていたらしいアラーニャ。

「警邏隊に話をつけるのでしょう！　なんならアルルーナ様に会うのが一番……」

「潜入までは頼まれたけど、その先は考えてへんかったな」

「はあぁ――ッ!?　ちょっと、またいつもの適当を！」

「サーフェも先生に抱きつけて嬉うれしかったやろ」

「貴女と三人でなければもっと良かったのだけどね――ッ！」

　サーフェをからかい、アラーニャはニヤニヤしている。

　よもやアラーニャは娼婦のドレスを着てみたかっただけでは――とグレンは思った。人選を間違えたのではないか。

　いや、アラーニャがいなければそもそも花街の入り口で止められていたかもしれない。娼婦と客に化けるアイデアは悪くはなかったと思うのだが――。

「お前たち」

　大きな影が、三人の行く手を遮さえぎった。

　見上げるほどの位置に頭がある。赤い肌の女魔族が、厳しい視線でグレンらを睨にらみつけていた。額ひたいから伸びる白い角つのと、筋肉質な肉体から、オーガ族とすぐわかる。

　彼女の腕には、花街の警邏隊――そのリーダーであることを示す腕章。

「痴ち話わ喧げん嘩かか？　花街で諍いさかいは困る。詰つめ所しよに来てもらおうか」

「い、いえ……その、私たちは」

　サーフェが弁明する――が、まさか診療所の者だとは言えない。口を開いたものの、具体的な弁明は思いつかなかったらしい。

「安心しろ。花街の主あるじ、アルルーナ様がおいでだ。言い訳はそこでするがいい」

　警邏隊の腕章をつけた魔族や人間が、すぐにグレンたちを取り囲んだ。統率された動きで、グレンたちは連れていかれる。

　グレンは、警邏隊の面々の中に、妹の姿を捜すが――いない。

　ここに来るまでも、スィウの姿を見かけることはなかった。花街にいるのは確かなのだが。

「どうします？　グレン先生」

　サーフェが囁ささやく。

　彼女は確か、アルルーナと面識があるはずだ。ならば警邏隊に連れて行かれることは、むしろ手て間まが省はぶけるのでは。

「うん、このまま行こう」

　むせ返るような、花の芳ほう香こうが満ちる街。情愛の街。

　そこの主がどのような魔族かを知る、いい機会だと思えた。




　議会のナンバー２。

　アルラウネ族のアルルーナ・ルーナ。

　元は魔族領において、不動産を売買することで莫ばく大だいな財を成した女性らしい。農業や教育に関しての知識が深く、スカディからはリンド・ヴルムでの食しよく糧りよう生産を任されている。その手腕は『アルルーナ農場』を大農園にまで仕立てあげ、元からあった財産を更に増やしたことからもわかる。

　だが、グレンは実際にその姿を目にしたことはなかった――今日までは。

「あるるーな様、折り紙おしえて」

「ん？　それはな、そこを袋折りにしてからひっくり返せばよい」

「あるるーな様ー、絵かいたの、みてー！」

「おお、上手に描かけておるのう。これはわしかのう？　偉えらい偉い」

「あるるーなしゃま、だれかきたよ？」

「むう？」

　その部屋の中では。

　巨大な球根が、子どもたちに取り囲まれていた。球根はうねうねと蔓つるを伸ばし、子どもたちと折り紙をしたり、絵を描いたりしている。子どもたちの種族は多様で、人も魔族も同じように戯たわむれていた。

「大将。不ふ審しんな人物を連れてきました」

　オーガの隊長が言う。

「なんじゃ、せっかく孤児院の子らと遊んでおったのに」

　球根の先端から、にょきりと花のつぼみが生はえる。

　花のつぼみが、らせん状に巻かれた花びらを開けると――中から緑色の肌を持つ女性が現れた。花の特徴を持つ魔族、アルラウネらしい登場である。

「……知り合いじゃ。案ずるな」

　グレンらを見るなり、そう告げた。

「下がれ。不審者ではない――子供らよ。夜も遅い。孤児院までそこの隊長に送ってもらうがよい」

「はーい」「あるるーな様、またね！」

　アルルーナの言葉で、わらわらと子供たちは部屋を出ていった。オーガの隊長もそれに続きながらグレンたちの方に顔を向けた。

「大将……アルルーナ様はこのリンド・ヴルム一の篤とく志し家でらっしゃる。粗そ相そうのないように。なにかあれば私自みずから斬きるぞ」

「ただの子供好きじゃよ。いい歳としのババに過保護すぎる。はよう行かぬか」

　隊長の剣けん呑のんな物言いを、むしろ鬱うつ陶とうしそうに。

　アルルーナは蔓をひょこひょこと振って、オーガの隊長を追いやった。

「薬くす師しとデザイナーが、首を揃えて何用か。大方、アラーニャの趣味かの？　色々服を着るのはいいが、娼婦でもないのにその格好はいただけぬのう」

「あ、アルルーナ様に御用があったのですが、ただ赴おもむくだけでは取り次いでもらえないと思いまして……」

「ふうむ……？　知らぬ顔だがお主は……ああ、クトゥリフの可愛かわいい弟で子しかの？」

「え、ええ。グレンです。いつも薬の材料、ありがとうございます」

「アルルーナじゃ。そう恐きよう縮しゆくせんでも良い。なんじゃ、サーフェとは知らぬ仲でもないのだから、診療所の若殿であれば話くらい聞いてやるのじゃが」

　くっく、とアルルーナが笑う。

「アルルーナ様と話す前に、警邏に追い出されるかと思ったんです」

　サーフェが憮ぶ然ぜんとした表情で告げた。笑われて拗すねている。

「ああ、それはあるのう。妙な悪戯いたずらのせいで、皆ピリピリしておるからな」

「ピリピリ？」

「最近、花壇に踏み込む不届き者がある。花壇が荒らされておるゆえ、警邏隊も犯人を捜そうと躍やつ起きになっておる。わしも当分はスカディめの仕事を代行せねばならぬが、詰所でそれをやっておるのもそうした理由じゃ」

「その割に、子どもたちと遊んで……のんびりしてらっしゃるのですね？」

「それくらい良かろう。わしの孤児院の子らじゃし……数少ない息抜きじゃ」

　アルルーナは頭を搔かいた。

　彼女の左側頭部のあたりに、桃色の花が咲いている。アルルーナが指でそこに触れるたびに、金色の輝きがきらきらと舞った。

　花粉だ。

　甘い香りとともに、花粉がグレンのもとまで届く。

「相変わらず自由な人」

「もう葡ぶ萄どう酒しゆゆずってやらぬぞサーフェ」

「あ、噓うそ、噓です。アルルーナ様の気苦労はわかっておりますよ、ええ」

　サーフェがわざとらしい笑顔で、アルルーナの機嫌をとった。

　普段は真面目なサーフェだけれども、本当にお酒が絡むと弱い。アルルーナもそんな彼女のことをよくわかっているようだった。

　植物系魔族の一種――アルラウネ。その姿を端たん的てきに表現するなら――花の中に生えた人間、というところか。

　球根に似た、丸く大きな下半身。その下には、根が生えている。根でもって移動することもできるが、あまり速くないらしい。

　球根の上には巨大な紫色の花が咲き、その中に人間の上半身――アルルーナの本体が据すえられている。

　巨大な花の雌め蕊しべが、人間になったかのようだ。

　光合成をする種族であるため、肌の色は濃い緑色。衣服を着ることはないが、葉の形の器官が胸など大事な部分を隠していた。

　左側頭部にはまた赤い花が咲いている。アルルーナ自身の美び貌ぼうに合わせて、まるで派は手でなカンザシを頭に刺しているかのようだ。

　髪に似た花か弁べんは長く伸び、目元まで隠している。わずかな隙すき間まから見える目は黒目が大きい。動物のそれとは違う発達をした眼球なのだ。

　見た目の年齢は二は十た歳ちを少し過ぎたくらいか。長ちよう寿じゆの種族なので外見はアテにならないが――どこか気だるげで、だが婀あ娜だっぽい表情。大きく突き出た乳房を、葉っぱだけで隠している妖よう艶えんさ。細くくびれた腰は、途中から紫の花に飲み込まれる。

　老人のような口調とは裏うら腹はらに、彼女の肉体は男であればだれでも虜とりこになってしまいそうな、色気と瑞みず々みずしさに満ちている。

「先生？」「センセ、見み惚とれたらあきまへんよ？」

「うっ、痛っ」

　両側から腕をつねられる。こういう時は息がぴったり合うサーフェとアラーニャ。

　グレン自身も意外だった。美人に見惚れることはあっても、こうまで心を奪われたりはしない。どちらかといえば、医者として魔族の体を見ていることが多いのだが。

　甘い香りが部屋に満ちる。

　アルルーナは扇おうぎを取り出し、扇あおぎだした。そよそよと花が揺れる。

「で――結局なんなのじゃ？　その頭のおかしい格好をしたワケは」

「全ぜん裸らのアルルーナ様に言われたくありませんが」

「花が服を着るか。花はそれだけで着飾っておるのじゃ」

　着飾った花そのものであるアルルーナが、悠ゆう然ぜんと答える。

「実は――」

　グレンは話しだす。

　兄からの手紙。妹の出しゆつ奔ぽん。

　苦無からの情報で、どうやら花街の警邏隊に所属しているらしいこと。
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「ああ。スィウなら知っておるぞ」

「！　本当ですか！」

　あっさり答えるアルルーナ。

「うむ。最近入った新人じゃ。果物をやると食べっぷりが良くてのう。よう覚えておる。そうか、出しゆつ自じが怪しいと思ったが、なんと家出娘であったか」

　彼女はグレンの訴えをまったく疑おうとはしなかった。

　改めて、自分の後援者である師クトゥリフの存在を思う。グレンは彼女が認めた医者であり、スカディの手術にも参加した。その事実が、アルルーナの信頼へと繫つながっている。

　アルルーナが手を叩たたくと、丁度子供たちを送ってきたらしい、オーガの隊長が入ってきた。耳を寄せてなにごとか囁きあう。

「――スィウは今、外回りだそうじゃ。すぐ戻るから、それまで女ども、着替えておけぃ」

「あ、ありがとうございます」

「良い。家族は大切にせんとな。仮に人違いであればそれまでの話じゃ」

　孤児院を運営しているだけある。アルルーナの表情は慈じ愛あいに満ちていた。

「では話はここまでじゃな。わかったらお前たち、服を脱げい。隣の部屋が空あいているから使えばよい」

「あ、ありがとうございます」

　なんだかんだ言って、サーフェも露出の多い服は恥はずかしかったのだろう。

　そそくさと隣の部屋へと移動するサーフェ。アラーニャもそれに続く。自然と、部屋にはアルルーナとグレンが残された。

「では、僕も外へ……」

「待たぬか」

　立ち上がろうとしたグレンに、しゅるると蔓が巻きつけられた。

　バランスを崩くずして倒れそうになるのを、四方から伸びるいくつもの蔓が支える。アルラウネ族の蔓は伸縮自在で、手足のごとく活用できるらしい。

「お主には別の用がある」

「は、よ、用とは」

　蔓によって再びアルルーナの前に座らされるグレン。

　アルルーナの身長は、立ち上がったグレンより少し高いくらいだろうか。もっともその身長の大半は下半身の球根部だが。この位置からだと、アルルーナの美貌と、豊満な胸がよく見える。

「街医者に頼むことなど一つしかなかろ？」

「――診察ですね」

「以前はクトゥリフに頼んでおったのじゃが、あやつは今、スカディにくっついて東に出張中じゃからのう……弟子に頼むのは筋すじが通っておるじゃろ？　なに、別に持病があるわけでなし、そう構えるな」

　スカディの業務は、現在アルルーナが代行している。

　忙しくて中央病院に行く暇いとまもないのだろうか。たまたま現れたグレンに診察を頼むのは、まあわからなくもないが――いささか唐とう突とつな申し出のように思えた。

　だがもちろん、グレンが診療を断るはずもない。

「承しよう知ちしました。それで……その、なにを治療すれば？」

　見たところ、アルルーナに疾しつ患かんがあるようには思えない。

　瑞々しい葉っぱは枯れたところ一つなく、濃緑の肌は太陽光を存ぞん分ぶんに浴びているようだ。頭部の花からは、一匹のミツバチがぷうんと飛んでいった。蜜みつを目当てに来て受粉させたのだろう。

　植物系魔族の異常は、すぐに葉や花に現れるものだが――。

「なに、この夏はミツバチが多くてのう。農園の養よう蜂ほう所じよも、例年よりハチが多いくらいじゃ」

「は、はあ？」

「それで、勢いに任せて受粉させていたら、すっかり花が開ききってしまってのう。蜜が増えて増えて困っておるのじゃ」

　アルルーナは、両手で乳房を挟はさむように持ち上げて。

「花か蜜みつが増えて胸が痛い。なんとかしておくれ」

　彼女の言葉通り、ハチや蝶を引き寄せる濃厚な甘い匂いが、グレンの鼻をくすぐった。

　アルルーナは患者とはとても思えないような婀娜っぽい仕し草ぐさで、ちろりと舌したなめずりをするのであった。




　アルラウネ族は、花蜜によって虫や動物をおびき寄せる。

　花蜜は開花の時期になると自然と体内で作られ、全身から分ぶん泌ぴつされる。アルルーナの豊満な乳房も、一見、哺ほ乳にゆう類るいのそれと似ているのだが、実際は花蜜を生成し、貯ためる器官に過ぎない。

「そ、それでは失礼します」

「うむ、頼むのじゃ」

　花蜜が多いというのなら、体外に排出させるしかない。

　グレンはアルルーナに仰あお向むけになってもらう。ベッドなどなくとも、アルルーナは下半身の花弁の角度を変えて、それに横たわった。

　花の精霊とも呼ばれる、アルラウネに相応ふさわしい美しさ。

　蜜がたっぷり溜たまっているのだろう乳房が、自然と強調される。

「では……とりあえず、テリークロスをかけますね」

　吸水性の高いテリークロスは、蜜をたくさん吸い取ってくれるだろう。それに、いくら治療とはいえ、胸を異性にさらしたいわけでもあるまい。布で隠すのはそうした配慮もあった。

「では、穴を開けます」

「う、うむ、頼む」

　さすがに穴と言われて、アルルーナも体を強こわ張ばらせる。

　アルラウネは乳房から、全身に蜜を巡めぐらせ、頭や蔓の先に咲く花から分泌する。人間のように胸から直接、子どもに授乳するわけではない。

　ゆえに胸に詰まった蜜は、針を刺し、その穴から体外へと排出させる。

「失礼します」

　針は医療用の細いもの。それをクロス越しにぷすりと突き刺す。

「んっっ♡」

　痛みでぴくりとアルルーナが震えた。

　グレンの腕前であれば、痛みはさほど与えないはずだが――やはり体を突き刺す恐怖と感触は、アルルーナでも拭ぬぐいがたいのだろう。

「では、胸を……その、失礼します」

「ふふ、なんじゃ、お主が動揺してどうする。童どう貞ていでもあるまいに」

「うっ……」

「おや、その反応……♡　うふふ、悪いことを言うたかのう？　気にするな、続けてくれ」

　気にするなと言いながら、アルルーナはにやにやとグレンの反応を眺ながめていた。

　青春を勉強漬づけで過ごし、医者となっても多忙な日々を送るグレンに、童貞喪そう失しつの機会などあったはずもない。

　サーフェを始め、美女と関わる機会は増えたが――それとこれとは別だ。

「では……失礼します」

　アルルーナの豊満な乳房に触れる。

　脂し肪ぼうでできている人間のそれとは違い、アルルーナの乳房は瑞々しいオレンジのような弾力を伝えてきた。グレンは痛みを与えないように優しく、アルルーナの胸を円を描くように揉もんでいく。

「んんんっ♡　あっ、い、いいぞっ……♡」

　変化はすぐに現れた。

　かぶせた布が、浸しみだした液体によって色を濃くしていく。

「出てきましたね。もう少し強くします」

「ふあぁっ……た、頼む……！」

　アルルーナの吐と息いきが艶なまめかしい。

　グレンは更にアルルーナの胸を揉んでいく。

　漏もれだす花蜜の香りは、甘く濃い。

　グレンも、そのくらくらしそうな香りを強く感じていた。匂いが濃くて噎むせてしまいそうだ。アルラウネ族は、この蜜でもって他種族を誘う。昆虫、動物を自らの受粉に利用するのは植物の常つねだ。

「あぁぁっ、んんっ♡　ふふ、ただの若わか造ぞうと思ったが……これは……♡」

「確かに蜜が溜まって張っています。痛みはいつから？」

「ここ三日ほどかのう……ひっ、うんんッ♡」

　どんどん出てくる。

　アルラウネの花蜜は栄養豊富であり、特に女性にとっては美容にいい成分が大量に含まれているという。アルルーナさえ望めば、蜜を売って商売することも可能だろう。

　開けた穴から蜜を出されることはアルルーナにも刺激が強いらしく、時折声があがる。

　アルルーナ自身の妖艶さもあり、そんな声はグレンの頰を染めるに十分な威い力りよくをもっているのだった。ここが花街ということを考えれば、なおさらに。

「あぁぁぁ……ひぅぅ……♡」

「痛みはいかがですか？」

「だめ、ぇ……もっとぉぉ……♡　もっと、するのぉ♡」

　アルルーナが自分の蔓を、グレンの手首に巻きつけた。

　患者が望むのならば、そうするしかない――。

　グレンの視界は、どこかぼんやりとしていた。自分の治療行為に揺らぎはないはずだが、熱病に浮かされたように、思考の焦しよう点てんが定まらない。

（匂いが……濃い……）

　花蜜が更に溢あふれ出す。

　アルルーナにかぶせていた布ではもはや間に合わない。グレンはテリークロスを外し、新しいものを彼女の胸にあてがう。

「あぁぁんっ♡」

　アルルーナは楽しんでいる。

　なにを？　――それもわからないまま、グレンは治療をせねばという自らの使命感につき動かされて、さらに彼女の乳房を揉みこんでいく。

　まだまだ、乳房の弾力は硬かためであった。必要以上に蜜を溜めこんでいる証拠だ。

　視界はくらくらする。

　グレンの身体が熱い――何な故ぜ？

「あぁぁぁ……ひぅぅぅ……いいぃ♡　いいのぉぉッ♡」

「あ、アルルーナさん、少し声を……」

「だ、だめぇぇ……！　でちゃうのじゃっ……！　あっ、気持ちいいっ♡　あぁぁ……♡」

　蜜を絞しぼる行為が刺激を与えるのは確かだが。

　こうまで嬌きよう声せいを上げるものだろうか。外から声を聞けば、ここは娼館の一室と思われるだろう。

　もしもグレンが平静であれば、アルルーナのわざとらしさに気づいたかもしれないが――。

　この花蜜の匂いが、グレンの頭に靄もやをかける。

「あっ、の……アルルーナ、様……」

「んんっ……ど、どうか、したか……♡」

「これは……この蜜は……？」

　うふふふふ―――と。

　おかしくてたまらないとばかりに、アルルーナが肩を揺らす。されるがままなのは彼女のほうのはずなのに、何故か治療の主導権をさえ、彼女に握られているような。

「良い匂いじゃろ。自慢じゃ。花には蜜が欠かせぬもの。何故かわかるか？」

「っ、は……いえ、あの……？」

「見み目め麗うるわしいだけではダメなのじゃ。良い花は、その見た目も、香りも、味も良くなくてはならぬのじゃ。五感で味わいつくすことこそが、花を愛めでる正しい作法じゃ」

　むしろグレンは、アルルーナの匂いに包まれ、アルルーナに頭から食べられているような気がするが。

「そんなに、この香りが気に入ったかのう……♡　ならば……」

　アルルーナは。

　胸を隠す布を、自ら外そうとする。ゆっくりと布をつまみあげ、隠された部位をさらけ出そうとする。

　グレンは止めなくてはならないのに、アルルーナの仕草から目が離せない。

　焦じらすように布を取っていく。布をつまむ指の形も、するすると見えてくるアルルーナの谷間も、興奮したような吐息も、すべてが花蜜の匂いに包まれ、グレンから言葉を奪う。

「直じかに、吸うてみるかの？」

「！　っい、いえ、それは」

「別によかろう？　揉むのも吸うのも大差はあるまい……毒どく蜂ばちに刺されれば、お主も口で毒を吸い出すであろう？　これも治療じゃ♡」

　詭き弁べんだと言いたいのに、グレンは喉のどが鳴るばかりだ。アルルーナに異を唱となえようとすると、とたんに言葉を失ってしまう。

「なんじゃ……女がこれほど懇こん願がんしているというのに……なにもしてくれぬのか？」

　男の欲望をそそるような声。

　守りたくなる、いじらしい態度。

　花びらの前髪で半なかば隠されている、蠱惑的な視線。

　全てが計算し尽くされている。街一番の資産家？　慈じ善ぜん事業に熱心な人格者？　どこがだ、これではまるで傾国の美女ではないか。

　娼婦たちのための花街。それを取り仕切るアルルーナこそが最も娼婦的であったのだ。

　わかっているのに動けないのは、花の蜜のためか。匂いが鼻から脳内へとつながり、グレンの動きを鈍にぶらせる。

「ほれ……ふふ、さあ……」

　アルルーナがグレンの手を取った。

　今にもすべて脱げてしまいそうな布地を、グレン自身に剝はぎ取らせる気だ。アルルーナのテリークロスが全て外れた時、グレンの理性も全て剝がれるのかもしれない。

「あ……ぅ……」

　もはや治療ではなかった。

　花に呼ばれる蜂のごとく、グレンは吸い寄せられていく。医者としてとるべき行動ではないとわかっていても、アルルーナの花蜜はグレンの感情を一色に染めていく。

　蜜を吸いたい。味わいたい。

　アルルーナの体から直に味わう蜜は、きっと極ごく上じようの味だろう――と。

「うぅ……こ、こんな……」

　グレンは不格好に、アルルーナの胸に埋もれた。布を剝がすことには抵抗したが、手をとられたグレンは力なくアルルーナにしなだれかかる。

「ふふふ、授乳などしたことはないが、胸に抱けば男はみな赤子のようじゃな。ほれほれ、存分に吸うて良いのじゃぞ」

「アル……ルーナさん……なんで、こんなことを……？」

「おや、まだ喋しやべれたか」

　意外そうにアルルーナは言う。

「なんで、じゃと？　そうか。お主は本当に、わしのことをサーフェから聞いておらぬのじゃな。それとも悋りん気き深いサーフェのこと。わしの本性など話しとうなかったかの。別にそれでも構わぬが」

「そ、れは……？」

「考えてみればよかろう。農園を経営し、花街も作った。ああ、子どもが好きなのも噓ではないぞ。まあ子どもも好きじゃが――子供を作る行為も大好きでのう♡」

　グレンは胸にうずもれる。

　とめどなく溢れる花蜜が、テリークロスを通してグレンの顔に触れる。

　甘い匂いだ。

　蜂蜜のようなどろりとした甘さではない。さらりとした濃度でありながら、甘さと香りの芳ほう醇じゆんさが尋じん常じようではない。蜜を一ひと舐なめしただけで、世界に彩いろどりが増したようにさえ思う。

「わしが好きなのは交配じゃ♡」

「こ、うは、い……？」

「交配。受粉。交尾。セックス。性交。まあ言葉は何でもよいが……アルラウネ族はな、植物とも動物とも交配できることは知っておるじゃろ？」

「……は、い」

　アルラウネは異様な繁はん殖しよく力を持っている。

　全身の花で受粉することで植物と。人間に似た本体に精を受けることで動物と。生物学の常識からかけ離れたことに、同種他種、植物動物を問わず交配し、子孫を残せる。

「わしはとにかく交配に関わることが好きでの。見るのもいいが、開花の時期になると男と交わりたくてたまらんのじゃ。よう来てくれたのグレン医師。お主のような若い男が……大好物でな？」

　舌なめずり。あまりに享きよう楽らく的だ。

　だが既に、甘い蜜に思考を溶かされているグレンは手遅れだ。何故今まで、彼女の治療をクトゥリフがやっていたのか。答えは簡単で、グレンでは彼女の誘惑に逆らえないから。

「言っておくが、根性だけでわしの蜜の誘惑から逃れることはできぬ。本能からメスを求めるようになる媚び薬やく作用じゃ。ふふ……さあ、力を抜くのじゃ」

「ぅ、う……」

　実を言うと、アルルーナの誘惑に乗ってしまうことに問題があるわけではない。街医者グレンが誰と情を交わそうとそれは個人の自由だ。今は、抵抗する方が辛つらいくらいだ。

　だが。

「ぁ、の……」

「んん？　なんじゃ？　ようやく吸うてくれるのか？」

「今、は……治療中、なので……」

「おう？」

「立りつ派ぱな、医者にならないと……サーフェに、怒られる、から……」

　グレンが絞り出した言葉は、それで限界であった。

　精せい一いつ杯ぱいの抵抗であったにもかかわらず、アルルーナはくふふと笑う。グレンの頭を撫なでてきたりする。

「ふふふふ――そうか、そうかそうか。なるほどのう♡　サーフェやクトゥリフが心しん酔すいするわけじゃのう。わしは構わぬぞ、交まぐわいの最中に、他の女の名を呼んでも見逃してやろう。それもまた一いつ興きようであろう♡」

「ぅ……」

「それとも複数が良いか？　わしは他種族も乱交も大歓迎じゃぞ？　ほれ、あちらで着替えている女どもを呼べば――♡」




「――はい、そこまでや」




　まるでバネ仕掛けの絡から繰くりのごとく、グレンとアルルーナが引き離される。

　未いまだ朦もう朧ろうとする意識の中で、アラーニャの声が響いたのだけはよくわかった。

「なにが乱交どす。そんなこと言いだしたらサーフェがどれだけ怒るか知りまへんよ？」

「お、おお……着替えが早いのうアラーニャ」

「私もいますからね、アルルーナ様？」

　いつの間にかグレンは糸で巻きとられており、アルルーナからさらに離される。自分ではまったく力の入らない身体を受け止めてくれたのは、サーフェであった。

　サーフェはジト目でグレンを見つめてくる。

「はいどうぞ、先生。こんなこともあろうかと気付け薬を用意しています」

「んっ……んぐっう……!?」

　飲まされたのは、どろりとした苦い薬。

　反射的に吐き出しそうになる――が、サーフェはグレンの鼻を摘つまみ、流しこむ。

「うっ……うぇぇ……」

　全て飲み干した時には、グレンの思考にかかった靄は晴れていた。

「う……ありがとうサーフェ。用意がいいね」

「当然です。アルルーナ様に会いに行くと決めた時点で、この事態は想定していました――あの方は、悪い人ではありませんが……男とみれば誘惑します」

「先に言ってほしかったな」

「言ったらグレン先生のほうからふらふら誘惑されに行くと思ったんです」

「しないよそんなこと！　なんの心配してるの！」

「でも、ギリギリで私の名前を呼んだのは偉かったですね」

　サーフェはグレンを背後から抱きしめたまま、グレンの頭を撫でた。先ほどまでのアルルーナの真ま似ねだろうか。対抗心でも燃やしているのか。

　アラーニャもサーフェも、すっかりいつもの服へと着替えていた。着替えに時間がかかっていたのではなく、突入するタイミングをうかがっていたようにも見える。

「アラーニャ」

「ほい、もうやっとるで」

「ぬう……お主ら、わしを誰だと思っておる！　これでも偉いんじゃからなー！」

　アルルーナはじたばたと暴れる。

　が、アラーニャの蜘く蛛も糸いとによってすっかりがんじ絡めにされていた。自由自在に伸び縮ちぢみする蔓も、ぎちぎちと締め上げられている。

　両腕は頭上で縛しばり上げられ、アルルーナはもはや指一本動かせないだろう。やたらと胸部を強調するように糸が巻かれているのは気のせいか。

「さて、アルルーナ様。この件、どう始し末まつをつけましょう」

「な、なんじゃ！　脅おどしてもわしは男遊びを止やめぬぞ！　とりあえずリンド・ヴルム中の男と交配するのじゃー！」

　とんでもないことを臆おく面めんもなく言い放つ。

「まあ、アルルーナ様の交配欲求の強さはよくよく理解しておりますわ」

「う……では若殿に手を出したことを怒っておるのか」

「クトゥリフ様には報告しますが、まあ、それもうるさく言いません」

「ぬう？　では……？」

　アルルーナが首を傾かしげた。サーフェは微笑ほほえみながらも、目が笑っていない。

「治療の途中でしたね？」

「なんじゃと？」

　動けないアルルーナに、サーフェが近づいていく。アラーニャも、花街の主に背後から顔を寄せた。

「アルルーナ様の仰おつしやる通り、花蜜が溜まってしまったら吸い出すのが一番の手でしょう。アルラウネ族の花蜜には異性を誘惑、発情させる成分がありますから、グレン医師は適当であるとは言えません――私がやりましょう」

「い、い、いや待たぬかサーフェ！　それはちょっと！」

「何故ですか？　薬師といえ、私も治療はできますとも」

　サーフェはどんな顔をしているだろうか。

　グレンはこれから起きることを予感して、顔を背そむけ、部屋の隅すみを眺めることにした。サーフェが診療所から連れてきたのだろう数人の妖精が、仕事もなくぽつんと立っている。手招きをするとそそくさと逃げてしまった。悲しい。

「そ、それはその……お主が胸を吸うという……？」

「せっかくだし妾もお手伝いしますえ？　アルラウネの花蜜、美容にも健康にも効果抜ばつ群ぐんという話やからなあ」

　グレンはぼけっと、妖精たちが逃げてしまった場所を見る。

　ああ、後ろはなんだか楽しそうだなあ――などと考える。

「ま、待て待て待てーい！　わしは女同士もいけるクチであるが、その、今の気分はグレンと色々とイイことを……！」

「治療です、ぐだぐだ言わない」

「いーやーじゃー！　グレンー！　グレンよ、せめてお主にぃぃぃ！」

　グレンは耳をふさいで、アルルーナの訴えを無視することにした。

　だが、そのくらいで音を完全に遮しや断だんすることはできなかった。アルルーナの乳房から蜜を吸いだす激しい音が聞こえてきてしまう。

　ずるるるるろろろ……―――。

　じゅるろろるるるるる……――。

「ちゅぱっ……んんんっ！　あら、ふふっ……まだまだ溢れてくる」

「ああん、妾にも残しておいてや。んんっ、うむ、ちゅっ……んんっ、良い味や」

「んンっ……ああぁうぅん……二人がかり……なんて、そんなぁ……！」

　また甘い匂いが漂ってくる。

　サーフェとアラーニャが、一いつ心しん不ふ乱らんにアルルーナの花蜜を吸っているのがわかる。この匂いを嗅かいでしまえば、またグレンは意識が朦朧としてしまうのだろうか。

「ちゅるっ……じゅるるるるる……んふっ、あまぁい……」

「ふふふ。へえ、甘かん露ろやな……さすがはアルルーナ様の蜜……じゅる、する」

「お、お主らぁぁ！　少しは手加減せぬか……！　ひゃぁっ♡　あっ！　ふああぁぁぁっ！」

　それこそ、蜜を貪むさぼる蝶のようだ。

　聞こえてくるのは、ひたすらにアルルーナの胸を吸う音。

　グレンが針で開けた穴から、二人の女性が一心不乱に花蜜を吸っている。

　美容に良いと言われれば、どんなものでも飲みたくなるのが女性の性さが――なのだろうか。

「じゅる、ちゅる、ちゅううぅぅ」「んん、んぱぁっ、ふあぁ……！」








[image: ]









「あっ！　あああっ！　んあぁぁ！　も、もうダメぇっ――くっふあああぁぁ…………♡」

「じゅるるっるるるるるる―――――ッ！」

「ふああああぁうあぁ――――ッ♡」

　一ひと際きわ大きな声があがった。

　グレンが恐る恐る振り向くと、力なく下半身の花にしなだれかかったアルルーナと、口元を手ぬぐいで拭ふくサーフェがいた。

　隣のアラーニャもしれっとした表情。

「終わりましたよ、先生」

「う、うん……」

　自分はまるで役に立たなかったな、と思いながら、ちらりとアルルーナのほうを見た。

　アルルーナは脱力しながらも、なお潤うるんだ瞳ひとみでグレンを見ていた。目が合うと、どこか妖艶な笑みを浮かべる。まだ誘惑し足りないとばかりに。

　スカディと、そのあり方は大きく違うが。

　花街を取り仕切る大たい輪りんの花は、やはり自分など到とう底てい敵かなわない大人物であるのだと、改めて思うグレンであった。




　蜜みつ搾しぼりが終わると、何事もなかったかのようにアルルーナは笑った。

　未だ部屋の中には蜜の匂いが残っているし、アルルーナの蜜の影響で、サーフェもアラーニャも肌が妙につやつやとしている。まるで脱皮直後のようだ。

　劇的な美容効果に驚きを隠せない――また、それに執着する女性の恐ろしさというのもよくわかった。

「アルルーナ大将、スィウが戻りました。入っても？」

「おお、来たか。よいぞ」

　部屋の外から声がかかる。

　先ほどのオーガ隊長が入ると、訝いぶかしげに部屋の中を睨みつけた。もしかすると、部屋に漂う蜜の匂いに気づいたのかもしれない。部屋でなにが行われていたかについても。

「……大将。お戯れはほどほどに」

「わしはいつでも本気じゃ」

「存じてますよ」

　オーガの警邏隊長はクールであった。グレンらにもなにも言わず、ただアルルーナに向けて頭を下げる。

「大将に挨あい拶さつをしろ、スィウ」

「は、はい。あるるーな様のお呼びと聞いて、馳はせ参じて御ご座ざる。スィウ・リトバイトにござ…………ああああ――――ッ!?」

　オーガ隊長が一歩引く。

　大柄な彼女の後ろに隠れていたことで、今まで部屋の中にいるグレンに気づかなかったのだろう。長い黒髪。どこかかしこまりすぎたその口調。

　数年ぶりだろうと、間違えるはずもない。

「久しぶりだね――スィウ」

「あ、あわわわ…………！」

　しばらく青ざめて、口をぱくぱくさせていたスィウ。

　だが、それも一瞬のこと。すぐに反転してその場を逃げ出そうとした。グレンの知る頃より、更にその敏びん捷しようさに磨みがきがかかっていた。

　鍛きたえていたのだろう。

「ちょ、ま、待ってスィウ！」

「あ、兄者……ではなく見知らぬ人！　スィウはスィウなどという名前ではないで御座る！」

「いやなに言ってんの……！」

　次兄の体力は妹に奪とられた。妹の知恵は次兄に吸われた――とは長兄の評価だ。

　酷ひどい言いようだが、確かに当たってもいる。

　焦あせってしまうと支し離り滅めつ裂れつなことを言うスィウは、喚わめきながら逃げていく。

　追いかけたいが、走力で妹に勝てたことのないグレンだ。

　だが。

「待てい。呼びつけたのはわしじゃぞ」

「あうっ！」

　スィウの足が、伸ばされた蔓によってがっしり摑まれた。

　走った勢いのまま、びたん！　と床に顔を打ちつけるスィウ。アルラウネは下半身が球根なので機き敏びんには動けないが、それを補うように蔓が自在に伸縮する。

「なんかその……ちょっと、アホの子やな？」

「昔からこうなんです。イノシシのような子です」

「オーク族の娘やったりする？」

「残念ですがグレン先生の妹なので、紛まぎれもなく人間です」

　人の妹に、アラーニャとサーフェが好き勝手言ってくれる。当たっているのがまた悲しい。

　蔓に絡まれながらも、わたわたと逃げ出そうとするスィウ。しかしアルラウネの蔓は、およそ植物と思えないほどによく動き、しかも丈夫だ。獲え物ものを補らえる食虫植物の触手として発達したと言われているが、真しん偽ぎは定かではない。

「くっ、うっ……！」

　きらりと、光が反射する。

　スィウが腰の短刀を抜いたのだ。頑がん丈じようなアルラウネの蔓も、切断には弱いとされる。短刀を握るスィウの動きは、さすが警邏隊期待の新人というところだが。

「ふふ、良いのか。わしにそんなものを向けて」

「うっ……!?」

「わしは蔓をいくら切られたところで痛くもないが、お主の今後が心配じゃのう。ほれ。すぐ傍そばで上司も見ておる。議会勤めの身分で、わしに刀かたなを向けるのは感心せんのう」

　オーガの女隊長は、腕を組んでスィウを見ていた。

　我関せずを貫つらぬいているようだが、スィウが短刀を取り出した際には目つきが鋭くなった。

「ぬうううぅうぅ……！」

　スィウは。

　渋しぶ々しぶといった様子で、短刀を収めた。しかし依い然ぜんとして逃げ出すことは諦あきらめていないようであり、蔓をなんとかしようともがいている。

「ぬうぅぅ！　は、謀はかったで御座るなー！　兄者！　姉者！」

「別に謀ってないでしょ。アルルーナさんに頼んで呼んでもらっただけ。久しぶりだねスィウ……元気そう、と言っていいのかな」

「ううぅ……！」

　グレンは素早く観察する。

　長い黒髪と、きっと吊つり上がった眉まゆ。グレンが実家を出た頃から多少は成長しているようだが、紛れもなくスィウである。顔立ちは真面目を通りこして、融ゆう通ずうの利きかなそうな頑がん固こ者ものであることをうかがわせる。

　ただ。

　彼女の額には、二本の角が生えていた。

　ドラゴンの角のように、トゲの生えた骨こつ質しつの角ではない。頭ず蓋がい骨こつが変形し、隆起したような形であり、先端も少し丸い。皮ひ膚ふで包まれており、わずかに産うぶ毛げも生えていた。成長途中のシカの角――袋ふろく角づのと呼ばれるものによく似ている。

　これが、鬼の角――なのか。

『鬼き変へん病』。手紙に記されていた病やまいの名を思い出した。

　人が鬼になる奇病は、東でまま見られるものだ。しかし魔族医師であるグレンにとっては、人の病は専門外となる。

「さて、どこから話そうか、スィウ。まずは落ち着けるところに……」

「う、うう……う！」

「……スィウ？」

　様子がおかしい。

　蔓の束そく縛ばくから抜け出そうとするスィウ、その顔が赤く染まっていた。汗あせも随ずい分ぶんかいている。

（角から……煙？　いや、湯気……？）

　わずかにではあるが、白い湯気がスィウの角の先端から立ち上っている。

「む、これはいかんぞ」

　アルルーナが蔓による拘こう束そくを外す。グレンがスィウを抱き上げると、触ってはっきりわかるほどに熱かった。

　スィウの目の焦点があっていない。いけない、と判断する間もなかった。

「…………きゅう」

　そんな声を上げて、スィウが目を回した。

「……気絶してる。応急手当しよう。サーフェ、手伝って」

「は、はい」

　なにが起こったのかわからないが――これもまた『鬼変病』の影響だろうか。

「体が熱いなら熱中症でしょうか」

「でも、今日はそんなに暑くないけど……とにかく冷やすのが肝かん心じんかな。アルルーナさん、井戸水を借ります」

　再会を喜ぶ暇もない。

　グレンがスィウの額に触れる。表皮に包まれた彼女の角は、熱病のごとく熱くなっているのだった。

「先生」

「大丈夫。僕のやることは変わらないよ、人間でも、妹でも」

　顔を叩いて、グレンは気合いを入れた。

　魔族でなくても、全力を尽くす。

　鬼の姿となった妹を、必ず助ける――そう決意するグレンだった。














　症例２　鬼変病の妹









　スィウは、意外にもすぐに目を醒さました。

　冷たい水で布を濡ぬらし、身体からだを冷やすことで、体調も回復したようだった。本人の話によれば、激しい運動を続けると体が熱くなり、気を失ってしまうことがたまにあるという。

「頭が痛い……で御ご座ざる」

「それも、病やまいにかかってから？」

「で、御座る。『鬼き変へん病』の証あかしである角つのが生はえてから、熱が出ることが増えたで御座る」

　角。そして熱。

　頭痛は、熱が出た時に起こるのだという。

　それがグレンの確認した『鬼変病』の症状だ。

　グレンはひとまず、意識を取り戻したスィウを診療所に運ぶことにした。サーフェの部屋で一緒に寝てもらうことになる。

　スィウは異を唱となえなかった。正体がバレてしまってはもはや仕方ないと思ったのだろう――元より名前の表記を変えたくらいではいずれ見つかったはずだが、スィウはそこまで思い至いたらなかったようだ。

　それから数日、スィウは診療所で寝泊まりし、昼間は警けい邏ら隊の仕事があるとのことで花はな街まちに赴おもむく。

　診療所に、賑にぎやかな身内が一人、増えたのだった。




「兄者ー。出かける準備はよろしいで御座るかー」

　妹が無遠慮に、グレンの部屋に入ってくる。

　グレンはその日、工房に用があった。スィウも愛用の刀かたなを研といでもらいたいとのことで、グレンが案内することになったのだが――。

　兄とはいえ、いきなり部屋に入ってこないでほしい。

「スィウ。ノックくらいしないと」

「むぅ。西の作法は難しいで御座るな」

「東でもフスマ開ける前に声くらいかけるでしょ……」

　スィウは注意を受けて頭を搔かく。

　グレンは白衣を着こみ、いつもの医療バッグを肩にかける。竜の鱗うろこのお守りももちろん肌はだ身み離さず。

　一方、スィウは警邏隊の支給服だった。外出時はこの姿でなければならないとか。

　ただし、武装は東国風の小こ手てと、腰に差した大小二本の刀剣など、多少スィウらしくアレンジされている。

「……お？　変で御座るか、警邏隊の服？」

「いや、隊長さんとかは、高級な黒の服だけど、スィウのは地味だなって」

「功績をあげると服を染めることができるらしいで御座る。スィウも早く朱色に染めたいで御座る」

　色々と規定があるらしい。

　そして――彼女の頭の角。

　オーガ、ミノタウロス、ドラゴンなどなど。角を持つ魔族は珍めずらしくない。だが、スィウはれっきとした人間だ。東方の鬼族は、西のオーガ族らとは似て非なるものである。また、現在確認できる鬼は、もとは人間だった者たち――つまり『鬼変病』の患者だけである。

「？　どうしたで御座る、兄者」

「いや……『鬼変病』が、どうしたら治るかと思ってね」

「焦あせっても仕方御座らぬ。いずれ方策もありましょうぞ」

　当の本人はこの通り、のんびりしている。

　たとえば――外科手術でもって、頭部の角を切除することは可能だろう。だがそれが果たして治療と言えるのか。病の原因もわからぬうちから、見た目の異常のみを切り取ることを『治療』とは言いたくなかった。

「兄者。それよりお早く！」

「元気だね、スィウは」

「なにを。東を出て以来、我が愛刀の手入れがおろそかになって御座る。腕の確かな職人を紹介してくださると言ったのは兄者では御座らぬか」

「わかってるよ。ちゃんと案内するから」

　スィウに、病人にありがちな気き鬱うつはない。

　警邏隊での仕事も順調なようだった。それはきっと、自由なリンド・ヴルムの風土が彼女に合っていたからだろう。グレンは『鬼変病』に詳くわしくないが、人間以外に差別的な東方において、角の生えた患者がどのような扱いを受けるか、想像に難かたくない。

　スィウが元々就ついていた仕事を解任されたのも、『鬼変病』の患者ゆえだ。

「しかし、兄者はこの診療所の主あるじで御座ろう？　抜けて良いので御座るか？」

「工房に、仕事道具を取りに行かなきゃならないんだ。僕がいない間はサーフェが留守番してくれてるよ」

「なるほど、内助の功に御座るな」

「……違うと思うけど」

　グレンの言葉は届かず、スィウは一人うんうんと納得している。

　かつてリトバイト家でサーフェを人質として預かっていたことがある。その時からスィウはサーフェを『姉者』と呼び、実の兄二人よりも懐なついていた。

「はっ！　のんびり話している場合では御座らぬ！　本日のスィウは昼番ゆえ、時間までに花街に行かねば。兄者、お早く！」

「わかったわかった」

　グレンがスィウの後に続く。これではどちらが案内をする立場かわからない。

　スィウが来てから、妖精たちが明らかに彼女を避けているのがわかった。声の大きい彼女が苦手なのかもしれない。まあ、慣れたらそのうち戻ってくるだろう。

「兄者ー」

　病人とは思えぬ妹の態度。

　だが額ひたいから生える角が、スィウが病やんでいるなによりの証だ。

　あるいは――もうスィウには、『鬼変病』を治す気がないのかもしれない。そう思うと、グレンの心がわずかに痛んだ。

　彼女に希望を持ってもらうためにも、必ずなにか治療法を見つけねばならない、とも思うのだった。




「頼も――――ッ！」

　声が大きすぎる。

　スィウは案内されたばかりの『キュクロ工房』の中へと、遠慮もなしにがんがん侵入していった。

「刀研ぎを頼みたいので御座るが！」

「おかしいな……人ひと気けがないけど」

「むっ。もしや強盗に襲おそわれたで御座るか！」

　スィウが刀の鯉こい口ぐちを切る。いくら警邏隊とはいえ、血気盛ん過ぎる。

　普段は職人たちで賑わっている工房で、中に入れば顔なじみが出迎えてくれる。しかし今日はサイクロプスたちの姿が見えず、作業の音もやけに少ない。

「工房に、まず強盗は入らないよ」

「……？　しかし兄者、武具もあるし、貴重な品も御座ろう。職人を襲って奪い取る不届き者がいるのでは……」

「作ってるのは筋きん骨こつ隆りゆう々りゆうなサイクロプスたちだからね。彼らは温厚だけど、なによりも自分の作った武器のことを知ってるから……商品や職場を守る時は怖いよ？」

「ほへー」

　スィウが妙な声で感心する。

　サイクロプスの力は巨人族特有のそれだ。自分たちの技術の結晶であるものを易やす々やすと奪われては、鍛か冶じ職人としての存そん亡ぼうに関かかわる。自衛の際の彼らは侮あなどれない。

　やはり戦いの話は興味深いのか、スィウは真ま面じ目めな顔で聞いていた。

「あ、あ、お、お客さん……」

「お！　見つけたで御座る職人殿！」

「ひぃぃっ!?」

　ようやく、出迎えの少女がとてとてとやってきた――かと思えば、スィウの大声ですぐに隠れてしまう。

「スィウ、ちょっと声を抑えなさい」

「む。これは失敬。スィウはスィウと申すで御座る。何なに卒とぞよろしく」

「ひぃぃぃ……！　せ、先生が知らない女を連れてきたわ……！」

　人聞きの悪い。

　資材の積まれた物もの陰かげから、こそこそと顔を出したのはサイクロプスの見習い職人――メメ・ルドンであった。

　気弱な彼女は、見慣れぬスィウに戸と惑まどっているのだろう。目を合わせてくれないのは――まあ、いつものことではある。

「だ、誰……オーガ族……？」

「あー、妹の、スィウだよ。歳としも近いと思うから、メメ、仲良くしてあげてね」

「妹……？」

　メメが首を傾かしげた。

　紹介してから、しまったとグレンは思う。今のスィウは、角のせいで魔族に見られても仕方がない。疑問に思われるのも当然だ。

「オーガ……なのに、妹……？　義理……？」

「不思議は御座らぬ！」

　自分たちの関係性をどう説明したものか。

　悩んでいるグレンをよそに、スィウが胸を張った。メメがひゃっと肩を震わせる。

「この街では恋人でも夫婦でも種族が違うことも御座ろう！　ならば兄者の妹が鬼であろうとおかしくは御座らぬ。それが許されるのがこの街であると聞いて御座るぞ！」

「そ、そうかな……そうかも、ね……」

　納得したというよりは。

　声の大きいスィウとの会話を打ち切りたい様子で、メメは頷うなずいた。とりあえず用件をさっさと済ませたほうが、メメの精神的には良さそうだ。

「スィウ。用事があったんでしょ」

「はっ、そうで御座った！　これを研いでほしいので御座る！」

　スィウは腰に差した長刀を差しだした。人間領で作られる片刃の曲きよく刀とうであり、鍔つばや鞘さやにも丁てい寧ねいな細さい工くが施ほどこされている。名刀だろう。

「……ちょ、ちょっと見るわよ」

　見習いであっても、さすが職人というべきか。メメは刀を目にすると人見知りの表情を消して、長刀を受け取った。鞘から抜いて、刃は毀こぼれや汚れの具合を確かめる。

「うーん……東の刀は専門技術がいるし面めん倒どうなのよね。砥と石いしでささっとできるもんじゃないし……た、多分、時間がかかると思うんだけど、いい？」

「急ぎでないから構わぬで御座るよ」

「う、うう……じゃあ引き受けるわ」

　メメが、刀剣に札を括くくりつけ、スィウに預かり証を渡す。

　グレンは首を傾げる。この『キュクロ工房』において刃物の扱いを心得ている職人は何人もいるはずだ。見習いのメメが不ふ得え手てならば、刃物専門の職人に任せてしまえばいい。

　そういえば。

　未いまだにメメ以外の職人を見かけないのも気になる。

「メメ。僕は親方に頼んでいた道具を受け取りに来たんだけど、親方は……」

「……ね、ね、寝てるわ」

「寝てる？」

「今、流は行やりの『眠り病』よー！　な、な、なんなのよみんなしてぇぇ！　親方も古参の爺じいさまたちもみんな眠りこけてるわよ！　お、おかげで私が全部の仕事しなくちゃいけないのにぃ！　この忙しい時に新しい仕事持ってきてぇー！」

　ばかー！　とメメが泣きだす。

　ついでにグレンの胸を叩たたいてくる。手が大きく力の強いメメなので、手心を加えているとしてもグレンには少し痛い。

　メメの八つ当たりを甘んじて受けながら、グレンは『鬼変病』の他に、もう一つの奇病があったことを思いだした。

　街にたびたび出現する手乗りヒツジ。この謎の生物に触れると、覚めない眠りに陥おちいってしまうという。死ぬことはなく、生活に必要な行動はあたかも夢遊病患者の如ごとくこなしてしまうので、深く心配することはないと考えていたが――。

　当然、人手不足が深刻になる。

「見て！　見なさい、この道具の山を！　これ全部修理しなきゃならないのよ！　その上やったこともない刀剣だなんて……！」

「うむむ。では、やはり他の工房に」

「や、やり方は古参の爺さまに教わってるから！　や、やるわよぉ！　やればいいんでしょぉ！」

「どっちで御座る!?」

　メメとスィウの会話はとことん嚙かみ合わない。

　なんだか見てて面おも白しろくはある。

　しかし、よくよく見ればメメの目は少し充血していたし、クマも濃いように見える。まさかメメ一人で工房を守っているわけでもないだろうから、他の職人たちは仕事にかかりきりで出てこれないのか。

　触ったら眠ってしまう手乗りヒツジ。その調査がまだ十分ではない。死者は出ていないため、グレンも焦ってはいなかった。スィウのこともあり、『眠り病』は後回しにしてしまいがちだったが――。

（……失敗だったかな）

　がらんとした『キュクロ工房』。疲れた様子のメメ。

『眠り病』が広まっていることは、じわじわと、だが確実に街に深刻な影響を及ぼしていた。おそらく工房以外でも、働き手不足が生じているだろう。

「兄者ぁー。この娘、ちょっとひねくれて御座るな？」

「スィウ。思ったこと全部口に出すのやめて。ほら、メメが威い嚇かくしてるよ」

　人見知りなメメであるが、大きな一つ目による眼力は人一倍である。

　なんでもかんでも口にしてしまうのがスィウの悪い癖くせだ。遠慮もなければ、特に深い考えもないのだろう。

　感情の機き微びに人一倍敏感なメメからすれば、天敵のような存在かもしれない。

「だ、大体、先生が悪いのよぉ！　医者でしょ！　流行り病くらいなんとかしなさいよぉ！」

　メメの言葉も、あながち言いがかりではない。

　現在、クトゥリフがいないリンド・ヴルムにおいて、魔族医師の資格を持つのはグレンのみである。

「そうだね。『眠り病』の問題を早めに解決できるよう頑張る。メメも大変だろうけど、よろしくね」

　グレンはメメの頭を撫なでる。

　切せつ羽ぱ詰つまった状況において、まだ見習いの身分であるメメが混乱してしまうのは仕方のないことだろう。涙目ではあるものの、慣れない作業も含めてなんとかしようとしている彼女は報むくわれるべきだ。

「あ、兄者ー！　ズルいで御座る！　スィウも撫でてくだされ！」

「えっ、なんで」

「拙せつ者しやも頑張ってるで御座る！」

「仕方ないなぁ」

　妹分のようなメメと、実の妹であるスィウ。二人の頭を同時に撫でる。我ながらなにをしているんだという気分になる。

「えへへー！」

　スィウが満面の笑みで見上げてきた。成長したように思ったが、精神はまだまだ子供であるらしい。それとも、グレンの前だからわざと甘えているのだろうか。

「ほ、本当に……兄妹なのね……」

　メメが大きな目を見開いて。

　なにか納得したように、スィウの様子を見つめているのだった。




「サーフェ」

「はい」

「この……中央病院からの報告書レポートなんだけど……」

　メメと『眠り病』の解決を約束してから。

　グレンは診療の合間に、資料を読み漁あさる日々だった。『鬼変病』に関する東の書物や伝でん承しよう。そして『眠り病』に関する中央病院からの調査結果などなど。

　同時に二つの難病に対処せねばならない状況だ。幸いグレンにとって、文字を読むことは苦ではない。知識を頭に入れていく作業は楽しい。

　その日も、昼食をとりながら中央病院の報告書を読んでいた。多忙なグレンは昼食も仕事をしながらとることが多く、今日も片手で食べられるサンドイッチで、栄養摂取と情報収集を同時に行っている。

　読書中の食事。サーフェに行ぎよう儀ぎが悪いと言われようが、効率が最優先である。

「ああ、街にいるヒツジから『眠り病』の原因成分を抽ちゆう出しゆつしたという報告でしたね？　なにか進展がありましたか？」

「それがさ、途中で途切れてるんだよね。なんだろう？」

「…………」

　サーフェは渋い顔だった。

　グレンの手から報告書を受け取り、素早く目を走らせる。なお、彼女の昼食はゆで卵であり、殻からを剝むいた卵を一口でつるんと丸のみしていた。

「……たしかに未完成ですね。想像ですが、担当者が調査の最中に『眠り病』に罹かかったのでは？」

「……なるほど」

　グレンは頭を抱えた。中央病院でさえこれでは、『眠り病』が謎の奇病であり続けるのも納得がいく。調べる者がかたっぱしから睡すい魔まに襲われているのだ。

「先生が捕まえてみては」

「挑戦してみたんだけど……すばしっこくてね、手乗りヒツジ。僕の体力だとちょっと」

「まあ情けない」

　返す言葉もない。

　街に蔓まん延えんする『眠り病』は、掌てのひらよりも小さいヒツジたちが原因であると言われる。

　ヒツジと呼ばれてはいるものの――偶ぐう蹄てい類るいに属する家畜であるところのヒツジとは、一線を画かくす存在のように見えた。どちらかというと、手足と頭部が生えている、動き回るウールの塊かたまり――といったところか。

　正体不明のヒツジによって、『眠り病』の調査は難航してしまっている。

「絶対眠らない薬とかないよね、サーフェ……」

「それはそれで身体に悪そうです。『眠り病』の原因がわかれば、対抗する薬も作れるかもしれませんが……」

　サーフェがくすくす笑う。

「先生がそちらに積んでいるのは……？　苦く無ないさんの首に刺さっているものと同じ……東の書物ではないですか」

「マキモノね。ちょっと古い資料は全部これなんだ。『鬼変病』のことを調べたくて」

「しかし、医学書ではないように思いますが。こちらは御お伽とぎ話ばなし、古い伝承……あら、これは家系図……？　グレン先生の家の……？」

　サーフェが手に取ったのは家系図だった。

　一族の代々の系統が記されている。家を出る時、家族に半なかば無理やり持たされたものだ。まさか病気の治療で引っ張り出すとは思わなかったが。

「家系図など、どうして？」

「うん。『鬼変病』について書かれたものを調べていたんだけど……この病気は変な報告のされ方でね。たとえば一つの村では十年ほどの周期でぽつぽつと報告されるのに、隣の村では全然見られない。大体、一世代に一人って感じかな。子どもの頃はなんともないのに、スィウくらいの歳に角が生えだすらしい」

「では、伝染病ではないのですね」

「うん。そして魔族は、角が生える奇病は確認できなかった。これは人間特有の病気なんだね」

「特定の地域で周期的に発症するならば……遺伝性の病気？」

「うーん……どうなのかな」

　グレンは曖あい昧まいに頷く。

　親世代から子、孫に伝えられる病は確かに存在する。グレンが家系図を持ち出したのも、その可能性を調べたかったからだ。

　だが、グレンはまだ確証は持てずにいた。

「あら、ここ、名前が塗りつぶされて……？」

　家系図は、ところどころ名前が黒塗りにされ、読めない部分がある。サーフェもそれにすぐ気がついたようだった。

「ああ、誰かが『鬼変病』に罹った人を、いないことにしたかったんだね。僕の祖先がやったのか、他の、魔族を嫌う人間の仕し業わざかは知らないけど」

「東の魔族嫌いも、大たい概がいですね」

　サーフェは呆あきれて、ため息をつく。

　スィウのように角が生えただけで、今まで家族、友人、同僚だった者の名前を塗りつぶしたのだろうか。

　職を奪い、故郷からも追い出して？　お前はもはや同族ではない、鬼だ、鬼に変わったのだと告げて？

　グレンなど呆れを通り越し、怒りしか湧わいてこない。

　グレンにとっては、角が生えようが、翼が生えようが、尻しつ尾ぽが生えようが、スィウが妹であることに変わりはない。長兄ソーエンも、両親もきっと同じだろう。

「御伽話や伝承を見ると、西のオーガ族と、東の鬼族は違う種族だったようなんだけど、鬼族はもう残ってない。絶滅したか、あるいは東の地を追われてオーガ族の血族と一緒になったんじゃないかって説もあるけど、はっきりしないね」

「……今は、人間領固有の魔族種はいませんものね」

　人間領における鬼は、今では『鬼変病』で姿を変えた人間だけだ。

「そうだね。御伽話によれば、鬼族は子供でも異様な力を発はつ揮きし、酒を飲み、時には人を食らうこともあった。西側のオーガ族やミノタウロス族の伝承とよく似ている。生物学的には、オーガの近縁種だったんじゃないかな」

「人間や他の種族が、オーガになったなんて話は聞きませんね」

「そこが違うんだよねえ……『鬼変病』で鬼に変わるのは人間だけ。中には、嫉しつ妬とにかられた女性が、惚ほれた男を呪のろい殺すために、ヘビや鬼になったなんて故こ事じもある。こういうのは東だけの話みたいなんだよねぇ」

「あら、嫉妬でヘビに？　……ふふふ」

　サーフェは意味深に笑う。

　嫉妬心がヘビに変わることは、東ではよく知られた伝承だ。嫉妬深い傾向があると言われるラミア族と暮らしていると、あながち無根拠な話ではないと思う。

「ともかく、僕なりに『鬼変病』の仮説を立ててみたんだけど、それは――」

　からんと、ベルが鳴る。

　診療所に患者が来たようだ。

　サーフェが慌あわてて、その応対に立った。グレンの短い昼休みも終わりだ。

　いったん、奇病について考えるのは止やめて、グレンも立ち上がる。

　取り組むべきは『眠り病』や『鬼変病』だけではない。グレンが対処すべき患者は、この街に大勢いるのであった。




　盛夏の夜は、実に賑やかだ。

　飲み屋『大烏い賊かの寝ね床どこ亭』においても、日々の労働の疲れを酒で癒いやす客で溢あふれている。クラーケン族の女将おかみは忙しく働きつつ、胸を触ろうとする不ふ埒らちな酔っ払いを触しよく手しゆで殴りつけていた。いつもの光景ではある。

　その日。

　サーフェンティットは、行きつけである寝床亭でグラスを傾けていた。忙しい日々が続くリトバイト診療所で働く彼女にとっても酒を飲む時間は大切な癒いやしだ。

　今夜、共に酒を楽しむのは、ティサリアでもアラーニャでもなかった。

「よく食べるわね。スィウ」

「この竜団だん子ご、美お味いしいで御座るな！　んもんもんも！」

「少しは飲んだら？」

「酒の味、まだわからぬで御座る……」

　隣に座ったスィウのグラスには、青く透き通るリキュール。宝石のような色合いの酒は東では見られないものだ。クラーケンの女将は最近、大陸中の珍しい酒を集めているらしい。

　貿易拡大によって、東のギンジョウという酒も種類が増えるのだろうか。ワイン派のサーフェだが、いつか飲んでみようと思っている。

「女将！　おかわり！」

「貴女あなた、それで何個目？」

「知らーんで御座る！」

　スィウにとっては、つまみのほうがメインであるらしい。

　グレンは未だに、診療所で病のことを調べていた。独自の仮説も立てているようだが、サーフェはまだそれを聞いていない。必要があればグレンのほうから教えてくれるだろう。

　サーフェは今日、警邏隊の仕事を終えたスィウを誘って、『大烏賊の寝床亭』までやってきた。酒豪のサーフェにとって、誰かの話を聞きたい時はいつもここだ。

「久しぶりですね」

「まったくで御座るな！　姉者も元気そうで！」

「貴女の、その喋しやべり方、相変わらずなのね。私を姉者と呼ぶのも」

「むうう。草そう紙しを読んだり、父に連れられ、講談を聞くことが多かったゆえ……昔はニンジャにも憧あこがれていたで御座る！　変な口調なのは自覚してるで御座るが……なかなか直りませぬ」

「ユニークだし、直さなくていいと思いますよ」

　物語を読んだり、舞台に行ったりするのはいかにも良家の子女らしい。

　もっとも教養を身につけさせようとしたスィウの親の思おも惑わくとは裏うら腹はらに、スィウは実戦も嗜たしなむ武闘派に育ってしまったようだが。

「鬼変病にかかったと聞いた時は、驚いたけれど……意外と元気そうで良かったわ」

「元気で御座るよ！　食欲もあるし、身体も動くで御座る！　食べた分だけ動けるで御座るよ！」

　スィウは満面の笑み。

　病に罹ったスィウだが、それを思い悩む素振りはない。リンド・ヴルムで生活している彼女は生き生きとしているように見える。

　――サーフェが、酒の席にスィウを誘ったのは、それが理由だ。

『鬼変病』のことを苦にして、実家を自みずから出てきたというスィウ。リンド・ヴルムで警邏隊の一員として生活するスィウ。その二つがうまく繫つながらないのだ。

　酒を片手に話せば、なにかわかるかと思った。

「あ、でも、やっぱりたまに熱が出るで御座るな。んむんぐ」

「先生がきっと原因を突き止めてくれますよ。そういえば、私もリトバイトの屋敷にいる頃、熱を出しましたね」

「兄者が子供のくせに大慌てしていたで御座るな！」

　かつて、サーフェはリトバイト家が取った人質だった。

　だが、サーフェは人質生活も楽しかった。初めて見る人間と一緒に過ごし、妹のようなスィウと遊び、そして初めて恋をした場所でもあった。

　大人たちの思惑は別として、サーフェの大切な思い出なのだ。

「……子供のころとはちょっと変わりましたね、スィウ。体力自慢は昔からだったけれど、まさか警邏隊に入るほど正義感があるなんて」

「自分でも吃驚びつくりで御座るよ！　警邏隊にはオーガ族やミノタウロス族が多いから、角が生えていても誰も気にせぬで御座る！　スィウは……兄上らに似ずに育ちましたゆえ」

　スィウが、青いカクテルを一口飲んだ。

　どこか遠い目をしているのは、故郷のことを思い出しているのか。

「ソーエン兄は商売と政治にかかりきり。グレン兄は家族の反対を押し切って、強引に魔族のアカデミーに入学して医者になったで御座る。自分は……たまたま刀の道が性しように合ってたようで御座った」

　スィウは照てれくさそうに、頰ほおを搔かいた。

「医者である兄者とは違えど、結局はスィウも、人の役に立つ仕事が好きなようで御座る」

「警邏隊の新人がよく働くって、常連さんが褒ほめてたわ」

「アルルーナ様はよく食べ物をくださるで御座る。花街の隊長も立りつ派ぱなお方で御座るし、スィウは幸せ者に御座る」

　不思議だ。

　傍はたから見れば確かにスィウは恵まれている。病のせいで見知らぬ街に来たとは思えないほどに。余よ所そ者ものを受け入れるリンド・ヴルムの風土もあるのだろうが。

　幸せだと。

　スィウは自分に言い聞かせているようだった。

「前向きですね。スィウ……やっぱりお兄さんと似ています」

「とんでもない。スィウはまだまだ未熟者。病で鬼に変わったというのに、それを受け入れることもできず、人間であることに未練があるので御座る」

「未練？」

　不思議な言葉遣づかいだ。

　まるでスィウは、もう病が治ることはないと諦あきらめているようだ。いや、実際、完治した例はないらしいが――。

「病気なのだから、健康な時のほうがいいと思うのが普通でしょう？」

「『鬼変病』は治りませぬ。東でも散さん々ざん言われて御座る。お前は鬼だ。鬼として生きていくしかないのだと。そうである以上、東を離れ、リンド・ヴルムまで罷まかり越しました。ゆえに魔族に似たこの体を受け入れなくてはならないはずなのに……」

　スィウが、グラスの中身を一気に飲み干した。

　やっと心情を吐と露ろした――というより、別に隠していたわけでもないのだろう。ただアルコールのせいで、これまで話す機会がなかった言葉が堰せきを切ったのだ。

「貴女はまだ人間でしょう、病気になっただけで」

「病が治らぬならば、鬼に変じたこととなんら違いませぬ。人間に戻りたいなどと、むしろ魔族の皆様に失礼では御座らぬか」

　角。

　頭部から伸びているが、皮ひ膚ふを突き破ってはいない。もし自分に角が生えたらどうなるだろうか、とサーフェは考える。ドラゴンの亜あ種しゆにでもなるだろうか。

　そんなわけはない。

「だからスィウは、精せい一いつ杯ぱい、前向きでありたいので御座る。幸い、リンド・ヴルムではやらねばならぬことも多いゆえ、余計なことも考えず……姉者？」

「…………ふっ、ふふ」

　サーフェは口に含んだワインを吹き出しそうになるのを、必死でこらえた。

「あ、姉者！　笑わないでほしいで御座る！　スィウは真剣に」

「真剣に、魔族のことを考えているんですね。ふふ、角が生えて落ち込んでいたら、オーガや他の魔族に申し訳ないからって？　人間に戻りたいと言っていたら、魔族を嫌っているように見えるだろうからって？　ああ、可お笑かしい」

「うっ、うう……！」

　スィウの顔が真っ赤になる。

「笑うなんて酷ひどいで御座る！　す、スィウはスィウなりに、皆様のことを考えて……！」

「そうね。優しい子。東で生まれ育ったと思えないくらい、魔族差別の因いん習しゆうに縛しばられていないんですね」

　まだくすくす笑っているものの、サーフェは感心していた。

　スィウの優しさと、魔族を差別しない感性は、子どもの時にサーフェと過ごしたことと無関係ではないだろう。彼女が『鬼変病』に罹って真っ先にリンド・ヴルムに来たのも、人と魔族が共に過ごす街だからだろうか。

「でもね、勘かん違ちがいしていますね」

「……？」

「魔族なんて種族はいないのよ。ラミアでもケンタウロスでもアラクネでも、山ほど種族がいるの。都合がいいからみんな使ってる言葉だけど、一人一人が別の種族なのよ」

　この寝床亭で、たまにグラスを傾ける女友達らを思う。

　魔族と人間という構図で捉とらえがちであるが、魔族同士とて別に必ずしも仲が良いわけではない。ハーピー族は本能的にサイクロプス族が苦手だし、小柄な獣じゆう人じん種はラミア族を恐れる傾向がある。

　リンド・ヴルムにおいても、魔族同士の些さ細さいな喧けん嘩かは絶えない。

「でも、魔族はそうやって生きてきたから。小さな種族同士が寄り集まってやっと、大きな群れである東の人間たちと対等になれた。別に魔族だって、差別しないわけでも、誰かを嫌わないわけでもないのよ」

「…………」

「例たとえば私だって、明日から四本足のケンタウロスになれと言われたら、きっと混乱してしまいます。蹄ひづめでの歩き方なんてわからないし、そもそも足なんて使ったことがない。私はラミア族に生まれて良かったと思っていますからね」

　もちろん、万ばん人にんがそうだというわけではない。

　自分の種族に誇りを持つ者。とくに感かん慨がいを持たず飄ひよう々ひようとしているもの。自分の肉体がコンプレックスとなっているもの。魔族の中でも、自分の出自に対する思いは様々だろう。

　つまりそういうことなのだ。

　どの種族であっても、一人一人が違うのだ。

「魔族だ、人間だと、一括りにしても楽しくないでしょう」

「う、うう～？」

「角が生えても、なにがあっても、貴女は貴女。ある日突然、生まれが変わったわけではないのよ。スィウはスィウのままなのだから」

「う～……」

　スィウが頭を抱えて唸うなる。

　人間だ魔族だと隔へだてて考えず、自分は自分として。他人は他人として。ありのままに受け止めればいい――と、口でいうのは簡単だが。

　それを実じつ践せんするのは、サーフェにとっても難しいことだ。

「わからぬで御座る！」

　スィウはそう言って、グラスをあおった。

「まだ若いのだから、少しずつ学んでいけばいいのよ」

「勉強苦手で御座るぅぅー」

　酔っているのか、テーブルに肘ひじをついて、角の先端を弄いじり出すスィウだった。

「姉者ぁ。もっと楽しい話をしようで御座るー」

「あら、私には十分楽しいのですけど……それなら、別の話をしましょうか？」

「お、なんで御座るか？」

　姉と慕したうサーフェの話を聞けるのが嬉うれしいのだろう。

　サーフェは白ワインを一口飲んでから、核心に触れた。

「どうしてこの街に来たの、スィウ？」

「むむ？　それは前にも言ったとおり、東で元老警けい固ご役の任を解かれたゆえ……」

「ごめんなさい、質問を変えましょうか。どうしてこの街に来たことを、グレン先生や私に黙っていたのかしら？」

「むっ」

　スィウの反応は実にわかりやすい。

　サーフェの問いかけに、目を逸そらす。思考構造が単純なスィウのことは、サーフェには手に取るようにわかる。

「噓うそは良くないですね」

「う、噓などついてない、で御座る……よ？」

　表情を隠そうと痙けい攣れんする唇くちびる。合わせない視線。

　商家の娘がこんなにわかりやすくてどうするのだ、とサーフェは呆れてしまうが――だからこそスィウは刀の道を選んだのだろう。

　そういえばサーフェの友人にも、商人の娘でありながら闘士になった人じん馬ばがいた。彼女も率そつ直ちよくで考えがわかりやすいが、その正々堂々ぶりを誇っていた。

　スィウはまだまだだ。

「どうしても教えてくれないの？　私を姉と呼んでくれるのに」

「そ、それとこれとは別で御座る！　というかそこまで言うならば、姉者は兄者とさっさと結婚すればいいのでは！」

「可能なら、とっくにしています」

　サーフェがわずかに声を荒らげた。

　かちんと来たのは、スィウにではない――一向に進展しない自分とグレンの関係に、である。というか、グレンがクトゥリフの認可の元で診療所を開いている以上、関係を進展させるとクトゥリフの怒りを買うのだが。

（最近は、先生も態度を軟なん化かさせている気もしますが……）

　弟で子しの成長を喜ぶ彼女は、最近のグレンの働きぶりに感心している――気がするが、だからといって不用意な行動はとれない。

　せめてグレンがもっと医者として立派になってくれねば、恋愛だ結婚だと話を進めることができない。

「…………とか言っていると、人馬姫や、盗ぬすつ人と蜘く蛛も女おんなにとられかねないし……ルララさんも若いのに抜け目ないし、モーリーさんは全然遠慮とかしないし、スカディ様はもう完かんッッ璧ぺきに自由だし……私は、子どもの頃から想い続けている私は一体どうしたら」

「あ、あの、姉者？　ぶつぶつ言われると怖いで御座るよ？」

「ああ――もう！　女将さん！　ワインを三本追加で！」

「えええええッ!?」

　あいよ、と女将は威い勢せいよく応じ。

　ほどなく、イカの触手でもって三本のワインが卓に載せられた。スィウは目を丸くしているがサーフェは本気であった。

「あ、姉者！　さすがに飲みすぎ……」

「なにを言っているの。貴女も飲むんですよ。飲み比べよ！」

「はっ？」

　サーフェと同じグラスが、スィウの前にも置かれた。

　まさか自分が巻きこまれるとは思わなかったのだろう。スィウが呆ぼう然ぜんとしているうちに、グラスには白ワインが注がれていく。

「姉者！　ほどほどに」

「『眠り病』の調査で、私も疲れています。人生の先輩としてスィウ、貴女とお話をしたかったのだけど――やめにします。今夜はとことん羽は目めを外すことにしました」

「ぬうう、いつの間にやら人の話を聞かぬ姉者に！」

　人の話を聞かない点にかけてはスィウもなかなかのものだが。

「スィウは飲み比べなど経験御座いませぬ」

「交互に飲んでいくだけよ。私が勝ったら、貴女の隠している秘密を洗いざらい話してもらいましょうか。一応言っておきますが、負けても黙ってればいいや、などと思わないことです。私は自白剤も作れますからね？」

「う、くっ……スィウが勝ったら!?」

「もう聞きませんから、このリンド・ヴルムでお好きに過ごしなさい」

　スィウはグラスを手に取り、口につけた。

　まだ、酒の味を美う味まいとは思えないのかもしれない。ワインを口に含んだ彼女は眉まゆをひそめ、舌したを出してしまう。けれどグラスはあっさり空からにしてみせた。

　勝負に乗ったということだ。

「では」

　サーフェも一口あおる。

　飲み慣れた味だ。常連であるサーフェは、寝床亭で取り扱っている全すべてのワインを飲んだことがある。女将にも味の好みが把は握あくされており、並べられた三本は全てサーフェの愛酒。つまり寝床亭で勝負する時点で、すでにサーフェの有利が決まっているのだ。

　それを証明するように――注文もしていないのに、つまみのクラッカーとオイル煮、ポーチドエッグが卓に載せられた。クラーケンの女将からの激げき励れいだろう。いいぞもっとやれ、店を盛り上げろ、ただし迷惑はかけるな、というメッセージだ。

「いいことを教えてあげましょうか、スィウ」

　サーフェはふふと笑って、二人のグラスにワインを注ぐ。

「な、なんで御座るか？」

「私、酔い潰つぶれたことがないんですよ」

　ほろ酔い加減。

　いつもの冷静さはどこへやら、グラスを片手に意味深な笑みで、勝利を予告してみせるサーフェなのだった。




「な、なにがあったの……？」

「見ての通りで御座る！」

「見てわからないから聞いてるんだよ！」

　グレンは深夜にもかかわらず、つい声を荒らげてしまった。

　サーフェとスィウ。二人が『大烏賊の寝床亭』で飲んでいるのは知っていた。だが、その日の診療を終えて、夜が更ふけても二人は帰ってこなかった。

　道具や書類を整理してから、妖精らに一日の報ほう酬しゆうを与える時間になっても帰ってこない。迎えに行くべきかとグレンが気を揉もんでいたところ、ようやく戸を叩く音がしたのだが――。

「姉者が潰れたで御座る！　どうにか運んできたで御座るが……！」

「運んできたって」

　ラミアの下半身は、相当な長さだ。もちろん体重もそれに応じたもの。

　力自慢の種族ならともかく、とても人間に運べるような重さではないはずだが――スィウは背中にサーフェの上半身を乗せて、長い下半身を体に巻きつける形でサーフェをおぶってきたらしい。傍から見ても、重心が偏かたよっていて危なっかしい。

「とりあえず二階……までは運べないか。診療所のベッドに寝かせて。魔族用の大きなベッドがあるから」

「あいわかった！　ぬううう！」

　スィウも汗あせだくだ。

　いかに『大烏賊の寝床亭』が近いとはいえ、夏の盛りに、ラミアを担かついで歩くのは相当な重労働だろう。ましてスィウ自身も酒を飲んでいるようで、顔が真っ赤だ。

　グレンも手伝い、サーフェの長い身体をどうにかベッドに寝かせる。サーフェは「うぅん……」と息を吐きながら、自分でとぐろを巻いて長い体を縮ちぢめた。

「あいすまぬ兄者。互いに引けぬ飲み比べをしておりまして……」

「飲み比べって……」

　グレンの知る限り、サーフェは泥でい酔すいしたことなどない。

　適量をよくわかっているのもあるだろうが、結局は酒に強いのだろう。そんなサーフェがこの状態である。

「どのくらい飲んだの？」

「んん……？　十本は空あけたで御座るかな」

「限度を知らないのか……」

　サーフェが相当量飲んだのは間違いないとして、飲み比べであるならスィウもほぼ同じ量を飲んだはずだ。だが、スィウは顔が赤いものの、泥酔しているとは思えない。

　文ぶん献けんによれば、『鬼変病』の患者は体質が変わり、酒に異様に強くなるという。御伽話などにも、鬼が酒を好む描写がたびたび見られる。

　決して妹と酒を飲まないようにしよう、とグレンは固く心に決めた。

　スィウは肩で息をしており、着ていた服も汗で濡れてしまっている。額の角は先端が赤く染まっており、また湯気のようなものがほのかに漂っている。

　このままではアルルーナの触手に捕らえられた時と同じく、熱で倒れてしまうかもしれない。

「スィウも疲れましたので、これにて失礼を」

「待ってスィウ。汗だくだし、水路で流してきなさい。ちょっと話もあるから」

「は、話で御座るか？　しかしスィウも熱でふらふらしておりまして……この状態で水浴びなどすれば悪化するやも」

「いいや、逆だよ」

　グレンはただ待っていただけではなかった。

　東に伝わる『鬼変病』の逸いつ話わ。

　さらにリトバイトの家系図も調べ、自分の仮説の裏付けをとっていたのだ。

「多分僕の考え通りなら、水で冷やしたほうがいい。その発熱は、病気の熱とは違うから」

「うう……兄者。今難しい話できぬで御座るぅ」

「いいから、行こう」

　リトバイト診療所のすぐ前には、水路が流れている。水すい棲せい魔族のための道であるが、水浴びするくらいは構わない。グレンは桶おけと清潔な布を用意して、スィウと共に水路へ降りた。

「とりあえず頭を冷やそう。水でね」

「……？　なんだかわかりませぬが、兄者が言うのならば」

　スィウは申し訳程度に身に着けていた肩かた鎧よろいや小手を外し、ジュバン姿になる。そのまま桶を使って水路の水を頭から一気に被かぶった。

「ふぅぅぅ[image: ][image: ][image: ][image: ]！」

　豪快な水浴びである。

　身に着けている、東の薄手の下着――ジュバンが肌に貼はりつき、スィウの健康的な肌の色が透けて見えてしまう。

　身内であっても、スィウの鍛きたえて引き締まった肉体にはついつい目が引き寄せられた。なるべく凝ぎよう視ししないように注意しながら、グレンは桶に水を汲くみ、布を浸ひたす。

「……スィウ。体を動かすと、発熱するね？」

「う？　うむ、そうで御座るな。鬼になってから筋肉は増えたようで御座るが――全力で動くと熱が出るで御座る。今日もまたこのように。そういう時は大たい抵てい、布ふ団とんにこもって寝ていろと言われて……」

「それがむしろ良くないね」

　布を絞しぼり、スィウの額に当てる。

「ふわぁぁぁぁ[image: ][image: ][image: ][image: ]！」

　スィウが気持ちよさそうな声をあげた。

　グレンは考える。鬼としての筋肉量。運動量。そして皮を被った角。突然の発熱。全て『鬼変病』に起因するものだ。

　――いや。

「病ではないんだ、スィウ」

「う？」

「君の発熱は、風邪や疫えき病びように罹ったために出た熱じゃない。鬼の体で、異常なほどの運動性を発揮することによって体に熱が溜たまっているんだ。全力で走れば誰でも体が火ほ照てるだろう？　君の熱も、同じ理屈だ」

　額に当てた布を外す。わずかに湯気が出ている。

　鬼になったスィウの運動能力は相当なものだ。それは先ほど、ラミアを一人で背負って歩いてきたことからもわかる。

　人間には不可能な芸当を、人間の体たい軀くで可能にする――過か剰じような運動の代だい償しようとして、身体には大量の熱が溜まることになる。

「体の熱を逃がしきれなくて、熱中症一歩手前になってしまう。それが、君が発熱で倒れてしまう理由だね。休んでいても徐じよ々じよに冷却されるだろうけど、やっぱり水や氷で冷やしたほうが効率がいいだろう」

　リンド・ヴルムの水路は夏であっても、十分な冷たさを保っている。

　スィウの発する熱は膨ぼう大だいなものだ。浴びた水がじわじわ水蒸気に変わって蒸発しているのがその証あかし。角の先端もほのかに赤らんでいるようだった。人間が触れば火傷やけども有り得るかもしれない。

「角もよく冷やしたほうがいい」

「ふやぁッ！」

　グレンは濡らした布で角に触れた。

「あ、兄者ぁ……角は、角は敏感でぇ……」

「やっぱり」

　スィウはわずかに身み悶もだえる。腰が抜けるのか、膝ひざをついて四つん這ばいになってしまった。

「角が敏感っていうことは、その角の中には神経と血管が通っている証拠だ」

「ふゃ……!?」

「たとえば、成長途中のシカの角は袋ふろく角づのと呼ばれて感覚があるし、ウシの角は成長しきっても内部に神経と血管が通っているね」

　スィウの角も同様だった。

　グレンが触れると、角から熱が伝わってくる。冷却するため、濡れた布で何度も角をさするグレン。

「ひゃふっ……ふひぃ……！　つ、冷たひっ……」

「鬼になって、スィウの身体は強くなった代わりに、熱を溜めてしまうようになった。そう考えると、角が生えてきた理由もわかるんだ」

「んんっ!?　ど、どういうことぉ……!?」

「寒い日は、耳とか鼻から冷たくなっていくだろう？　身体の突起物は熱を逃がしやすい構造になっている。つまりスィウ――というか『鬼変病』の人たちは、角に血管を通して、そこから熱を逃がすんだよ。つまり鬼の角は、冷却器官なんだ」

　額に角が生えるのは、熱に弱い脳を守るためだろうか。

　火竜――スカディの頭にも、角があることを思いだす。火を吐くドラゴンなども、角で冷却し、脳を守っているとすれば辻つじ褄つまが合う。

「ふや……ひゃ、はっ……！　あ、兄者、角はもういいで御座るよう」

「ダメだよ。ちゃんと冷やさないと。どうも鬼は熱に弱いみたいだからね。発熱しないよう気をつけてよ」

「ひっ、ひゃふ……！　し、しかし兄者、それでは警邏隊のお勤めが！」

「勤めより体が大事」

「ぅぅぅ……」

　スィウは力なく嘆なげく。

「とりあえず、身体を冷やそうか。次は足の付け根かな」

「えっ」

「ほら、横になって」

「い、いや、兄者、そのようなところは」

　グレンが、スィウを横たえた。頭には布を丸めて枕の代わりとする。スィウは恥はずかしいのかわずかに抵抗したが、結局は横になって足を開いた。

　身体を冷却するのに効果的なのは、血管を冷やすことだ。

　スィウの角もそうだが、腋わきの下、首、足の付け根なども血管が通るので冷却効果が高い。グレンはスィウの穿はいている袴はかまの隙すき間まに手を入れた。

「ひゃわわぁ！」

「ちょっと我が慢まんしてね」

「あ、兄者ぁ……！　遠慮がな……ひぅぅぅっ！」

　スィウの体がびくりと震える。

　スィウの体はまだまだ熱い。水を頭から被る程度では、スィウの肉体を冷やすことはできないらしい。

　足の付け根、鼠そ蹊けい部ぶの近くに布を当てた。

「ひゃっ、ひぃぃぃ！」

「あ、ちょっと、スィウ、動かないで」

「ふひひいいい[image: ][image: ][image: ]」

　奇妙な声をあげる。

　腹を露あらわにして横になっていると、東だけで見られる動物――タヌキを彷ほう彿ふつとさせる。そんなことを口に出したら怒られるだろうから黙っているが。

「どう、気持ちいいかな」

「ひゃふふぅぅぅ[image: ][image: ][image: ]まだ冷た……いや、丁ちよう度どよくなってきたで御座るぅぅ[image: ][image: ][image: ]」

「じゃあ反対側も冷やそうか」

「えっ、あっ、ひゃひぃぃいぃっ！」

　冷たがりなのだろうか。

　スィウの反応は随ずい分ぶん大きい。ともあれ冷却効果は十分なようなので、グレンは続行することにした。

　鼠蹊部に布を当てたまま、また新しい布を水に浸す。

　仕上げは首だ。

「ふひゃわわぁぁぁあっ！」

「はいはい、動かないの」

「冷たひぃぃい！」

　首をすくませて、スィウは抵抗する。グレンはそれを押さえ、半ば強引にスィウの首を冷やしていく。

「ひゃっ！　はっ！　ふあわぁ！」

「ちょっと我慢なさい」

　どれだけ飲んだのか知らないが、スィウからはわずかに酒の香りが漂ってくる。先ほど水を浴びたのだから、多少は酔いが醒さめていればいいのだが。

「ひゃ……あっ、あう……あ、兄者ぁ。そろそろ冷えてきた、ような」

　グレンはスィウの額に手を当てた。

　熱くはない。普通の体温だ。

「うん。だいぶ良いね。もう少しだけここで休んでいこうか」

「あ、あいわかった……」

　スィウは水路脇わきで身を投げだす。腹がぺろりと丸出しになった。

　彼女の腹部は特に筋肉が目立つ。伝承によると、鬼は特に筋肉が発達する。この筋肉は、一見人間のそれと同じだが、異様なほどの膂りよ力りよくと瞬発力を発揮するようだ。

「ふぅぅぅぅ[image: ][image: ][image: ][image: ]！」

　スィウは、大きく息を吐く。

　身体を冷やされて調子が戻ったらしい。薄着のまま、大の字に寝るのは女の子としてはさすがに行儀が悪いが、夜風が気持ちいいのだろう。

「…………スィウ」

「ん？」

「ずっと考えていたんだ。『鬼変病』は、角を生やして、筋肉も増強させて、ここまで人間の形を変えてしまう。そんなことがあるのか、って」

　肉体の変化を伴ともなう病気は数多い――だが『鬼変病』によって変へん貌ぼうした姿はまるで、新たな一つの生物のようだ。発熱と、それを逃がす角の構造など、病気というより、全く未知の生物の、完成された身体機能という他ない。

「これは――本当に病気なのかって」

「？　病気でないとすれば、一体……？」

「うん。だから発想を逆にしてみた。スィウ。そのままでいいから聞いてほしい」

「ううぅ……なんで御座る？」

　寝そべったまま、目線だけ向けてスィウが聞く。

「僕も記録を調べてみたんだけど、どうやら『鬼変病』は特定の血族にだけ発症するんだ。多くは十二歳から十五歳の子供で、角がだんだん伸びてくる。熱を伴う。だからみんな病気だと思ったんだろうけど――これは、成長だ」

「……うー？」

「君は『鬼変病』にかかって、鬼になったんじゃない。東に昔からいる魔族、鬼族の血を引いて生まれたんだ」

「……！」

　目を見開くスィウ。

「今、鬼族、という魔族は存在しない。でも御伽話などには出てくることから、かつては東に存在したんだろう。人間に追われて絶滅したのか、あるいは他種族と交わってもはや一つの種族としての形を成さなくなってしまったのかは、わからないけど……」

　スィウは鬼の血を引いていたとすれば、辻褄が合う。

　肉体の成長に伴って、鬼の特徴が発現したのだ。そういう意味では、成長期になってフェニックスという自分の本来の血筋の特徴が現れたイリィとよく似ている。

　角を撫でながら告げると、スィウは目を見開いた。

　その大きな目から、雨あま粒つぶのごとく涙がぼろぼろと零こぼれてくる。

「あああぁぁ[image: ][image: ][image: ]！　うっ、うぇっ、ふえぇぇ[image: ][image: ][image: ][image: ]！」

「ちょ、スィウ!?　なんで泣くの！」

「ひっく！　うぇっ！　ああぁぁぁ[image: ][image: ][image: ]！　なんで、なんで泣くかって!?　泣くに決まって御座る！　だって、スィウは、スィウは、父上母上の子でなくて……？　あ、兄者も兄者ではなくて――――うあああぁぁぁ[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]！」

　子供のように泣き出すスィウに、グレンは狼狽うろたえる。

「ちょ、違う違う！　それは違うよ！　言っただろ、特定の血族に現れるって」

「ひっく！　うぇぇぇ！　だ、だから、スィウは、どこかの子で」

「違うってば。リトバイト家にも多くの『鬼変病』の患者がいた。母さんは嫁とついできたから、父さんの血筋だね。多分、もう何世代も前から、リトバイト家は鬼の血を引いていたんだ。兄も、僕も――知らずに魔族の血が混じってる」

「…………えっ！」

　確かめる術すべはない。あくまでも仮説だ。

　だが、論理的帰結だ。

　リトバイト家には、鬼の血が混じっていた。数代前から――いや、もっともっと以前から。

　もちろん『鬼変病』を発症したのはリトバイト家だけではない。人間領におけるかなりの家系が、鬼の血を宿している可能性がある。

　皮肉なものだ。

　人間至上主義を掲かかげたことさえある東国に、既すでに鬼族の血が混ざっていたのだ。

　特別鬼の血を濃く宿し、鬼の特徴を発現した者が『鬼変病』と呼ばれたに過ぎず――東でも魔族は形を変えて生き残っていた。

「顔もそれなりに似てるんだし、僕とスィウは間違いなく兄妹だよ」

「うう……兄者にも、角が生えるので御座る？」

「どうかな……可能性はゼロじゃないと思うけど、第二次成長期に角が生えるようだから、僕はもう無理だろうね。それでも、僕たちはやっぱり同じ種族だよ」

　詳しく調べてみれば、グレンの肉体にも鬼の血を引いている証があるのかもしれない、もしかすると、厳しい鍛たん錬れんをすれば鬼のような力が出せるのかもしれない。

　全て仮説であるが――しかし、魔族を排除する傾向にある人間領の常識をひっくり返すに十分な仮説だ。

　公表するべきか――。

　グレンは一瞬考えたが、すぐにそれを止やめた。これは人間領の政治にも関わることだ。医者として論文を書いたところで、握りつぶされるのがオチだろう。

　そういうことは、政治に好んで首を突っ込んでいる長兄に任せればいい。

「どうしてもその角が嫌なら、外科手術によって切除することはできる。けれど痕あとが残ってしまうし、僕はあまりオススメしないな。鬼の角も、すぐ発熱する体も、ひっくるめてスィウ自身だから。鬼の長所と短所を知って、上手に付き合っていけたら――」

「うわわああぁ[image: ][image: ][image: ]！　兄者ぁぁ！」

　スィウが水に濡れた体で抱き着いてきた。鬼の瞬発力にグレンは反応できず、スィウと一緒に倒れ込む。

　スィウはグレンの胸にその顔を擦こすりつけた。彼女の顔は浴びた水と、涙でぐしゃぐしゃである。

「兄者のばかぁー！　不安になるようなことをよくも！　スィウがよもや捨て子ではないかと思ったでは御座らぬかー！」

「うんうん、大丈夫。大丈夫だからね。だから濡れた体で抱きつくのはやめようね」

　グレンが思っていた以上に、スィウは発育していた。

　その上、薄着だわ遠慮なくしがみついてくるわでグレンの心臓が持たない。しかも、スィウの全力の抱きつきは背骨を折らんばかりなので、二重の意味でやめてほしい。

「ちゃんと君は、僕の妹だよ」

「……あいわかった。兄者」

　えへへ、と。

　抱きついたまま、幼おさな子ごの頃と変わらぬ表情で笑うスィウなのであった。




「今日まで世話になり申した！　これよりスィウは警邏隊の官舎で過ごしますゆえ、どうぞご心配なさらず！」

「うん、気をつけてね」

　相変わらずいちいち声が大きい。早朝なので少し声を抑えてほしい。

　リトバイト診療所から、スィウが出ていくことが決まった。別に法的にも倫りん理り的にも、スィウが兄の診療所で暮らすことになんら問題はないのだが――。

　本人いわく――早はよう兄離れをし、一人前になれるよう尽力するで御座る、とのこと。

「頑張ってね。なにかあったら遠慮なく言うんだよ。あと、父さんたちにもちゃんと手紙を書くこと。心配しているからね」

「そればかりは、何年も手紙を寄よ越こさなかった兄者にだけは言われたくないで御座るな！」

「う……」

　鋭い指し摘てきに、グレンは言い返せない。

　巨神ディオネや、師クトゥリフなどとは、手紙でやりとりすることもあるが――基本的には筆ふで不ぶ精しようのグレンであった。

　スィウは診療所を出て、ふと二階を見上げた。グレンもつられて顔を上げ、そこにいるはずのラミアのことを思う。

「あの、兄者……ええと、姉者は」

「うん。大丈夫だよ。ちゃんと僕が看みているからね」

「でも……」

　スィウは心配そうだ。無理もない。

　飲み比べをした日から――サーフェが目を醒ましていない。

「僕も迂う闊かつだったな。サーフェは酔いつぶれたものとばかり思って……まさか、『眠り病』に罹っていただなんて」

「あの状況ではやむを得ぬで御座る！　――ちゃんと目を醒ますで御座るか？」

「軽症の場合は、数日で目覚めることもある。ただ、最近の報告では目を醒ます例はほとんどなくなってきた。どんどん重症化しているね」

　グレンのもとには、『眠り病』の報告が続々と届いていた。

　これまではメメなど苦労しているものを除けば、特に深刻に考えていなかった『眠り病』だが――この数日で、一気に状況が悪化した。

　やはりこれは謎の奇病だ。

　このまま、永遠に目を醒まさないのではないか――今、そんな不安が街を襲っている。

「原因は……やはり」

「うん」

　診療所近くの水路を、話題の手乗りヒツジが群れを成して渡っていた。数十匹が寄り集まって、羊毛のイカダに変貌して水の上を移動している。

　あんなことができるのであれば、やはり手乗りヒツジは尋じん常じようの生物ではない。日に日に、ヒツジの数が増え、それに応じて『眠り病』の患者数、病状ともに悪化している。

「サーフェも『眠り病』の原因となる成分を調べていたんだろう。なにか手がかりがないか、僕の方でも探ってみるよ」

「う、うむ。姉者のこと、任せたで御座る。力仕事ならスィウに！」

　スィウが力強く請うけ負った。

　確かに、頼りになる薬くす師しが眠り続けている今、スィウになにか頼むこともあるだろう。警邏隊の新人はにかっと微笑ほほえんだ。

「はっ！　もう行かねば。『眠り病』のせいで警邏隊も人手が足りませぬゆえ。兄者、それではさらば！」

　旅の武芸者のような仰ぎよう々ぎようしい物言いで、スィウは去っていく。

　鬼ではなく人だった――いや、鬼でも人でもあったスィウ。

　幼いようでいて、グレンの知らないところで成長を見せているのだろう。警邏隊でも隊長に一いち目もく置かれているようだったし、すぐにグレンなどより街の有名人になってしまうかもしれない。

「さて――」

　サーフェはまだ眠っているが。

　グレンは診療所の札を『診療中』に替えて、一日の業務を始める。

　大丈夫。妖精たちもいるから、一人ではない。

「僕は、僕のやるべきことを」

　顔をばしん、と強めに叩く。

　一つの奇病『鬼変病』の問題は解決したが、『眠り病』は更なる脅きよう威いでもって、街を呑のみこもうとしている。

　サーフェは眠り、クトゥリフもいない今、自分がやるしかない。

　成長した妹に負けぬよう――兄もまた、尽力しなければならないのだった。














　症例３　喪糸症のアラクネ









『眠り病』。

　今、街に蔓まん延えんしているその病やまいは、実に不可解だ。

　初めは大したことのない病だと思われていたが――日に日に患者が増えている。サーフェは一向に目を醒さます気配がない。

　こんこんと眠り続ける一方で、腹が減れば食事へ、もよおせば厠かわやへ、自発的に動くというのも奇妙な話だ。

　リンド・ヴルムでは、手乗りヒツジの数も増えている。

　グレンは『眠り病』の患者を何人も診察しながら、解決の手立てを探り続けていた。診療所の常連も、『眠り病』にかかって動くことができない。それで、できる限りあちこちに往診に出かけているグレンだった。

『眠り病』でどこか静かになった街を、グレンは今日も走る。

　その日、往診の予定があったのは――。

「お医者様……」「お嬢様の容体は」

「うん、身体からだに異常はないですね」

　スキュテイアー家の屋敷――ティサリアのために、グレンは来診していた。

　天てん蓋がい付きの豪ごう華かなベッドには、部屋の主あるじが身体を横たえている。グレンが見る限り眠りは浅い。彼女は夢と現うつつの境目にいるのかもしれない。

　部屋には、いつもティサリアに付き従うケイとローナ。心配そうな表情は、いつか見たものだった。ティサリアの両親とも先ほど顔を合わせたが、大事な一人娘が一週間も目覚めないということで、特に母親の表情が暗かったのが印象に残っている。

　グレンの診断では、やはりティサリアも『眠り病』に罹かかっている。

　診察中に何度も。

「お医者様ぁぁ……ダメですわぁ……」

「んふふ……お医者様ったらぁ……いくら新婚旅行だからってぇぇ」

「二人っきりで……温泉……なんて……ぇ」

　などと声があがる。

　ただでさえ薄手の寝ね間ま着き姿なのに、ベッドの上で何度も寝返りを打つものだから、ティサリアの豊満な胸部が弾はずむのもよく見えてしまう。

「お嬢様、おいたわしや……」「夢の内容はお察しの通り、お医者様との結婚生活です」

　ハンカチで涙を拭ぬぐうケイと、何な故ぜか寝言の記録をとっているローナ。

「お嬢様は、眠り始めてからおおよそ一週間で、お見合い、両親への紹介、大々的な結婚式などを経て、グレン先生にスキュテイアー家の家か督とくを譲ゆずりました。現在は魔族領南部のリゾート地におけるハネムーンの夢を見てらっしゃいます」

「は、はは……」

　グレンにはなんとも答えようがないが――それほど想われているというのは、やはり嬉うれしいことではある。

　夢。人も魔族も夢を見る。

　睡眠には二種類あり、夢を見るのは浅い眠りの時。逆に夢遊病などは深い眠りの際に発生する。

「んん……」

　などと思っていると、ティサリアがむくりと起き上がった。目は半目で、ぼけっとした表情。周囲を見回し、ベッドの脇わきに置いてある水差しを手に取った。

「これは」「もしや」

「いえ――違います」

　慌あわてる女じよ従じゆうたちを、グレンは手で制した。ティサリアはカップに注いだ水をごくりと飲むと、そのままふらふらとベッドに戻ってしまった。またすぐに夢を見始めたらしく、抱き枕をぎゅうううっと強めに抱きしめている。

　グレンはふむ、と頷うなずいた。

「食事まで自分でとるのですね……」

「その通りです」「お医者様、これはやはり夢遊病の類たぐいなのですか？」

　ローナの問いかけに、グレンは首を振った。

「夢遊病は、深い眠りに入っている時に発現する病気です。夢も見ませんし、その間の行動を本人は覚えていません。浅い眠りと深い眠りが、このように短時間で切り替わることはないと思います」

「では」「この症状は……」

「すみません。それは調べている最中でして」

　グレンはそう言うしかない。

　ティサリアも、寝顔だけ見ればのんびりとしたものだが――彼女には闘士としての仕事がある。ほぼ毎日行われる試合に出れないのは、彼女の収入や名声に関かかわることだ。

　一刻も早く、普段の生活を取り戻さねばならない。

「お医者様、あまりご無理をなさらないでください」

「え？」

　いつの間にかローナがグレンの隣に寄り添い、白衣になにか差し入れた。

　ほのかに花の香りがする――ポプリだろうか。

「サーフェさんも眠られたままだと伺うかがっております。クトゥリフ様も遠征中で街にいらっしゃらぬとはいえ、グレン先生が全すべてなにもかもを背負う必要はありません」

「ですが……お二人とも、ティサリアさんを心配して」

　グレンが言うと、今度はケイが肩を叩たたいてくる。

「なに、お嬢様ならば平気でしょう。眠ったくらいで死ぬほど柔やわな鍛きたえ方はしておりませぬゆえ」「私たちにしてみれば、未来の主様であるお医者様のことも心配です。どうかご無理なさらぬように」

「き、気をつけます」

　確かに、今のグレンは孤独だ。

　いつもなら無意識に頼ってしまう、サーフェもクトゥリフもいない。そんな中で、ケイとローナの励はげましは、グレンの心に染しみた。

「僕から言えるのは――『眠り病』の患者が絶対安全とは思えない、ということです。寝ながらふらふらとどこかに行ってしまうこともあるかもしれません。常つねに誰か見ているように、お願いします」

「それはもちろん」「私たちは常にお嬢様と一緒ですので」

　耳元でささやく二人の女従は、油断ができない。

　このままだと、またいつかのように挟はさまれて誘惑されてしまうかもしれない。グレンはポプリだけありがたく頂ちよう戴だいし、ティサリアの部屋を後にする。

「んふふうぅ……お医者様ぁ……もっと近くにいらして……」

　夢現うつつとはいえ。

　ティサリアの、まっすぐな想いを聞いたような気がして、どうにも照てれくさいグレンなのであった。




　恥はずかしながら。

　グレンは家事がまるでできない。

　できないというよりは、する必要がなかった。掃除は妖精たちがこまめにやってくれるし、炊すい事じはサーフェに任せきりだった。

　衛えい生せい面の管理という側面もあり、医療に使う道具の洗浄などは自分でやっていたが、私服の洗濯などはほったらかしのことが多く、サーフェから小言を言われるのもしょっちゅうだった。

　一人での生活能力など、皆かい無むなのである。

　では。

　サーフェが眠ってしまってから、彼女の担当だった食事はどうしているかといえば、

「あの……」

「うん？」

　食卓で対面に座るアラーニャが、じーっとグレンを眺ながめてくる。

「すみません、あまりじっと見られてると食べづらくて」

「あら、これは失礼。でもセンセが食べてくれるのが嬉しうて、つい、な？」

「い、いえ、こちらこそ、わざわざ作ってくれたのに……すみません」

　アラーニャはいつもの服の上に、サーフェから借りたエプロンを身に着けていた。グレンの今日の夕食は、全てアラーニャのお手製である。

　出だ汁しに味み噌そを合わせたスープ。東でしか取れない白米に、焼いた川魚。付け合わせには山菜の漬つけ物もの。東では珍めずらしくない献こん立だてであるが、食文化が西側寄りのリンド・ヴルムでこの料理を作れるものは多くはないだろう。

　欲を言えばナットウも食べたいが、アラーニャはあの匂においを気にしそうだと思った。

「アラーニャさん、東の料理がお得意だったんですね」

「左さ様よう。デザイナー修行で人間領を行あん脚ぎやしとる時に好きになったんどす。人間領との貿易で、東の食材もお安くなって、嬉しいわぁ」

　言いながら、アラーニャも東の酒ギンジョウを少し飲んでいる。

　そもそものきっかけは――サーフェが『眠り病』に倒れたことを知ったアラーニャが、見舞いに来てくれたことだ。グレンはその際、サーフェがいないので日々の食事に困っていることを話したのだ。

　――先生、自炊しはりませんの？　なら妾わらわが腕を振るいますえ。

　そんな風に自信満々な様子で、四本の腕で料理してみせたのだった。

「とても美お味いしいです、アラーニャさん」

「でしょう？　東国風の味付けは任せておくれやす」

　故郷を離れると、故郷の味が懐なつかしくなるというが。

　グレンにとってアラーニャの作ってくれたものはまさに故郷の味だった。スィウの一件もあり、グレンは故郷を思う機会が増えた。

　時間があれば久方ぶりに帰ってもいいかもしれないが――今は無理だ。リンド・ヴルムに『眠り病』が蔓延している、この状況では。

「でも、妾みたいのが押しかけてご迷惑やなかったやろか。診療所も忙しいやろし」

「とんでもない。むしろ助かっています」

　あまりに忙しいと食事を抜くことも珍しくないグレンである。そんな無理を続けて、一度は倒れたこともある。炊すい事じを担になってくれるアラーニャの存在はありがたい。

「どこも人手不足という話ですが、『荒あら絹ぎぬ縫ほう製せい』はどうですか？」

「へぇ。ウチは真っ先に支社長が寝込みはりましてなぁ。新しい注文はとっておりまへんで、なんとか起きてる子たちで回しとります。それでも注文を受けた分だけはなんとしても作らへんとあかんのやけど……納品が間に合うかはさっぱり読めまへんのや」

「やはり無理があるのですか？」

「ちゃうちゃう。街の中はええんやけど、街の外へは『スキュテイアー運送』に運んでもらわないとあきまへんやろ？　あっちも人手不足らしくてな、期日までに届けられないかも、と言われとりますえ――」

　はあ、とアラーニャはこれ見よがしにため息をつく。

　昼間には、そのスキュテイアーの一人娘を診察してきたばかりのグレンだ。リンド・ヴルムの血管ともいうべき輸送網もうが途切れれば、工房や縫製所など、各施設の運営にも支障をきたしてしまう。

「アルルーナ様からなにか聞いてまへんの？　警けい邏ら隊を動員して、どうにかこの『眠り病』の騒動を収めようとしてるみたいやけど……」

「はい。そのようです。僕には『眠り病』の治療法を確立するようお達しがありました」

「そらそうやな。それで、首尾はどうどす？　上う手まくいきそうやろか」

「……それが、まったく」

　解決の糸口さえ見つからない。

　中央病院では、研究を担当する職員らも次々と『眠り病』に陥おちいってしまっているようだ。一度罹り患かんすると、既すでにある気付け薬では効果がない。あの手乗りヒツジたちを調べたいのだが、そうなるとグレン自身が眠りに落ちる可能性がある。

「サーフェはどうして眠ってしまったのやろ？」

「……サーフェには申し訳ないのですが、彼女の部屋に入らせてもらいました。手乗りヒツジに関する研究のメモもありました」

「あら。あとでサーフェに怒られても知らへんよ」

　それくらいは覚悟の上のグレンだ。

　研究メモによれば、サーフェは、『眠り病』の特効薬を作り出そうとしていた。

　そのために手乗りヒツジのことを研究し、その過程で『眠り病』の原因となる成分を吸い込んでしまったらしい。

「手乗りヒツジの羊毛は、衝撃を受けると粉を発するそうです。その粉が脳に作用して、人を強制的に眠らせてしまう。粉はちょっとヒツジに触れただけでも周囲にまき散らされてしまいます」

「うへえ。厄やつ介かいやなあ。アルルーナ様の花粉や蜜みつみたいなものやろか？」

　グレンは頷く。

　アルラウネ族の花粉や蜜は、他の生体に催さい淫いん効果をもたらして、受粉を行いやすくするためのものであった。では手乗りヒツジの眠り成分はなんのために？

　他の生物を眠らせることが、あのヒツジにとってどういう面で有利なのだろうか？

「どんどん眠る患者さん増えとるんやろ？」

「その通りです。手乗りヒツジの数が増えたことで、街中に眠りの粉が蔓延して、眠りの作用が強力になっているのかもしれません。『眠り病』も、本来であれば短時間で目を醒ますようなのですが――症状が重じゆう篤とく化している」

　現在、ヒツジたちは街を数歩進めば遭そう遇ぐうするくらいに増えている。群れを成して移動する姿さえ見受けられる。

　大量発生した手乗りヒツジたちはどこから来たのか。何故こんなに増えているのか。それを知るべきだろう。

「あと、特効薬のレシピもありました。体内に入った粉の成分を打ち消すものらしいです。本当に効きくかどうかは、実験をしてみないとわかりませんが……僕でも作れるかもしれません」

「あら、それやったら解決するやないの？」

「いいえ。薬を作っただけではダメかと。一度起きたとしても、また一定量ヒツジたちの粉を吸い込んでしまうと、再び眠ってしまう可能性が高いです」

「難なん儀ぎや……」

　アラーニャがため息をつくが、グレンも同感だった。罹患しないよう注意しつつ、どうにか手乗りヒツジを捕まえたいグレンだ。

　この問題に早急に対処せねばならないアルルーナの気苦労は、察するに余りある。

「――ごちそうさまでした。美味しかったです」

「はいな」

　アラーニャは穏おだやかな微笑ほほえみを浮かべている。

　アラクネのデザイナー、アラーニャ。彼女は人のものを奪うのが大好きだという厄介な性質を持っていたが――最近、彼女のそうした悪評は聞かない。

　むしろ『荒絹縫製』では積極的に針はり子こたちの面めん倒どうを見ているという噂うわさもある。人魚のルララや、サイクロプスのメメなど、年若い魔族の娘とも親交があるらしい。

「なんですの、じいっと見て。照れるわぁ」

　先日の、花はな街まちでの一件でもそうだ。

　アルルーナに引き合わせてくれたり、そのアルルーナの受粉の誘惑から、グレンを助けてくれたりと。悪女ぶっていた頃の面おも影かげはない。

「なんだか、雰ふん囲い気きが変わりましたね、アラーニャさん」

「そう？」

「ええ。なんというか、柔らかくなったというか」

「そう。そっか……せやったら、きっとグレン先生と、サーフェのおかげなんやろうな」

「えっと、僕がなにか？」

　アラーニャも食事を終えて、四本の腕で手を合わせた。

「先生。そないになんでもかんでも、乙おと女めのことを聞くもんやありまへんえ」

「す、すみません……？」

「いい女にはな、秘密がないとあかんのや」

「ふあっ、うむっ!?」

　すっと、アラーニャがグレンの唇くちびるを撫なでる。

　――かと思えば次の瞬間には、白い糸がさるぐつわのように口にかまされた。

　グレンが慌あわててそれを外すと、意外にも糸はあっさりとほぐれていった。アラクネ糸特有のべとつきはほとんどない。

「ふふふっ……」

　微笑むアラーニャ。それ以上の質問を打ち切られた気がする。

「さて。洗い物済ませたら、妾もサーフェの顔を見て帰ります。先生は存ぞん分ぶんに、『眠り病』の調査しはってください」

「い、いえ、アラーニャさんにそこまでしてもらうわけには」

　グレンは遠慮したが――アラーニャは素知らぬ顔。

「ええんどす。妾も、なにか先生たちの力になりたいんや」

「ですが」

「困ったときはお互い様、やろ。それとも、サーフェみたいに頼ってくれへんの？　それはちょっと寂さびしいなあ」

　そこまで言われてしまうと、グレンも断りづらい。

「……わかりました。では、遠慮なく」

　眠りに落ちるリンド・ヴルム。

　その窮きゆう地ちにあって、グレンは自分の仕事をこなさなくてはならない。今やリンド・ヴルムが『眠り病』の脅きよう威いを退しりぞけられるかどうかは、グレンの双そう肩けんにかかっていた。

　であるならば――アラーニャの言う通り、困ったときはお互い様だ。

　猫の手も借りたい状況なのだから、たくさんあるアラクネの手を借りるのも自然なことだろう。

「おやすみなさいなぁ、センセ」

　診療室に戻るグレンへと、アラーニャが顔を見ずに声をかけた。

　今までのアラーニャとはまったく違う、穏やかで、優ゆう雅がな、夜の挨あい拶さつであった。




　アラーニャのおかげで生活面での不都合はなくなったとはいえ、すぐに『眠り病』に対する解決策が生まれるわけでもなかった。

　だが、サーフェの残してくれた調査結果がある。それによると、コーヒーなどに含まれる成分を抽ちゆう出しゆつすると、『眠り病』の効果を打ち消す特効薬が作れそうだった。

　問題は、薬を作るだけでは解決できないことだ。

　たとえ患者を目覚めさせることができても、街にヒツジが蔓延しているこの状況では再び眠ってしまうかもしれない。手乗りヒツジたちがどこから来たのか。その原因を突き止めないことには、『眠り病』を解決したとは言えない――。

「ねえ、メメ、本当に行かなくちゃダメかい？」

「だ、だ、駄目に決まってるわ……！　あのスィウとかいうイノシシ娘と二人で会うなんてこと、できるわけないでしょぉぉ！」

「僕がその刀かたなを預かって、スィウに届けることもできるけれど」

「う、ぅう……！　で、でもやっぱり、工房としては預かった本人にきちんと届けないと、後で問題になるかもしれないからぁ……！　だ、だから先生、警邏隊の詰つめ所しよまでついてきなさいよぉぉ！」

　メメは涙目になりながらも、職人意識を垣かい間ま見みせる。

　メメが手にしている布袋にはスィウの愛刀が入っている。先日スィウが研とぎを依頼したものだ。メメは不慣れながらも、刀研ぎを完了させたらしい。

　グレンも忙しい身であるが、メメの納品に付き合うことにした。

「あの女、きっと私が刀を届けたら突撃して抱きついてくるわ……な、なんて恐ろしい……」

「うーん……やりかねないね」

　我が妹ながら、いかにもやりそうだと思うグレン。

　愛刀を美しく研いでもらえたなら、それだけスィウも喜ぶだろうし、その感情を全身で表現するだろう。

　などと話しているうち、花街警邏隊の詰所に着く。以前、グレンがアルルーナに襲おそわれそうになった場所であった。

　警邏隊が何人かいたが、メメが預かり証を見せただけで、すんなり通してくれる。メメにしては珍しく、おどおどした様子は見せない。

　グレンも、以前花街に潜入した時の苦労などなく、あっさりと通してくれた。

「メメ、警邏隊の人と仲が良いんだね？」

「わ、私は、ほら、道具の納品であちこち回ってたから……警邏隊の備品や武具なんかも、と、届けてたことがあるから……」

「しまった。こっちに頼めば良かったかな」

「？　なんの話？」

　なんでもない、とグレンは首を振る。サーフェとアラーニャが、娼しよう婦ふの服装で花街に潜入したなどと言えば、メメは目を丸くするだろう。メメに案内を頼めばいい話だったのだ。

　詰所の裏では、またも井戸水を頭から被かぶっているスィウの姿があった。

「お！　兄者！　……と、たたら殿！」

「だ、誰がたたらよ！　それ東の呼び方でしょ！　わ、私はメメよぅ！」

「これは失礼！　メメ殿がいらしたということは、刀の研ぎが終わったで御ご座ざるな！」

　頭から水を被り、濡ぬれた体を拭ふこうともしないスィウ。そのままメメに抱きつきかねない勢いだった。

　メメがさっと素早くグレンの後ろに隠れる。

「こ、これ、ちゃんと砥とげてるはずだけど……わ、私も初めてだから、確認して……東の刀は工程がたくさんあって面倒くさいのよ……！」

「承しよう知ち仕つかまつった！　さいくろぷすの仕事、拝見させてもらうで御座る！」

　スィウは布袋を受け取り、中から刀剣を取り出す。

　そのまま鞘さやから抜き放った刀が、夕方の陽光を鏡のごとく反射する。

　グレンには武具のことはよくわからないが、その美しい出で来き栄ばえにスィウが何度も頷いているところを見ると、やはりメメもサイクロプスらしく一流の仕事をこなしたらしい。

「うむ。刃は毀こぼれもなく綺き麗れいに直っているで御座るな！　警けい固ご役の時代、クマを一ひと太た刀ちのもとに倒したので御座るが、その時に刃毀れしてしまって……」

「そ、そういうのいいから、お代と預かり証を……」

「了解で御座る！」

　いちいち声が大きいので、すでにメメが涙目になっている。

　グレンはやることもないので、スィウの様子を観察していた。彼女は装備を身につけておらず、薄いジュバンだけ。代金の銀貨と預かり証をメメに渡している。

　詰所の裏からは、なにかを打ち合うような音と、気合いの叫びが聞こえてきた。周りの様子からして、今はおそらく――。

「スィウ、訓練中だったんじゃないのかい？」

「そうなんで御座るよぅ。でも、やっぱり運動をすると頭から湯気が出るで御座る。うううう[image: ][image: ]！　身体が鈍にぶるぅぅぅ[image: ][image: ][image: ]！」

　拳こぶしを握り、歯がゆそうに腕をばたばたさせるスィウだった。

　びしょ濡れの状態でそんなことをするので、飛沫しぶきがこちらにまで飛んでくる。代金を受け取ったメメがそそくさとスィウから逃げた。

「また倒れられても困ると隊長に言われたので、このように水浴びを」

「そうだね。鬼の筋力や瞬発力はすごいけれど、過度な運動は体に熱を蓄積させる。頭の角つのも、放熱器官なわけだからね」

「隊長からは、なるべく動かずに戦えと言われたで御座る。しかしそのような難事……一体どうしろと……」

　ぶつぶつと呟つぶやきながら、スィウはまた水を浴びている。

　スィウは鬼の体との付き合い方を真剣に考えているようだった。こればかりは医者とてどうにもならないことだ。鬼であることを受け入れた以上、自分の体質と折り合って生きていかなくてはならない。

「……そ、その刀、重いわよ」

「む？」

　メメがぼそりと独ひとり言のように言うと、スィウが機敏に反応した。メメはさっとグレンの後ろに隠れながらも、言葉を続ける。

「だ、だからぁ、その、アンタの身体にはデカいのよ……も、もっと扱いやすい刀があるでしょう……そんなの振り回したら、ますます倒れるんじゃ……！」

「うむ。承知の上で御座る。されどこれは東の元老オークラウ公爵より下か賜しされた逸いつ品ぴんであるがゆえ、簡単に手放せぬ名刀に御座る。即すなわち我が身を鍛え、この名刀に相応ふさわしき武芸者となるのがスィウの望みに御座る」

　グレンは少し意外に思った。元老とは東の行政機関であり、要するに人間領のトップ集団である。特にオークラウ公爵といえば魔族嫌いで有名なはずだが――それがスィウに、貴重な名刀を授けたというのか。

　あるいは刀をもらったのは、鬼の特徴が発現する前だったのか。そうなると、元老院の警固役として、スィウはよほどの活躍をしたことになる。

「しかし、メメ殿は武具のこともよう知って御座るな！　さすがで御座る！」

「べ、別に……ただ仕事だし……」

「いやいや！　拙せつ者しやは自分の刀の手入れさえろくにできぬ無ぶ精しよう者ものゆえ、メメ殿のごとく器用な御ご仁じんは羨うらやましいで御座る！　拙者もそんな器用さがあれば……」

「あ、アンタは落ち着きが足りないのよ！　少しはじっとして、集中したらどうなのよ！」

「それができたら苦労御座らぬぅぅぅ[image: ][image: ][image: ]！」

　もしもスィウに、獣じゆう人じん系魔族の尻しつ尾ぽがついていたら、きっとひっきりなしに左右に揺れていただろう。

「くぅぅぅう……！　スィウは、スィウは負けぬで御座る！」

「なにによ……」

「自分に！」

　スィウは、叫びながらさらに水を被る。メメはなお、おどおどしながら。

「も、もう仕事はないわよね……？　工房も新しい注文は受けないことを決めたから、頼まれても困るのだけど」

「ないで御座る！　……しかし、多忙なのは『眠り病』のせいで御座るか？」

「それもあるけど……」

　メメはこくこくと頷いてから、その大きな目でじっとグレンを見てくる。

　特に睨にらんでいるわけではないのだろうが、拗すねたように下から見上げてくるので、迫力が凄すごい。

『眠り病』の解決を請うけ負っておきながら、未いまだ成果を出せていないグレンなので、なんとも肩身が狭せまい。

「こ、工房の仕事ってね、色々あるけど……他のところと協力しなきゃいけないことも、多いから。刃物、金属、革かわなんかはいいけど、布の加工は『荒絹縫製』に頼まなきゃいけないの……でも、ほら、いま、あそこ大変だから……」

「大変？」

「し、知らないのっ」

　大変といえば、リンド・ヴルム中が大変ではあるのだが。

　メメがわざわざそう言うなら、『荒絹縫製』はよほど修しゆ羅ら場ばなのだろう。

　しかし、グレンの夕食を自みずから作りに来てくれるアラーニャに、そんな素振りはなかったのだが――。

「ね、『眠り病』の被害にあってないの、アラーニャさんと新人さんしかいなくて、てんやわんやのはず……よ。アラーニャさん、縫ほう製せいの仕事が終わらないから、自宅に持ち帰ってやるしかないんだって」

「本当に？　昨日、夕飯を作りに来てくれた時は、別に平気そう……」

　あ、とグレンが口を滑らせたときにはもう遅かった。

　気づくと、メメの威い圧あつ感のある視線と、スィウの半目になった視線がグレンに向けられている。

「兄者……アラーニャ殿とは、先日一緒にいたジョロウグモ殿で御座ろう？　姉者というものがありながら……」

「って、ていうか、忙しいアラーニャさんにご飯作らせてたのっ」

「そういえば兄者、普段の料理も姉者に任せきりで御座ったな？」

「ひ、ヒモ……」

「兄者……スィウは悲しゅう御座るぞ……スィウでさえ自じ炊すいしているというのに……」

　若い二人にジト目を向けられる。

　困ったことに反論の術すべを持たないグレンは、彼女たちの軽けい蔑べつの視線を甘んじて受け止めるしかなかった。これからは家事も頑張ろう、と心に誓ちかう。

「違うんだ。アラーニャさんが、自分からやってくれるって」

「じぃぃぃぃ[image: ][image: ][image: ][image: ]……」

「うう、ごめんなさい」

「わ、私たちじゃなくて、アラーニャさんに謝らないと……」

　正論である。

　なまじ普段、自信なさげなメメに言われてしまうと、グレンのほうも堪こたえてしまう。というかメメは何故こうまでアラーニャに懐なついてるのか。

「わかった。うん。わかったよ。ちゃんとアラーニャさんにも謝るから」

「そ、それどころの話じゃないわよ。アラーニャさん、今にも倒れそうだったのよ！」

　倒れそうとは聞き捨てならない。

「……どういうことだい、メメ？」

「ど、どういうこともなにも、最近、いつ縫製所に行っても、アラーニャさん顔色悪そうでふらふらしてて……先生、気づかなかったの？　昨日も会ってたんじゃ」

「確かに会ったけど、心配するようなことはなにも……」

　――なにも？

　なにもなかったか？

　そうだ。昨日の夕食の時、アラーニャはいつもより穏やかだった。それは元気がなかったからではないのか？　雰囲気が変わったと感じたのも、アラーニャの心情の変化ではなくて、体調のせいだったとしたら。

　はっと気づく。

　決定的なことが、一つあった。

「糸だ……」

「えっ」

「アラーニャさんの糸、随ずい分ぶん粘着力が弱かった。僕の手で簡単に振り払えたくらいだ。アラクネの糸は鋼鉄よりも強いはず……なのに」

　昨日、アラーニャがからかって、グレンの口を封じた時だ。

　もちろんアラクネの糸は、本人が自在に粘ねん度どを調整できる。からかい半分で弱い拘こう束そく力りよくしか持たせなかった可能性もある。だが、あの時、アラーニャは本気でそれ以上の会話を打ち切りたがっていた。

　医者であれば、その時点で気づくべきだったのだ。

「メメ！」

「ひぃいっ！　せ、先生まで、大きな声ださないで！」

「アラーニャさんの家、知ってるかい！」

　メメの肩を摑つかんで、グレンは問い詰めた。

「し、知ってる、わ……」

　メメは弱々しく答える。

　目は逸そらすものの、とりあえず案内してくれる気はあるようだ。グレンはメメの手を引いて、詰所を飛び出す。

「焦あせると転ぶで御座るぞー！」

　水浴びを続けるスィウから、そんな呑のん気きな声がかけられるのだった。




　花街の近くに、アラーニャの住む屋敷はあった。

　人間領の様式に則のつとった邸宅だった。家の趣味もやはり東側の文化に拠よっているらしい。

　中からは、機はた織おりの音が聞こえる。

　きーぱたん、きーぱたん。

　夜も更ふけた中、屋内のランタンに照らされて、一人のアラクネが機を織っているのが、影絵のようによく見えた。

「や、やっぱり中にいるわね……」

「良かった。これで診察ができる」

「て、ていうか、さっきからなに……腐ったような匂い」

「ちょっとさっき買い物をね。東の食品なんだけど、やっと手に入るようになったんだ。保存は利きかないから、この街で作っている人がいるんだろう。多分、今のアラーニャさんに必要なものだ」

「うぇ……」

　メメはしかめっ面つらで、グレンの買った藁わらの束を見ている。

　グレン自身はあまり臭いと感じないのだが、慣れない魔族には苦手な食べ物らしい。とはいえ、必要であれば食べてもらわなくては困る。

「で、ど、どうするの？　グレン先生、女性の一人住まいだし、私が……」

「いや、ごめん。僕が直接行く。これはお願い」

「えぇぇっ！　ちょ、先生!?　あぅ、臭い……！」

　藁の束はメメに押しつけ、グレンはアラーニャ宅へ。

　庭の構造も、東のそれだった。グレンにしてみれば馴な染じみ深い。縁えん側がわから靴を脱いで上がり、そのまま機織りをしているアラーニャの部屋の障しよう子じを開けた。

「んなっ!?」

　機織り機の手を止めて、アラーニャが声を上げる。

　住まいにいきなり男が入ってくれば、それは当然驚くだろうが――グレンもまた、別の形で驚いていた。

　東のランタン――アンドンというが――に照らされたアラーニャの顔は、昨日とは似ても似つかないものだった。

　青白い顔色に、目の下のクマ。唇もわずかに乾いている。この姿のままでグレンの前に現れたなら、グレンとて即座になんらかの措そ置ちをとったはずだ。

「な、なんやセンセか……もう！　いらしはるなら先に言うてほしいわ」

「アラーニャさん、その顔……」

「もう少し誤ご魔ま化かせる思うたんやけど。甘かったどすなぁ。ここを教えたのは……メメはん？　隠れへんでもええよ。おいでおいで」

　アラーニャが手招きするが、メメはさっと隠れてしまう。後ろめたいのかもしれない。

　アラーニャの家の中は、身体の大きなアラクネでも快適に過ごせるよう、フスマや障子がいくつか取り払ってあった。代わりに、天井や壁に木製のフックがつけられている。

　何かの時に、糸をひっかけやすくするための工夫だろう。

　だが、この広い空間に一人で暮らすのは、少し寂しいだろうなという気がしないでもない。ただでさえアラーニャは、親友のサーフェのことが大好きな――裏を返せば、少し寂しがりな性格なのに。

「すみません。御宅の場所は、僕がメメから無理に聞き出しました。なので」

「あー、わかっとりますえ。いつかバレてまうとは思うてましたのや。だから、そんな申し訳なさそうな顔やめとくれやす」

「……体調が悪いのを、隠してたんですね」

　グレンは頭を抱える。

　気づかなかった原因は――おそらく、化粧だ。サーフェは肌はだが弱いのであまりしないが、デザイナーのアラーニャは外見に気を遣つかうだろう。不調を化粧で隠すくらい、訳もなくやってみせると思われた。

「ふふ。センセ。化粧は女の武器や。よぉく気ぃつけや」

「肝きもに銘めいじます。それはそれとして、診察させてください」

「言うと思いましたえ。妾、仕事中なんやけど……」

　機織り機で作っているのは、絵織物タペストリーかなにかだろうか。

　自前の糸でなんでも織ってしまうアラクネ族であるが、機織り機を使うのも得意だ。なにしろ腕が四本ある。

　どれほど複雑な模様であっても、色糸を巧たくみに組み合わせ、恐るべき速さで仕上げてしまう。

「……それより、アラーニャさんの体が心配です」

「センセ、妾な？　嬉しかったんどす」

　アラーニャは、きーぱたん、きーぱたんと機織り機を操作した。

　やめろと言ってもやめないのは、グレンの予想通りであったが――。

「昨日、妾が変わったと言うてましたやろ」

「……え？　ええ」

「妾は確かに変わったんやろな。人のもの奪ってばかりやった。昔は、そんな生き方こそ妾のような悪女に相応しいやなんて思うてましたけど……」

「アラーニャさん？」

「そんな自分が、どこかで嫌いやったんや。きっと。サーフェとか、ティサリアとか、ああいう真まっ直すぐな生き方も羨ましかったんや」

「…………」

　グレンは、アラーニャの話を聞きながらも、素早く目を動かす。

　機織りに使われている色糸は、すでに染色したアラクネ糸のようだ。色は十を超え、相当な量がある。『荒絹縫製』の社員も『眠り病』に倒れているのだとすれば、この糸を出したのは残った社員――つまりアラーニャだろう。

　彼女の負担はどれほどか。

　大量の糸を出せるアラクネ族とはいえ、限界はあるはず。

「羨ましいから、奪うんではなくて、真ま似ねしてみましたんえ。センセに変わったと言うてもらえたなら……妾の擬ぎ態たいも、少しは上手くいったんやろ」

「……なによりのことです」

「せやから、もう少し、擬態させてくれへん？　倒れてしまったサーフェの代わりに、センセの力になってあげたいんや。そんな――良い女でいたいのや」

　アラーニャと初めて会った時からすると、信じられないような変化だ。

　彼女のしおらしい瞳ひとみには、策略などなにも浮かんでいない。

　ただ、サーフェのため、グレンのため、そして『荒絹縫製』のために、無理をさせてくれと言っている。頑張り屋の、どこにでもいる少女だった。

「アラーニャさん」

「なあに？」

「貴女は、自分で仰おつしやるほど悪女ではありません。いつも着る方のことを考えて、服を作っているじゃないですか。ルララも、メメも、アラーニャさんにはいつも感謝しているんです。アラーニャさんの不調を教えてくれたのも、メメです」

　そ、そ、そうょぉ！　――と上うわずった声が、外から聞こえてきた。

　ちゃっかりメメも、話を聞いていたらしい。

「だからごめんなさい。お節せつ介かいな医者に当たったことを、不運と思ってください」

　言いながら、グレンは自じ嘲ちようする。

　グレンも過労で中央病院に運ばれたことがある。無理をするななどと、どの口が言うのかと思わなくもない。

「――センセにそこまで言われたら、しゃあないわぁ」

「すみません。でも」

「ああ、ええよええよ。いつかは無理矢理にでも休ませられると思っとったから。それで？　布ふ団とん被って寝てればええの？」

「いえ、それではだめです」

　グレンは首を振って。

「アラーニャさんには……『喪そう糸し症』の疑いがあります」

「……う」

「先日、出した糸は、随分と脆もろいものでした。アラーニャさんは糸の出しすぎで栄養失調に陥っているおそれがあります。このアラクネ独特の病『喪糸症』は最悪の場合、命に関わります。すぐに対処しないと」

「うぐぅ……」

　アラーニャは自分でも気づいていたのだろう、その場でごろんと寝そべった。

　自慢のキモノがはだけるのも気にしない。下半身の八本足も上を向き、まさしくひっくり返った蜘く蛛ものような姿だ。

「あー、床は硬かたくて寝づらいわぁ」

「普段はどうされてるんですか？」

「もちろん糸でハンモックどす」

　つまり、ハンモックを作るほどの糸さえ、今は出せないのだ。

「わかりました。では、このまま診察を始めます」

「診察っていうけど、『喪糸症』の診察なんてどこを……うひゃあぁっ!?」

　アラクネの、蜘蛛に似た下半身。

　腹部の先端――アラクネの体のもっとも後部にあたるそこには、はっきりと見て取れる『穴』が存在する。

　生成した糸を吐き出す、アラクネにとって最も重要な器官。出糸突起、あるいは糸イボとも呼ばれる、糸排出器官である。

「では、ここを診みます」

「うっ、あっ、ひぅっ……あっ……す、好きにしてや」

　抵抗する力さえないのか、アラーニャは恥ずかしそうに両手で顔を覆おおった。グレンを誘惑する時も顔色一つ変えなかったのに、糸イボの診察は恥ずかしいらしい。

「ふむ……」

　巨大な腹部。

　その後部に、小さい爪つめ状の器官が五つあり、その爪に囲まれるようにして、ぽっかり空あいた小さな穴がある。アラクネの糸イボである。

　アラーニャが寝そべって、腹部の先端がグレンのほうへと向けられている。五つの爪によって、体内で生成した体液を細く長く縒よって、目的の方向に射出することが可能になっている。

「周辺から触っていきます」

「んんっ、ふっ」

　グレンが、穴の周囲の爪に触れる。

　爪は少し硬い程度であり、下手に扱うと折れそうだ。指先でそっと触ると、花が開くかのように、爪がそれぞれ五方向に広がった。

「んぁ……ぅぅ」

　爪は、さらりと乾いていた。

　グレンの予想通り、今のアラーニャは『喪糸症』であるようだ。爪は、糸によって常に粘ねばついてなければならない。乾燥しているのは、糸の材料となる体液が不足している証拠だ。

「うっ、んんっ……せ、センセ……んッ、なんや、もどかしいわぁ」

「す、すみません、くすぐったいですか」

「んん、っ、そ、そうなんやけど……なんでやろ」

　アラーニャは、横になった姿勢のまま、グレンを見た。

　その瞳は潤うるみながらも、笑みが消えていない。

「もっと触ってほしいって……そう思ってしまうんどす。不思議やな？　こんなに、ぁあっ、もどかしいのに。なんでやろな……？」

「そういえば、アラーニャさんを診察したことはありませんでしたね――不快でしたらいつでも言ってください」

「せ、せやったっけ……？　不快なんてことあらへんよ……センセ、上手やから……！」

　グレンが誘惑をされたことはあった。

　スカディの手術の時に手を借りたこともあった。

　アラーニャの盗み癖ぐせが改善したのも、同じ時期であったか。

「ごめんなさい。なるべく負担をかけないよう診察しますから」

「負担……かけても、ええよ……？」

「アラーニャさん……？」

　潤んだ瞳で見つめられる。

　これは――マズい。

　アルルーナがしたような、あからさまな誘惑ではない。普段はあれほど強気で、有能な女性であるアラーニャがしおらしい姿を見せると、普段との落差に、つい魅力的に感じてしまうグレンがいた。

　それは。

　普段有能でありながら、その陰かげで無理を続けて、今は眠ってしまっている――あの薬くす師しに、よく似ているからだろうか。

　やはりサーフェとアラーニャは、親友だけあって、よく似ているのだ。

　グレンは頭を振って、自分のするべきことを思いだす。

「ゆ、指を挿いれます。糸イボの中の状態は、触らなければわからないので。よろしいですか」

「んんっ……ちょ、ちょおっと怖いどすな。どのくらい挿れるの……？」

「指二本です。失礼しますね」

「ひゃあぁぁんっ！」

　グレンは用意していた薬品で消毒した指を、糸イボの中へ差し込んだ。

　穴の中は、粘ねん液えきに濡れた肉ヒダの感触がする。アラクネの腹部は高度に発達しており、血管や神経網が縦じゆう横おうに走っている。そんなところに指を挿れられては、さすがのアラーニャも甲かん高だかい声をあげた。

　穴の内側を、少し撫でてみる。

「んんっ……ひっ……！　んゃ……ぁ」

　穴の入り口が、刺激に耐えるように収縮する。

　外側の爪もぱくぱくと開閉を繰り返した。自分の手が優しく嚙かまれているような感触に、グレンはむずむずする。

（やはり、糸が少ない……？）

　アラクネの糸は、体内では液体として存在する。しかし体外に排出されるときに、空気と応力によって糸の形に変わるのだ。

　この体液の量や成分の配合を調整することによって、粘つく糸や、逆にまったく獲え物ものを捕らえないさらりとした糸など、用途に応じた糸を生成することができる。

「んくっ、ああっ、ゃん……！　せ、センセ……？」

「すみません、ちょっと」

「うぅぅんっ!?　きゅ、急に抜いたらアカンよぉ……！」

　グレンは一度、糸イボから手を抜いてみた。指にはアラーニャの粘液がついたままとなっている。

　指を擦こすって確かめてみるが、アラーニャの粘液はさらさらと溶けてすぐにその感触を失った。

「空気に触れても糸に変わらない……体液の中に、糸を作るのに必要な成分が足りていないんですね」

「うっ……あっぁ……そうなん？」

「はい。重なる疲労と、糸の出しすぎで、アラーニャさんの健康維い持じに必要な栄養が不足していますね。食事もちゃんととっていないのでは？」

「妾、もともと小食なんどす……お酒は飲んどるけど」

「飲酒もほどほどになさってください……」

　アラーニャの酒豪ぶりに少し呆あきれながら、グレンはまた指を糸イボの中に挿れた。

「んんんっ！　せ、センセ、そない、いきなりぃ……っ！」

「ごめんなさい。もう少し確認したくて――今度は少し奥まで挿れますね」

「ま、まだ挿れるんっ……!?　んひぃぃッ！」

　ずにゅううと。

　肉に阻はばまれる抵抗を感じながらも、グレンは更さらに奥に触れた。

「痛いですか？」

「い、痛いわけやあらへんけどぉ……な、なんや奥まで触られてて変な感じが……！」

　アラーニャの全身が痙けい攣れんする。特に蜘蛛の足はぴくぴくと震えていた。

　グレンが確かめているのは、糸イボの中の粘ねん膜まくの様子だった。

　肉の感触が少し硬い――つまり内側が腫はれているということになる。内部を保護するはずの体液が足りなくなり、それでもなお糸を出し続けたことによる弊へい害がいだろう。

「んっ……ふーっ、はーっ」

　アラーニャの息が荒い。

　痙攣するアラーニャの内側に触れていると、彼女の感情まで伝わってくるようだった。

「は、はわわわ……！」

　視線を感じる。

　振り向けば、障子の隙すき間まから大きな眼球が見えた。顔が真っ赤になっている。

「メメ、心配なのはわかるけど、診察はあんまり見ないでね」

「ご、ごめんなさい」

　ぴしゃり、と障子が閉められた。しかしすぐ傍そばで中の様子を窺うかがっているようだ。よほどアラーニャを慕したっているのだろう。顔が赤い理由まではわからないが。

　東の諺ことわざをもじれば――障子にメメあり、といったところか。

「む……っ」

「はーっ……あっ、ひゃ、ど、どないしたん？　センセ」

「すみません。体液が絡からまって……なかなか抜けないな」

「えっ、ひゃ……んんっ！」

「力を入れれば抜けると思います。刺激が強いと思いますが、我が慢まんしてください」

「んあぁぁ……！　う、噓うそやろぉ……！」

　グレンはアラーニャの体内を傷つけないよう注意しながら、慎重に指を抜いていく。

「ふうっ……！　んんぃいい！　はぁぁんッ！」

　アラーニャはすでに肩で息をしていた。

　グレンは指の出し入れを繰り返して、どうにか手についた体液から逃れようとする。

「はぁーっ！　はぁぁぁっ！　んんぁァ！」

　アラーニャが刺激に耐えるように、自分の指を嚙み始めた。

　だがそれくらいでは声を抑えられないらしく、結局は身を跳はねさせては、びくんびくんと震えている。

「よし……もうすぐ……」

「ぁぁあ！　んあぁぅ！　ひゃあぁっ！　やぁァンンンっ！」

「抜け……ました！」

　ずるり――と。
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　白い液に濡れたグレンの手が、ようやくアラーニャの糸イボから抜けた瞬間。

「んんぁぁぁぁああああああ――――――ッ！」

　それが最後の一押しだったのだろう。

　アラーニャの体が一際大きく跳ねた。蜘蛛の足がぴくぴくと痙攣して、その刺激の強さを物語っている。

　アラーニャの穴から、白い糸が伸びて、グレンの指にまでつながっていた。




「ありがとうございます。大体わかりました」

「んんっ……あー……あぁぁー……」

　アラーニャの呼吸はまだ少し荒かったが、徐じよ々じよに落ち着くだろう。

　グレンは粘液のついた指を見てみる。液体は一瞬だけ糸を引いたが、すぐに切れてしまった。これではとても、仕事に使うための糸を出すことはできないだろう。

「アラーニャさん、どれくらい無理をされていましたか」

「……ここ一週間ほどやろか」

「一日に出す糸の量は？」

「…………」

「正直に」

　グレンが、横になったアラーニャに顔を寄せていく。

　押し倒すような体勢になるが仕方がない。強ごう情じようで変わり者のアラーニャから、正確な情報を聞き出すためにはこれくらいせねばなるまい。

「あ、あの、センセ……近い」

「答えてください」

　アラーニャが真っ赤になっている。こんな照れたアラーニャを見るのは初めてかもしれない。

「い、糸巻き五十本ほど……やろか……」

「し、し、死んじゃうじゃない！」

　障子の外から様子を窺っていたメメの声が聞こえる。

　グレンも同意見だった。いくらアラクネとはいえ、それだけの量の糸を吐き出せば間違いなく命に関わる。

　アラーニャは四本の腕で、自分の顔を隠していた。どんな表情をしているのか、グレンには窺い知れない。

「やはり診断は『喪糸症』です。当分、糸を出すのは禁止です。ゆっくり休んでください」

　その名の通り、アラクネ特有の糸が出せなくなる病気だ。

　糸を出しすぎることで、体内の糸を作り出すための栄養素が偏かたより、貧血、栄養失調などの症状が現れる。それでもなお無理を続けると、最終的には命に関わる。

　今のアラーニャは深刻な段階の『喪糸症』であるが、糸を出さずにしっかり療養すれば治る病気だ。

「『荒絹縫製』はしばらく休業するべきでしょう。アルルーナさんにも伝えておくので、議会から通達があるかもしれません」

「議会からか……それはさすがに働けやしまへんな」

　アラーニャがぐでーと、俯うつぶせで床に寝そべる。豊満な胸がタタミで潰つぶれるのも気にしない。

　どこか拗ねたようにも見えるし、張りつめていた緊張の糸をゆるめたようにも見える。

「……では、治療を行いましょうか」

「へ？　治療？」

　予想してなかったとばかりに、アラーニャが変な声をあげた。

「ちょっとセンセ？　糸の出しすぎなだけやろ？　寝てたら治るんと違いますの？」

「ええ。ですがそれだけですと、失われた栄養素の補給に時間がかかってしまいます。食事療養なども行って、栄養を補給することで回復が早まります」

「食事療養……？」

　中庭につながる障子を開けて、メメが入ってきた。

「こ、これのことでしょ！」

　メメは既に鼻をつまんでいる。

　アラーニャも、うっと嫌そうな顔になった。この匂いに慣れ親しんでいるグレンにとっては、どうということはないのだが――やはり魔族には堪える匂いらしい。

「これまでのお礼です。不慣れですが、僕が料理しましょう」

「えっ。センセ、料理できないんと……」

「多少の心こころ得えは有りますよ。ただまあ――治療に関するものだけですが」

　アラーニャは、露ろ骨こつに顔をしかめて、『ぜひとも遠慮したい』と告げていた。

　もちろんそんな甘えたことを許すほど、グレンは未熟な医者ではない。

　患者を治すことにかけて、グレンは常に全力だ――たとえ、当の患者が嫌がったとしても、絶対に治す。

　グレンの譲れない矜きよう持じであった。




「糸を生成するためには栄養補給が欠かせません。というのも、体内で合成できる物質と、そうでない物質があります。体内で合成できない栄養素は、食事から補おぎなうしかありません――『喪糸症』の治療には、食事が一番です」

「妾、小食なんやけど……」

「もちろんわかっています。そこで、これです」

　グレンが取り出したるは、メメに預かってもらっていたもの――藁である。

　中を開けば、その中には糸を引く豆が詰まっている。

　東国のナットウと呼ばれる食材だ。大豆を発はつ酵こうさせて作ったもので、保存には適さないものの栄養があるとされる――特にアラクネ糸の生成に必要なたんぱく質が豊富だ。

　ただし。

　発酵食品のため、西側では腐った豆扱いをされることも多い。

「うっ……」

　アラーニャは青ざめて鼻を覆う。

　グレンが藁を開いて、皿に取り出したナットウからは独特の匂いが一段と強く漂った。グレンはこの匂いも結構好きなのだが、やはり魔族にはつらいらしい。

「わ、私……外出てるわ」

　ナットウを持ってきてくれたメメが、また逃げるように障子の外に出る。

　メメもこの匂いが苦手らしい。吐かないことを祈るばかりである。

「う、うう……センセぇ、別の食べ物あらへんの？」

「ありません。ちょっと厨ちゆう房ぼう借りますね」

　グレンは奥にあった厨房に踏み入る。

　厨房の構造も和風であり、これまたグレンの馴染みのあるものだった。グレンは実家においても調理をしたことはほとんどないが――。

　サーフェに卵酒を作るなど、決して料理ができないわけではない。治療につながる料理なら一通りの心得がある。ナットウの調理も、いうなれば薬やく膳ぜんを作るような気分だ。

「このままでは魔族のアラーニャさんには食べ慣れない味だと思うので、アレンジしますね」

「あ、アレンジ……？」

　部屋でぐでんと寝転がるアラーニャに話しかけるグレン。

　病人に食事の内容を説明するのも、また重要なことである。気に入れば自分で作るだろうし、そうすれば『喪糸症』の予防にもつながる。

「あ、白米がありますね。丁ちよう度どよかった」

「お米好きなんどす」

「なによりです。まずネギとえのきを刻きざみます。あ、クルミもありますね。これも砕くだいて入れてしまいましょう」

「て、手て際ぎわええね……」

　アラーニャが啞あ然ぜんとしている。

　グレンは苦笑するしかない。この手際のよさが、普段食べるものにも発はつ揮きできたら――そんなことをサーフェも時おり言っていた。

「材料を刻んだら、今度はナットウを器うつわに移します」

「うぅ」

　やはり匂いが苦手なのだろう。

　独特の匂いはどうしようもないが、多少食べやすくするくらいはグレンにもできる。

「ナットウはそのままでなく、よく混ぜたほうがいいと思います。栄養価は変わりませんが、旨うま味みが増すと言われてますね」

　スプーンでくるくると混ぜていく。

　ナットウの糸に粘り気が増し、白くなってくる。グレンは調理場に目を走らせ、いくつか調味料を入れた。

「ある程度混ぜたら、オリーブオイルを加えます」

「え、そんなん、入れてええの!?」

「栄養価を考えると非常に相性がいいです。魚ぎよ醬しようもあるので、隠し味に数滴入れましょう。それとさっき切った具材も加えて、さらに混ぜます」

　オリーブオイルとナットウを合わせることで、血行促進や美肌、腸内環境の改善にもいいとされる。またナットウのクセのある味を緩和してくれる。

「できました、アラーニャさん」

「うう。センセの手料理……食べたいけど……」

「手料理というほどのものではありませんが、召し上がれ」

　グレンは茶ちや碗わんに白米をよそい、ナットウをかけた。

　アラーニャは上体を起こし、グレンからその茶碗を受け取る。

　眉まゆをひそめたものの、結局はハシを持って、ナットウを口に運ぶ。

「んっ……！」

　随分粘り気の強いナットウのようだ。

　ハシから引いたナットウの糸が、アラーニャの口元から伸びて消えていく。アラーニャはしばらく目を閉じ、もぐもぐと味わっていたが。

「……美味しい」

「そうですか。良かった。栄養をとって、早く元気になってください」

「んふふ。これなら簡単やし、妾も作れそうどす。センセ、本当にありがとなぁ」

　アラクネの『喪糸症』は、たんぱく質を補給すれば回復も早まる。定期的に栄養価の高い食材を食べれば、これ以上酷ひどくなることはないだろう。

「……センセもこれ、お好きなんどす？」

「え、ええ。実家ではよく食べていました」

「ふーん……」

　糸を引くハシを見ながら、アラーニャは思案顔。

　どうしたのか聞く前に――えいやと、グレンの口にナットウが突っ込まれた。

「んんっ!?　んぐ！」

「ほら、センセ、嚙んで？　飲みこまへんと？」

「んっ、んぐ……！」

　ナットウはほんのりと甘く、クセのある匂いも、オリーブオイルで程よくマイルドになっている。ネギやクルミの食感も良いアクセントになっており、我ながら良いアレンジだと思う。

　ただ。

　このハシは、アラーニャが先ほど自分の口に入れたものでは。

「ふふ……」

　アラーニャは、妖よう艶えんに笑いながら、ハシを抜いた。

　ぺろりと可愛かわいらしい舌したで、さっきまでグレンの口の中に入っていたハシの先端を舐なめる。

「怒られてまいますなぁ？　こんなことしてるのを、サーフェに知られたら……」

「っ」

　グレンは思わず顔を赤くして、口元を押さえた。

　直接の口づけではないものの――似たようなものだ。一瞬だけナットウの糸でグレンとアラーニャの口が結ばれたのが、なおさら扇せん情じよう的である。

「ふふ。本当にキスしたら、乙女協定違反やからな。今日はこのくらいにしてあげましょか」

「……病気なのに、お強いですね、アラーニャさん」

「あら、違いますえ、センセ。女はいつも強いんどす」

　グレンはなにも言い返せない。

　障子の向こうから様子を窺っていたメメが、小さな声で「大人だ……」と呟いていた。

「わかりました。では、僕も……周りの強い女性たちに負けないように、強くなろうかと思います」

「あら……変な気合い、入れてしもたかな。妾はか弱いセンセも大好きですえ？」

「ありがとうございます。でも、今は街の危機なので。僕がやらなくてはいけないことがあるんです」

　気を抜いていたつもりはないが。

　やはりグレンもどこか、『眠り病』のことを甘く見ていたのだろう。伝染もしない、人も死なない、重篤なことにならない――などと。

　とんでもない。

　直接の影響ではないが、現にアラーニャは相当危険な段階まで無理をしている。メメとていつまでもこの状態では、過労による悪影響が肉体に現れるはずだ。

　労働に従事するリンド・ヴルムの住人を、これ以上危険にさらせない。

「僕も、強い医者になりたいと思います」

「そう。なら……ふふ。期待してますえ」

　アラーニャは安心したように笑ってくれた。

　かと思えば。

「あ、でもな、さっきの口移しは、絶対サーフェには秘密どすえ？　怒るとあの子、本当に怖いんやから……」

「え、ええ、わかってますよ」

「ほんま？　ほんまに頼みますえ」

　毅き然ぜんとしてるかと思えば、急に狼狽うろたえながらグレンに頼み込むアラーニャ。

　やっぱり、どれだけ悪女ぶっていても――彼女に悪役は向かないと思った。

「あ、あの、アラーニャさん」

　メメが障子を開けて話しかけてきた。

「ん？　なあに、メメはん」

「ずっと疑問だったんだけど……今は、糸が出ないのよね？　で、でもさっき、機を織ってたじゃない？　あの糸はどうしたの？　ま、まさか無理して……」

「ああ、ちゃいます。さすがメメはん、いいとこ気がつきはるねえ」

　アラーニャは、ふにゃ、と笑う。

　グレンの見る限り――アラーニャは誰にでも社交的に微笑むが、メメにだけはまた少し態度が違うような気がする。特別ひいきにするという風でもないのだが。

　なにか共感する部分があるのかもしれない。

「機織りに使うた糸は、アラクネ糸やあらしまへん」

「では、どこから調達を？」

「糸の材料としては、もちろんアラクネ糸が最高級やけど、他にもあるやろ。綿めん花かとか――あとはもちろんヒツジや」

　はっと気づく。

　羊系獣人魔族はいるが――それを除けば、リンド・ヴルムではたとえ牧場であってもヒツジはいない。

　だが。

　ここ最近の『眠り病』を考えたなら。

「まさか……！　手乗りヒツジから！」

「正確には、そのヒツジから落ちたらしいウールが、あちこちに散らばっててな？　あれを製糸してみましたのや。これが意外と丈夫で扱いやすいもんで――センセ？」

「ウール……羊毛が……？　いや、でも……まさか」

　頭の中に、閃せん光こうが走った。

　その閃ひらめいた手がかりを逃したくなかった。

　手乗りヒツジと、その毛。およそ生物に見えないヒツジの外観と、そして街に蔓延する『眠り病』。

「な、なによ一人でぶつぶつと。気持ち悪いわねえ」

「そない言うたらあかんよ、メメはん――良い男の顔になっとりますえ」

「？？？」

「ふふ、メメはんにはまだ早いかな。でも、良い男の顔を見分けられるくらいには、妾も良い女になれたんちゃうかなぁ？」

　アラーニャは、くすくすと笑う。

　それは、およそ悪女ぶっていたアラーニャからは考えられないほど、無邪気であどけない笑顔なのだった。男であれば、一目で恋に落ちてしまうような。

　アラーニャにとって惜おしいのは――グレンが自分の考えに没ぼつ頭とうし、それを見逃していることであるが。




　アラーニャの家を辞じ去きよし、グレンは一人、帰き途とにつく。

　もはや夜も遅いので、メメはアラーニャの屋敷に泊まるらしい。

　二人は仲がいいようだし、むしろ病人のアラーニャをメメが看みてくれるだろうから、かえって安心だ。気心の知れた仲ならメメの人見知りも問題にならないだろうし。

　では、グレンはどうするか。

「…………」

　診療所へ帰る最中。

　ヒツジを見つけた。

　手乗りヒツジは、ふわふわとした毛並みを風に乗せるように、ゆらゆらと道路を歩いていた。こちらは見ていないようだ。

　今なら捕まえられるだろう。

「よし」

　グレンは医療バッグからマスクを取り出す。顔を覆ってから、地面にいるヒツジを拾いあげる。

　ふわりとした羊毛に触れた瞬間、頭がくらりとして、眠気が襲いかかる。

「っ」

　マスク越しであっても、誘眠成分はグレンの中に入ってきたらしい。

　眠くてふらふらになりながらも、診療所へと戻っていく。

　明らかに『眠り病』の症状は、グレンにも現れていた。

　マスクで防ぼう御ぎよしていなければ、路地の真ん中で眠りこんでしまったかもしれない。

「……おっと、逃げないでね」

　手乗りヒツジは、その名の通り、グレンの手にすっぽりと収まった。

　危機感を覚えていないのか、逃走する気配は見られなかった。だが、ぴくぴく跳ねたがるので、しっかり捕まえていないとふわっといなくなってしまうかもしれない。

「君のこと、ちょっと診察させてね」

　ヒツジはもちろん答えない。

　ぴこぴこと機械的に四し肢しを動かす様さまは、魔族に精通するグレンから見ても、奇妙過ぎる。

　だが、これが『眠り病』の解決につながる糸なのだと、グレンは確信していた。

　ふらふらと、今にも倒れそうになりながら、グレンは診療所へと帰っていくのだった。














　症例４　眠り病のリンド・ヴルム









　サーフェンティットは、夢を見ていた。

　幼おさない頃の夢だ。

　サーフェは、東国風の邸宅――その一室で寝込んでいた。高熱のため動けない。ベッドではなく、タタミに布ふ団とんを敷いて寝ているのだけれど、故郷と違っていて未いまだに慣れない。

　布団のすぐ傍そばには、黒髪の少年。

　よくわからない異国の本を読み漁あさっている。

「うーん……これも違う……じゃあ、あっち……」

　まだあどけない顔立ち。

　サーフェは、熱でぼーっとした頭で、その少年を眺ながめることしかできない。

「兄さまー！　すいうがカエルをとってきました！　姉さまの病気に効きくのでは！」

「こら翠スイ雨ウ！　らみあがカエル食べるだなんて迷信なんだよ！　また変な噂うわさを信じて！」

「なんと！」

　中庭からは、スィウの声も聞こえる。

　こちらは黒髪の少年よりも、さらにあどけない声。

　サーフェは、少年の名を呼びたい。

　しかし、ぼうっとした頭は霧きりがかかったようで、思うように声が出せない。遠くから、ヒツジの鳴き声のようなものが聞こえる。

「よし――わかった」

　少年が、本を閉じた。

「きっとこれで治るよ――サーフェ」

　年下のくせに。

　この時、少年は一人前に自分のことを愛称で呼んでいた。

　少年の、初めての医療はきっとこの瞬間だったのだろう。

　そう思うと、サーフェもまた、少年のことを名前で呼べるような気がした。

「ええ、ありがとう、グレ―――――ンンンっ!?」

　少年が両手いっぱいに、ヒツジを抱えている。

　サーフェは、朦もう朧ろうとした意識で思い出す。手乗りヒツジ。リンド・ヴルムを『眠り病』に陥おとしいれている、最大の元凶。

　鳴かないはずの手乗りヒツジが、めえ、めえと鳴く。

「サーフェ、早く元気になってね」

「い、いや、あの」

　ヒツジたちはぽんぽんと焼いたコーンのような音を立て、その数を増やす。

　サーフェは声をあげようとするが、その口にヒツジの毛が入り込んだ。

　窒ちつ息そくする。

　視界全部が、白い羊毛で覆おおわれていく。

　せめてもう少しロマンチックな夢を――と、サーフェは理り不ふ尽じんな夢に、抗議の叫びをあげたのだが。

　そんな声もまた、手乗りヒツジの羊毛に埋められていくのだった。




「―――――――ッッッっはっ！」

　そこで、目が醒さめた。

　サーフェは自分が入院用のベッドに寝ていることに気づく。最後の記憶は――スィウとの飲み会だ。つまり飲み比べの最中に、『眠り病』を発症してしまったのだろう。

「なんて……夢……！」

　頭を押さえて呻うめく。

　どれくらい寝ていた？　入院用の部屋は暗い。よく見ると、なにか動く影がある。

「……グレン先生？」

　ベッドを仕切るカーテンを開けてみる。

　どうやら時刻は夜らしい。ランタンの明かりもない中で、動く影は――ヒツジだった。

「はいよーしるばー！」「しるば、馬では？」「ではヒツジはなんと呼べばよろしいか」「やはりメリーでは」「はいよメリー！」「はいよ！」

「なにをしているんですか……」

　グレンではなかった。

　そこにいたのは、手乗りヒツジにまたがる妖精たちである。妖精たちはヒツジに手た綱づなをつけて、鞍くらを装着し、騎馬のごとく扱っていた。

　手乗りヒツジが抵抗している様子はなく、妖精たちは巧たくみにヒツジを操あやつっていた。特になにをするでもなくぴょこぴょこ跳はねているので、ただ遊んでいるだけかもしれないが。

　――ではなく。

「いけない……診療所の中にもヒツジが……！」

　サーフェが目覚めたのは幸運だろうか？　わからないが、治療をするべき診療所に病気の原因がいては本ほん末まつ転てん倒とうだ。

「グレン先生、どちらに……！」

　サーフェは下半身をうねらせ、急いで診察室へと向かった。

　持ち前の温度感知能力で、サーフェは熱源のある方向がわかる。診察室には熱源――おそらくランタンがついているのが知覚できた。近くに人一人分の熱源もある。

「先生？」

　迂う闊かつに戸を開けたことを、サーフェは早さつ速そく後悔した。

　扉からは、わらわらと手乗りヒツジたちが溢あふれてくる。さすがに悪夢で見たほどの量ではないが、サーフェの尻しつ尾ぽのあたりをふわふわと駆け抜けていった。

「きゃあ――――!?」

「あ、サーフェ？　起きたんだね。足元、気をつけて」

「先生――――ッ！　目が醒めた途と端たんにこれは一体――――ッ！」

　文句の一つでも言ってやろうかと思ったが。

　診療室にいるグレンの姿を見て、サーフェは声を失った。一心不乱に机に向かい、今の今まで書き物をしていた形跡がある。

　机の上に広がっている資料の中には、サーフェの研究メモもあった。

　そしてなにより――グレンの形ぎよう相そうが、尋じん常じようではない。

　まるで何日も寝ていないかのように、目は落ちくぼみ、顔色は青白い。血走った眼球が、グレンの鬼き気き迫る様子を伝えている。

「せ、先生……？」

「良かった。薬が効いたんだね。でもやっぱり、僕じゃダメだなぁ。これからも薬はサーフェに任せるよ」

「……まさか作ったのですか、『眠り病』の特効薬を？」

「うん。でも、まだ十数人分だけ。街の人に行き渡るように量産するのは、僕ではダメみたいだ」

　グレンは、たはは、と笑う。

　当然だ。グレンにも知識はあるとはいえ、調薬はサーフェの領分だ。そもそもサーフェがグレンの手伝いをしているのも、調薬までは彼の手が回らないとクトゥリフが判断したがゆえである。

　なのに、サーフェに投与できるほどの完成度で調合したとなれば、どれほどの労力を費ついやしたのだろうか。

「先生、ちゃんと寝てますか？」

「いやぁ……それが、薬ができるまでは眠くて仕方なかったんだよ。でも寝たら『眠り病』で起きれなくなると思って」

「っ、先生、その傷」

　グレンの肘ひじには、包帯が巻かれている。

　傷――？　違う。この位置にあるとしたら、注射痕こん？

「まさか……自分の体で実験したのですか!?　未完成の薬を！　私に飲ませる前に、自分で試して……！」

「え、あ、いや。違う違う。自信はあったよ！　おかげで今は目も冴さえて」

　危機感なく笑うグレン。

　だが、サーフェはすでに頭にきていた。何な故ぜそうして笑っていられるのか。調剤は、その配合を少し間違えただけで毒に変わる。

　効能。分量。副作用。さらに患者の種族や年齢まで。考えるべき要素は多た岐きにわたる。決して自分自身を実験台にして効能を確かめられるような、気楽なものではない。

「もっと……もっとご自分を大事にしてください！　この前、過労で倒れたばかりなのに、今度は薬の実験だなんて！　こんなことが続けば、私は心配で死んでしまいそうに」

「でも、サーフェも同じじゃないか」

　それまで笑っていたグレンの声こわ音ねが変わる。

　消しよう耗もうはしているが、グレンの目は光を失っていなかった。力のある眼光が、サーフェを捕らえていた。

「私も……とは？」

「サーフェだって、自分も『眠り病』になるかもしれないと知っていたのに、ヒツジのことを調べていただろう？」

「っ。で、でもそれは、必要なことで」

「僕もそうだよ。必要と判断したから自分に薬を試したんだ。無む謀ぼうなことをしたつもりも、楽観していたつもりもないよ。サーフェが眠る前に残してくれた研究メモがあったから、僕も薬を作り上げられたんだ――薬の完成に必要な過程だった」

「……先生」

　サーフェは言葉を失った。

　いつの間に、これほど覚悟のある目をするようになったのだろうか。夢の中で見た少年は、気づけば大人になりつつある。手のかかる弟だと思っていたのに――いつの間にか、自分にこうまで言い返すように。

　それは嬉うれしい。

　成長著いちじるしいグレンの矜きよう持じがあれば、きっと『眠り病』に打ち勝てるはずだ。

　――だが。

「さすがですね、グレン。ええ、正論です、正しいことを仰おつしやっています」

「良かった。わかってくれた？」

「うるさ――――いッ！　正論だから納得すると思ったら大間違い！　です！　それとこれとはね、別なんです！」

　グレンが正しいのは認める。

　だが、サーフェの心配をよそに、無む闇やみに突っ走っていることに変わりはない。それがグレンらしさでもあり、彼の危うさでもある。

　サーフェは尻尾をグレンへと伸ばした。あっという間にヘビの下半身に巻きつかれるグレンだが、それでも机から離れようとしなかった。

「この！　この！　乙おと女め心を解さないお仕し置おきです！」

「僕だって……心配だったんだよ！」

　もはや八つ当たりに近いサーフェの行動だったが。

　グレンは負けじと反論してきた。

「サーフェが目覚めないかもしれないと思った。いつか、リトバイトの家で君が風邪を引いた時のように……奴ど隷れい商の事件で、毒を受けた時もそうだ。サーフェだって、僕を心配させてばかりじゃないか――だから、今度も、絶対助けたかった」

「――ッ」

「僕だって、戦わなくちゃならないんだ」

「……もう」

　サーフェは尻尾を緩ゆるめ、グレンを解放する。

　彼は医者として、サーフェの予想を超えて成長している。それでも、夢で見た少年の頃と同じく、人を助けたい情熱だけは変わらない。

　自分にできることはなんだろう？

　決まっている――助手として、姉弟で子しとして、そして彼に惚ほれた女として、可能な限りついていくことだけだ。

「わかりました。先生は先生ですね」

「……うん、ごめん」

「謝ったらまた締め上げます。それで、なんで診療所はこんなことになっているのですか？」

　診療室は、すっかりヒツジに占領されている。

「いや……製薬に必要でさ。妖精たちにヒツジを捕まえてくるよう頼んだんだけど……街中が凄すごいことになっていてね。いつの間にか埋め尽くされてる」

「……まさか、街全体がこの状態ですか」

　異常事態だ。

　薬を打ったグレンとサーフェはともかく――他の住民たちは、『眠り病』にすっかり浸食されているのではないか。

「うん、そうだね――見たほうが早い」

「はい？」

「サーフェが起きるのを待ってもいたんだ。現状を把は握あくして、薬の量産を急がないとね」

　そういうことか。

　サーフェを真っ先に目覚めさせたのは、特効薬を作れる薬くす師しだったこともあるのか。

「それに――道すがら話すよ、このヒツジの正体も」

　グレンは確信をもった瞳ひとみで頷うなずく。

　どうやら、サーフェが寝てる間に、事態は大きく進行していたらしい。

　過去の夢も悪くはないと思ったが――起きたのであればやることは一つ。

　決意とともに、サーフェは外に出るグレンの後を追いかけた。




　診療所の外は、一見すると雪の積もったリンド・ヴルムだ。

　しかし、グレンは知っている。積もった雪のように見えるのは、全すべて手乗りヒツジだ。草原を埋め尽くすごとく、手乗りヒツジの群れが街に溢れている。

「こ、こんな量が……！」

「うん。現在、大量発生中。薬を打っていなかったら、僕たちもまた『眠り病』にかかっちゃうかもね」

「ま、街の人たちは……きゃっ！」

　ヒツジで見えづらいが。

　サーフェの足元に、横たわっている影がある。ウサギの耳を持つ獣じゆう人じん――ヴォーパルバニーの少女だ。闘技場で見た覚えもあるから、闘士だろうか。

「大変！　早く運ばないと」

「それは大丈夫。おーい！　こっちです！」

　グレンは、闇やみの向こうに手を振る。

　すると、街路の奥からぬっとスケルトンが姿を現した。それも二体。手にはランタンを持っており、ヒツジたちをかき分けながら進んでくる。

「こちらです。運んでください」

　二体のスケルトンは、顎がつ骨こつをカタカタと鳴らした。了承したのだろう。

　そのままヴォーパルバニーの少女を、わっせわっせと運んでいく。手慣れた様子は、すでに何人も運んでいる証拠だった。

　よくよく見れば。

　そこかしこで、ゾンビやスケルトン。さらに黒い外がい套とうをまとった影――おそらく実体をもたないゴーストやファントム――が、雪かきのようにヒツジの群れを除のけ、『眠り病』に倒れた住民たちを救助している。

「ヒツジがこれほど増殖しちゃうと、みんな眠ってしまうかと思ったんだけど……」

　グレンは感かん慨がい深く、呟つぶやく。

「この街にも、絶対に眠らない人たちがいたね」

　サーフェもはっと気づく。

　睡眠は、人間にも魔族にも――いや、全ての生物に必要なものだ。だが、生物の枠わくから外れた存在。アンデッド族ならば、『眠り病』にかかる心配はない。

　墓場街を住すみ処かとする彼らが、これだけの数、街壁の中に現れるのは珍めずらしいことだが――。

「いろんな種族がいると、緊急事態でも本当に助かるね。さ、行こう」

　ランタンの明かりに導かれるように、グレンが進んでいく。

　その先には、青白い光に照らされた知人の姿があった。鬼火ランタンがふよふよと宙に浮いて、彼女を守るように寄り添っている。

「目が醒めたようでなにより――薬師サーフェ」

「モーリーさん！」

「肯定する。その様子だと、薬は完成か？　グレン医師」

「ええ、量産はまだですが……」

　モーリーが、相変わらず考えの読めない顔で頷いた。

　墓場街の支配人は、手に持ったスコップで地面を小こ突づく。するとそれを合図に、暗くら闇やみから多くのスケルトンたちが現れた。訓練された兵士のようだ。

　アンデッドは気配がないから、闇に潜ひそまれるとグレンはなかなか気づけない。

「あの、モーリーさん……墓場街からは出ないつもりだったのでは？」

　サーフェが聞くと、モーリーは頷いた。

「肯定する。ただしそれは、我々自身の意思でそう決めただけのこと。代表代理アルルーナの正式な手続きのもと、墓場街の住人に救援要よう請せいがあった。議会からの要請であれば、墓場街区も助力を惜おしまない――いわゆる、困ったときはお互い様、である」

「そ、それで来てくださったのですね」

「アンデッドたちは、放っておくと好き勝手するからな。支配人直じき々じきに陣頭指揮である。お前たち、ヒツジを除けて道を作れ。『眠り病』治療の責任者だぞ」

　カタカタカタカタカタ――――…………！

　スケルトンとゾンビたちがスコップを持って、ヒツジ除けに励はげみだす。途中、街の住人が『眠り病』に倒れていれば、安全なところへと運び出す。

「ホテルの宿泊者以外、墓場街の住人はほぼ全て『眠り病』災害救助要員として、各自ボランティアに励んでいる。墓場街の功績として認識してもらいたい」

「わざわざありがとうございます、モーリーさん」

「我々の目当ては、墓場街の地位向上と、議会の予算獲得である。あわよくば議席も一つ二つ欲しいところ。予算が増えれば、さらに良い肉も手に入ることだろう。じゅるり」

　涎よだれなど垂たらしてないのに、口元を撫なでるモーリー。本気か冗談か判断がつかない。

　これもまた、ドッペルゲンガーである彼女の擬ぎ態たいの一種なのだろうか。

「あ、あの、どちらへ向かっているのですか？」

　浮遊するランタンとともに、モーリーが先導するかたちとなり、サーフェが尋たずねる。

　そういえばサーフェに行き先を話していなかったと、グレンは頭を搔かいた。

「花はな街まちだよ」

「花街……どうして？」

「うーんと。どこから話したらいいかな。とりあえず、『眠り病』の薬自体はすぐ作ることができたんだ。サーフェのメモのおかげでね。でも結局、手乗りヒツジがどこから来ているのか調べないと、根本的な解決にはならない」

「そ、そうですね」

　薬はあくまで対症療法だ。

　日に日に増えるヒツジたちを取り除かなくては、結局『眠り病』の患者が増える。

「だから、僕はずっとヒツジを調べていた。まあ結論から言うと、これらは哺ほ乳にゆう類るいのヒツジではなかったんだけど……」

「それはなんとなくわかりますが……では、なんだと？」

「うん。これは、ヒツジの形の植物だ」

「は――植物？」

　グレンはひょいと、その辺あたりの羊毛の絨じゆう毯たんから、手乗りヒツジを手に取る。

　よくよく見れば、ヒツジは羊毛に覆われた球体であることがわかる。

「つまりね、このヒツジの中心に、ヒマワリの種たねのような種子がある。それが羊毛にくるまれて、手足と顔――に見える部分が飛び出している。実際は、移動を補助するためにぴこぴこ動くだけの突とつ起き物ぶつに過ぎない」

「種子……タンポポの綿わた毛げのような？」

「そう！　手乗りヒツジの正体は、簡易的に動く足のついた綿毛、つまり、遠方まで種子を運ぶ植物のタネだったんだ」

　移動できない植物だが、繁はん栄えいのために種子を遠くまで運ぶ必要がある。

　たとえばアルラウネは、知性と移動手段を得、貪どん欲よくに他種族と交配することで繁栄しようとした。

　ヒツジの種子も、同じ目的で、だがまったく別の進化を遂とげた。

「種子そのものが移動することによって、生息域を拡大させる。ふわふわとした羊毛は実は綿毛であり、風に乗って移動できる。風が弱い時は、四本の足を使って移動する。集団で固まれば水路さえ渡れるんだ」

　羊毛に隠れた種子を、より遠く、より広く運ぶために。

「昔、ヒツジの生なる木を、図鑑で見たことがあったよ。それによれば、その木から羊毛も肉もとれるんだってさ。さすがに植物から羊肉はとれないだろうから、ただの伝でん承しようだと思っていたんだけど――まさか、ヒツジの形の種子をつける植物だった、とはね」

「わ、私も知っています。アレは確か――バロメッツの木」

「そう。手乗りヒツジの正体は、バロメッツの種だ」

　グレンは考える。

　きっと『眠り病』も、バロメッツが進化の過程で獲得した機能なのだろう。自力で移動する力を得たといっても、ヒツジ一匹の力では外敵に対抗できない。果実として食べられることで種を遠くに撒まき、繁栄する植物もいるが――バロメッツはその方向で進化しなかった。

　むしろヒツジに触れた外敵を『眠り病』で眠らせることで、ヒツジ種子の安全を確保しようとしたのだ。患者が眠りながら、生命維い持じに必要な行動をとっていたことを考えれば、ただの睡眠とは違う――ある種の催さい眠みん状態なのかもしれない。

　回りくどい進化だ。

　その存在がほとんど知られていなかったのも、この遠回りな進化が、結果的に、むしろ逆に種しゆの繁栄の妨さまたげとなったのではないか。

　大きすぎる肉体ゆえに絶滅しかけているギガス族のように。

「で、でも、バロメッツの木なんて一体どこに？　植えられていたら気づくでしょう」

「覚えてない？　アルルーナさんがさ、最近、花街の花壇を荒らす不届き者がいるって言ってたでしょ？」

「あ」

　モーリーの案内で、花街へと到着する。

　花街もやはり手乗りヒツジだらけではあったが、中央の花壇はヒツジが除けられていた。周囲にはオーガの隊長を始め、花街所属の警けい邏ら隊が並んでいる。

　出迎えたのは、アルルーナだった。

「うむ、来たのう？」

「えっと……あの、これは」

「気にするな。自力で動くのは時間がかかる故ゆえ、こうして運ばせておる」

　アルルーナは、数人の男性使用人に球根のような下半身を持ち上げさせている。まるで神み輿こしのようだった。使用人らは、アルルーナの指示によって彼女を下ろすと、背後に整列した。

　――それは構わないのだが、種族もバラバラの使用人たちが、美形で統一されていることだけが、グレンの気になった点である。

「気に入った男性を配下にし、時には夜よ伽とぎさえさせる――記録にあった通り。議会代表代理アルルーナ・ルーナ。その在あり方は、為い政せい者しやにしては快楽的過ぎるのでは？」

「む。新しい支配人とはお主か。先代モーリーの名を使っておるらしいな」

「初対面。しかし、アルルーナのことは記録で知っている」

「わしの生き方に口を出すのは感心せんが……まあよい、緊急事態じゃ。助力に感謝する」

　アルルーナが、蔓つるを伸ばしてモーリーと握手した。

　不定形生物であるモーリーと握手すると、じゅる、という音が響いたが、お互いにそれを気にした様子もない。

「それで……バロメッツは？」

「むろん、花街の大花壇じゃ。見てみるがよい」

　花街の象徴でもある、巨大な中央花壇。

　一見すると、なにもないかのようだが――よく見れば、花壇の土から、ぽこぽこと白い綿毛が湧わいているのが見える。

　花壇に現れた手乗りヒツジは、他の草花をかき分けて、花街のヒツジの群れに紛まぎれていくのだった。

「地下……!?」

「どうやらバロメッツの種は、地中から現れるようじゃ。外からはわからんのじゃな。植物である以上、花や茎くき、葉もあるじゃろうが――それは大花壇の他の草花にまぎれているんじゃろう」

「種子が、地下から出てくるだなんて……？」

「自分で動けるヒツジの種子じゃ。だが、そうなるまでは地下の方が安全なのかもしれんのう。また、調べたところ、特大の種子が埋まっておることがわかった」

　よく見れば、警邏隊が花壇を掘り起こしている。

　孤児院の子供たちや、花街で働く娼しよう婦ふたちもいた。彼らは花壇の元からの植物を鉢はちに植え替え、安全な場所へ運んでいる。皆、マスクをしているのは『眠り病』に対する予防だろう。

「皆、花壇を大事にしてくれておるな。善よきことじゃ」

　アルルーナは微笑ほほえんだ。サーフェも思わず笑顔になる。

「そうでしょうか。皆、アルルーナさんのことが好きなんですよ」

「……わしの？」

「ええ。もちろん。貴女あなたは男好きでダメな女性ですが、それでも誰かのために力を尽くせる人です。私も薬師として、アルルーナさんのことが好きだし、尊敬もしていますよ」

「ふん。小娘のくせに言いよる」

　アルルーナはそう言うが、照てれ隠しなのは明白だった。

　掘り起こし作業はすでに佳か境きようだ。指揮をとるオーガの隊長が、手を上げて作業を中断させるのが見えた。

「大将！　特大の種子が出てきます！」

「うむ！　戦えぬものは屋内にひっこむがよい！　眠いものは寝てもいいぞ、ベッドは山ほどあるゆえな！」

　警邏隊が下がると同時に、花壇が揺れた。

　白い綿毛が、土を振り払って盛り上がるのが見える。手乗りヒツジ――などというレベルではない。巨大なゾウほどもあるヒツジが、その頭を天に向けて口を開けた。

　鳴き声はないが、グレンにはそのヒツジ――バロメッツの咆ほう哮こうが聞こえる気がした。

「こ、これも種子なんですか!?」

「これも……というより、これこそ種子の本体じゃろうな！　ここまで大きいとは思わんかったが。こいつから小さい手乗りヒツジが生まれ、散らばるわけじゃ」

　よく見れば、バロメッツの背中に、申し訳程度に茎と花がくっついている。

「いくらなんでも大きすぎます。背中の茎や葉だけで、栄養を賄まかなえるとは思えません。これは一体……」

「ふん。どこぞの手の者かは知らぬがな、この街で騒そう動どうを起こしたいものがいたようじゃ」

　グレンの疑問に、アルルーナは鼻を鳴らし。

「ほれ、サーフェ、いつだったかお主に依頼をしたじゃろ。農園で使う生育剤」

「え、ええ。効きすぎるので封印していたものですね……ま、まさか！」

「気づいたら農園から盗まれておったわ。いやあ、失敗したのう……！」

「ちゃんと管理してください――――っ！」

　サーフェがアルルーナの蔓をぎゅうううと握る。先ほど尊敬していると言ったのはなんだったのか。

　頭部の花が少し萎しおれて、しゅんとしている。アルルーナも反省しているようだ。

　花街の警邏隊は、バロメッツと対たい峙じしていた。バロメッツは自分の白い体毛から、ぽんぽんと小さいヒツジを射出する。荒あら事ごとに慣れている警邏隊も応戦はしているが、ヒツジに触れると眠ってしまうこともあって迂闊に手が出せない。

「マスクでの予防も限界があるからのう」

「羊毛を吸い込むのは防げても、そこから散る眠りの粉は防ぎきれません。戦いが長引くと不利でしょう」

「うむ」

　グレンの言葉にアルルーナは頷く。

　今まさに、警邏隊の一人――猫型獣人ケットシーが、顔面に手乗りヒツジを浴びて、倒れるように眠ってしまったところだった。戦闘中にもかかわらず身体からだを丸くして寝てしまう。

　そんなケットシーのもとに、スケルトンやゾンビらが駆けつけて、安全な場所へ運びだす。警邏隊は攻めあぐねる中、次々と人員を失っていく。

「こいつさえなんとかできれば……おい二代目よ。アンデッドどもは」

「すでに元兵士の経歴を持つスケルトンらには、戦闘を命令済み。しかし切り倒すよりも燃やしてしまうほうが簡単と提言」

「却下じゃ。見よ、バロメッツがぽんぽんと小さいヒツジを撃ちだしておる。火がついた状態であんなことをされてみよ、花街が火の海ぞ」

　アルルーナが声を荒らげた。

「ならば特に代案なし」

「手詰まりじゃな……グレンよ、なにか良い案はないか」

「そう言われても、そもそもなにをすれば撃退できるのか……」

「背中の花を切り落とせばよい。所しよ詮せんは種で、本体は背中から伸びる花のほうじゃ。素早い動きで近づけばなんとでもなろう」

「っ。素早い動き、それなら……」

　グレンには一人、心当たりがある。身内だ。

「スィウは、今どこに……？」

「ここにいるで御ご座ざるぞ――――ッ！」

　グレンの背後から、声。

　振り返れば、角つのを生はやした異国装しよう束ぞくの妹。腕に担かついでいるのは、人間の男二人だった。何故かゴザで簀す巻まきにされており、気絶している。

「アルルーナ殿！　ご命令通り、花壇を荒らしていた不ふ埒らち者ものを捕まえたで御座る！」

「おお、新人の割に早いのう……」

「前職も警けい固ご役で御座ったゆえ！」

　どさ、と荷物のように二人の男を転がすスィウ。

　見たところ野盗のような風ふう体ていだった。どれほど強い一撃を受けたのか、すっかり気絶して抵抗する気配もない。

「こ奴やつ等らがバロメッツを花壇に植えたわけじゃな。だが当初の騒動では足らんかったのか、農場の生育剤を持ち出し、バロメッツの異常成長を促うながしたのじゃ」

「い、一体なんのために？」

「さあ？　だが野盗が希少植物の生態を知るわけもない。裏から手を回したものがおるんじゃろうな」

　野盗どもから、わずかではあるが呼吸が聞こえる。後で話を聞くことは可能だろう。

　サーフェが尻尾で男どもを運び、適当なところに縛しばりつけていた。目を醒ました時に逃げられないための処置だ。

「でも、丁ちよう度どいいところに。スィウ。やってほしいことがあるんだ」

「あの、ばろめっつ？　とかいう大物で御座るな！　お任せあれ！」

「……無茶は駄目だよ」

　グレンが不安になって告げると、スィウは委い細さい承しよう知ちとばかりに頷いた。

　スィウは、腰の刀かたなを抜く。メメが研といでくれたおかげで、その切っ先は夜であっても月光を反射しぎらりと煌きらめいた。

　鬼の特徴が、肉体に強く発現したスィウ。

　だが、その運動能力は発熱と表ひよう裏り一いつ体たいだ。全力での運動では、すぐ全身に熱が回って倒れてしまう。グレンでさえ、その症状を『鬼き変へん病』による発熱だと勘かん違ちがいしたほどだが。

（――なにか、おかしい……？）

　今のスィウに、発熱の様子はない。

　では、彼女はどうやって野盗らを捕まえた？　スィウの相手にならないとはいえ、捕り物くらいはあっただろう。刃やいばも交えずに倒したというのか？　そんなバカな。

「医師グレン。この角の生えた娘は？」

「あ、い、妹です。スィウといいます。最近こちらに来て」

　面識のなかったモーリーが、スィウを見てうんうんと頷いた。

「妹。登録、身体スキャン完了。なるほど。身体能力が理想的、バロメッツに対しても一打を加えられると予想する。成功確率八十二パーセント。精度を上げるために我々も、確度の高い作戦に助力しよう」

　がぎん！　と金属音。

　モーリーの持っているシャベルの先端が変形し、あたかも片刃の槍やりのように変わった。ぐるぐると振り回す。

「妹スィウ。我々が種子を弾はじき飛ばす。手乗りヒツジを避よけバロメッツに到達せよ」

「だ、誰で御座るかこの顔色の悪い御ご仁じんは！　きょんしー!?」

「墓場街支配人モーリーである。より正確に言うなら、医師グレンの愛人志望者である。気軽に『お姉さま』と呼ぶことを許可する」

「この街のお偉えら方がたは皆、変人な上に兄者を狙ねらって御座るな！」

　呆あきれたように言うスィウ。

　グレンも頭を抱えたい気分だ。なんだ愛人志望って。サーフェの視線がびしびしと刺さる。

「アルルーナ様！　スィウ、参る！」

「構わぬ。行くがよい！」

「御ぎよ意い！」

　しかし兄の気など知らずに、スィウは声をあげる。

　そのまま巨大ヒツジに向かって駆け出す――と、思ったのだが。

「あれ？」

　走らない。

　ゆっくりと、すり足で進んでいく。

　刀に軽く手をかけ、腰を落とす。距離を測りつつ慎重に進んでいく。

　むしろモーリーが先行し、バロメッツが吐き出すヒツジ型種子を弾き飛ばした。しゅるしゅると伸ばされる木の枝は、シャベル型の槍でもって斬きり裂いていく。

　スィウはそれでも走らない。
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　よくよく見れば、スィウは目を閉じていた。それでもゆっくりと、バロメッツのほうへと向かっていく。

「むっ！」

　バロメッツが、スィウらを認識した。

　ポップコーンのように、羊毛から手乗りヒツジたちが飛び出してくる。先行するモーリーは軽い動作で払いのけた。『眠り病』になる心配の要いらない彼女は、どれだけ粉が散っても気にしない。

　むしろ、弾だん幕まくのように放たれるヒツジからスィウを守る――が。

「謝罪する。二匹ぬけた」

　淡たん々たんとモーリーが告げる。

「よけて、スィウ！」

　サーフェの悲鳴があがる。

　その言葉に反応した――わけでもないだろうが、スィウはまるで見えているかのようにひょいと首を傾けた。必要最小限の動きで、ヒツジ種子を回避する。

「目を閉じているのに……見えている？」

　不思議な光景だ。

　スィウは、バロメッツからぽんぽんと射出されるヒツジ種子も、なんなく躱かわす。

　それも、首を傾けたり、足を少し上げたり、あるいは身体をわずかに斜ななめにするなど――それこそ熟練の武芸者のごとく、無駄な動きが一切ない。

　全てを紙かみ一ひと重えで回避していく。

　何故？

　力任せの印象が強いスィウとは、まるで別人のような動きだ。

「……そうか」

「先生？」

「わかった。スィウは、発熱しないように戦ってるんだ」

　やっとグレンは気づく。

　激しい運動をしてしまえば、鬼であるスィウは発熱を避けられない。

　ゆえになるべく身体を動かさぬよう、最小限の動きのみで敵の攻撃に対処している。

　いつの間に、そんな高度な技わざを身につけたのか。

　グレンが『眠り病』に関して調べている間に、スィウもまた新しい技を習得していたのか。

「むっ……！」

　モーリーが顔を上げる。

　巨大ヒツジが、その頤おとがいを天に向けた。口が開く。

　ここでグレンは、不思議なことに気づいた。

（そういえば……）

　ヒツジを観察する。なにをしようとしている？

（なんで、彼らには頭部がある？　ヒツジの形をした種子だ。移動するために足があるのはいいとして……頭部は飾り？　そんなわけはない。あの器官は、なんのために……）

　グレンは考えて――はっと気づいた。

「皆さん、耳を塞ふさいで、伏せて」

「なに？」

「早く！」

　グレンの指示が飛ぶ中、巨大ヒツジはその顔を高く持ち上げ。




　おおおおおおあああああああ―――――………………ッ！




　甲かん高だかい鳴き声を上げた。

　同時に、綿毛が大量に宙に舞う。姿勢を低くしていたグレンらはともかく、間に合わなかった警邏隊は軒のき並なみ倒れてしまった。

「な、なんじゃこの声は！」

「……音波です！　眠りの粉を、この音波で飛ばしていたんです！」

　指向性のある音によって、綿毛――粉を狙った相手に飛ばす。

　まるで動物のような行動だが、バロメッツに、脳や明確な思考があるとは思えない。

　たとえばオジギソウは、外部からの刺激によってその葉を閉じる。同じように、外部刺激によって反応する生態なのかもしれない。

　同じ機能は、小さいバロメッツたちにも備わっているだろう。

　跳ねるような手乗りヒツジたちの動きにも納得がいく。地面に足がつくという外部刺激を受け、小さな音波を足元に射出して、跳ねる。動物のようだが、あくまでも植物としての反射的行動に過ぎない。

　――もっとも衝撃波を飛ばす植物など、聞いたこともないのだが。

「……不覚。我々ともあろうものが、情けない」

　鳴き声を至し近きん距離で浴びたモーリーが、その形を溶かしていた。眠ることはなくとも、衝撃波のせいで体型の維持ができなくなったのかもしれない。

　スライム状になった体で、バラバラになった骨を拾い集めている。再構成にはそう時間はかからないだろうが、戦闘中には致命的だ。

「スィウは……!?」

　グレンが妹を見やる。

　彼女は、グレンの指示が届いたようで、ちゃんと両耳を塞いでいた。

　姿勢を低くしつつも、歩みを止めない彼女は、既すでにバロメッツの足元にまで迫っている。

「スィウ、頼んだよ――っ！」

　グレンの声。

　耳を塞いでいるはずなのに、スィウは確かに、大きく頷いたのだった。




　スィウにはわかる。

　周囲の空気の流れ、物の動き、気配。

　目を閉じていてなお、世界が見える。その秘密は――角だ。

　鋭敏な感覚器官となった角を介かいして、世界を理解できる。目を閉じていても、空気の流れを角で感じることによって、あらゆる気配を察さつ知ちする。

　元より素質はあった。武術を学ぶ過程において、他者の気配を感じる術すべも体得していた。なんのことはない、肌はだで感じていたものを、角を介して感じ取ればいいだけだ。

　神経が通い敏感な角は、むしろ今は世界を視みるための、スィウにとってもう一いつ対ついの目となっていた。

　ヒツジの種子が来る。

　わずかに体を傾けて躱す。

　目で見ている時よりも、不要な情報が削そぎ落されている。自分の周りの空気の流れだけが、角を中心としてよくわかる――独特の感覚。

　自分は、鬼に変わった。

　それゆえ、故郷にはいられなくなった。

　密命を帯びて、このリンド・ヴルムに来た。

　全ては『鬼変病』のせいだ。だが、鬼であるということは、この街ではなんら特別なことではなかった。アルルーナも、オーガの隊長も良くしてくれる。

　種族が、出しゆつ自じが、外見が違うことは、この街では当然のこと。

　スィウは、角が生えて初めて――『鬼変病』となった自分の体に。そしてこの身体を授けてくれた、名も知らぬ先祖に感謝した。

（スィウは……）

　目を閉じ、バロメッツの攻撃を避けながらスィウは思う。

（スィウは新しん参ざん者もの。でも、この街が大好きで御座る。アルルーナ様、隊長、姉者、メメ殿、アラーニャ殿。そして兄者。なんと住み良い街で御座ろうか）

　兄は医者だが。

　スィウは勉学も不得意だし、そもそもじっと座っていることが苦手だ。それに、身体を動かさなければこの身に溢れる鬼の力を持て余してしまうだろう。

　ならばそれでいい。

　今は、リンド・ヴルム警邏隊。

　この街で起こる騒ぎを鎮しずめるのが、自分の役割だ。それは兄と形は違えど、誰かを助ける尊い役目であることに違いはない。

（この街は……スィウが守るで御座る！）

　バロメッツが再び、頭を上げた。

　スィウの動きを外部刺激として、反撃を試こころみる。

　また、あの衝撃が来る。だが、同じ攻撃を二度も許すほど、スィウは甘くはない。

「スィウ・リトバイト――いざ、参る！」

　スィウが目を開けた。

　刀を抜き放ち、地を蹴けって飛び上がる。鬼の筋力が可能にする異常な跳ちよう躍やくは、スィウをバロメッツの背中まで運んでくれた。

　背中にあるのは――巨体からは思いもつかない、ごくごく普通の白い花。




「覇ハぁぁ―――――――ッ！」




　裂れつ帛ぱくの気合いとともに。

　スィウが横よこ薙なぎに、その花を切った。本体である花とバロメッツが分離したことで、バロメッツはふらふらと倒れ込む。

　花壇へと着地するスィウ。

　スィウが切り落とした花が、少し遅れてはらりと地に落ちた。

　植物であるバロメッツは悲鳴をあげなかった。花を断たれたせいだろうか、巨大ヒツジの羊毛が、手乗りヒツジとなって我われ先さきにと逃げていく。

「スィウ！」

　兄が駆け寄ってくるのが見える。

　スィウは刀を鞘さやに納めてから、兄に向き直る。

　皆も笑顔だ。スィウのこれまでの鍛たん錬れんが、見事にバロメッツを破ったのだ。鬼になる前も後も、ひたすらに剣の道に邁まい進しんしてきた、その成果だ。

　兄のように。

　自分も誰かを助ける仕事に就つけただろうかと、スィウは息を吐いて。

「――――ッ!?」

　それは、稲いな妻ずまのようだった。

　スィウの額ひたい――正確には角を、引き裂くような痛みが襲おそった。

「うっ、ぐっ……!?」

　グレンがなにか言っている。

　しかし頭の痛みが、グレンの言葉を正確に伝えてくれない。スィウはたまらず額を押さえた。

　痛い。

「ぐっ……あっぁぁあ――――ッ！」

　武芸者にあるまじき悲鳴だけが、スィウの痛みを他の者に伝えるのだった。




　スィウが、頭を押さえて倒れ込む。

　その様子を、グレンははっきりと捉とらえた。

（なにが起きた……!?）

　スィウに駆け寄りながらも、グレンは冷静に医者としての思考を続けていた。

　まず疑ったのは、バロメッツの反撃によって外傷を受けた可能性だ。しかしスィウは飛んでくるヒツジを避けていたし、音波も防いでいた。傷を負ったとは思えない。

　加えて、『眠り病』にかかった疑いも持ったが――それも違う。スィウは額を押さえながらも、うめき声をあげ続けている。眠いわけではない。

「ぅぅ……！　あ、兄者ぁ……！」

「スィウ！　大丈夫？　喋しやべれる？」

「あ、頭が！　頭がいた……い……ッ！」

「頭？」

　グレンはスィウを支え、その頭部を見た。

　患部と思われるのは、やはり角だ。グレンはスィウの手を除け、角を見る。

　角の先端が、赤黒く出血していた。

「皮ひ膚ふの内出血……！」

「うぅぅぁぁあぁ！」

「スィウ、落ち着いて、大丈夫だから。サーフェ！　痛み止めを！」

　優秀な薬師は、すぐに這はい寄ってくる。

「こちらに」

「ありがとう！　スィウ、ちょっと冷たいよ……！」

　瓶びん詰づめの液体。わずかに白はく濁だくした薬を、グレンはスィウの角に塗り込んだ。とろりとした薬が、グレンの手を通じて皮膚に浸透していく。

「うっ、あうぅぅ……っ！」

　グレンは薬を塗りながらも、観察を続ける。

　角の先端にある内出血――、原因はなんだろうか。

　打だ撲ぼくや、角の骨折を疑ったが、先ほどの戦闘でそんな衝撃を受けた様子はない。よくよく見れば、出血しているのは角を包んでいる表皮であることがわかる。

「何事じゃ」

　ただならぬ気配を察してか、アルルーナやモーリーも駆け寄ってきた。

「怪け我がでもしたか。すぐに運ばせよう」

「否定する。先ほどの戦闘において、スィウの受けたダメージは皆かい無む。我々はすぐ近くで援護に徹していたからわかる――医師グレン、状況の説明を」

　グレンはこくりと頷いた。

　スィウはまだ痛みに呻いているが、痛み止めのおかげか、暴れる様子はない。

「おそらく……角が皮膚を突き破ろうとしています」

「なんじゃと？」

「想像ですが――鬼の角は、子どもの時点では外皮に守られていますが、成長に伴ともなって徐じよ々じよに外皮がはがれ、骨こつ質しつが剝むき出しになるのでしょう。ですが、まだ皮膚が剝はがれる準備ができていないうちに、角が大きく成長してしまったのではないかと」

　角がその鋭い先端で、内側から皮膚を刺す。

　成長に応じて、皮膚も柔らかくなるならばいい。だが今のスィウは、まだ準備のできていない外皮を、伸びすぎた角が刺し、皮膚の中で出血、血が凝こり固まっていると考えられる。

　痛いに決まっていた。

「急な運動で内出血が進んだのかもしれません」

　スィウは、角は敏感だと言っていた。

　他の部位ではなんてことはない内出血でも、角に起きたことから痛みをより強く感じている可能性もある。

「先生、処置はどのように？　痛み止めで対処しますか？　それとも角を切除……？」

　サーフェの言葉に、スィウがびくりと震えた。

　角が痛みの原因なのだから、角を切り落とす処置も当然考えられる。スィウの頭には、ウシやヤギの除じよ角かくが浮かんだかもしれない。

　家畜の角を取り除き、性質を温和にさせることを除角という。

　しかし、例たとえば牛の角には血管や神経が通っており、除角の際には出血と痛みを伴う。角を切除した痕あとには焼きゴテで止し血けつをする――あくまで牛の場合だが。

　除角の際、ウシは大きく暴れ、悲痛な鳴き声をあげる。故郷でもたびたび行われていたことだ。家畜に行う、痛みを伴う処置をされるとなれば、スィウでなくとも平静ではいられまい。

「……いや」

　グレンは首を振った。安心させるためにスィウの頭を撫でる。

「必要なら除角も止やむを得ないけど、今はしなくて大丈夫」

「で、では……」

「むしろ、皮を破ります」

　グレンに迷いはなかった。

「いずれにせよ成長の過程で、外皮は剝がれていくんだ。だったら今剝がしてしまったほうがいい。手術の必要もないよ」

　スィウの場合、角の成長が早すぎただけである。

　ならば角を切り落とすよりも、正しい成長を促したほうが早い。

「アルルーナさん、出血が予想されます。どこか広くて水の使える場所は？」

「浴場を使え。花街ゆえな、最新設備の良い浴場じゃぞ」

　ありがたい話だ。こういう時は、清潔な水が供給されるリンド・ヴルムの水道設備に感謝したくなる。

「警邏隊の皆さんも、怪我をされた方は浴場で処置をします！　自力で動ける方は移動してください！」

　幸い、怪我人は皆、ヒツジ種子の突起でわずかに切り傷を作ったり、種子がぶつけられてアザになったりしたくらいのもので、大したことはないようだった。

　バロメッツの脅きよう威いが『眠り病』をまき散らすだけであること、また墓場街の協力のおかげもあるだろうが、やはり根本的に警邏隊は練れん度どが高いのだろう。

　一番の重症者は、スィウということになる。

「花街……いや、リンド・ヴルムを助けてくれた娘じゃ。頼むぞ、グレン」

　腕を組み、アルルーナが告げる。

「もちろんです――誰であっても、必ず」

「頼もしいことじゃ」

　スィウが、グレンの腕の中で、小さく呻いている。

　痛みは激しいようだが、その目からは力が失われていない。グレンはサーフェやモーリーらの先導に従って、スィウを抱えて浴場まで進んだ。

　火事場の馬ば鹿か力ではあろうが――妹を抱えられるほどの力が、自分にあったことに驚くグレン。

　角が生えていないだけで――やはりちゃんと自分の中にも鬼の血が通っているらしかった。




　スィウの治療に当たり、邪魔になりそうな鎧よろいなどの武具は全て外した。

　そのまま浴場の床に布を敷いて、スィウを座らせる。スィウの体を後ろからサーフェが支えてくれた。

　グレンはスィウと向かい合うように、膝ひざをつく。

「先生。妖精さんと墓場街の皆さんが、診療所の道具を持ってきてくれました」

「うん。助かるよ。軽傷の人たちは……あ、自分で処置してるね」

　警邏隊の隊員たちは、各おの々おの勝手に包帯やら消毒液やらを持ち出している。

　軽傷ならば、自分たちでさっさと済ませてしまうことが多いのだろう。

　驚くべきことに、その応急手当てにモーリーも参加していた。迷いなく働く様子を見ると、応急処置にも知識があるらしい。それとも新しく学んだのか。

　念のため警邏隊には、軽傷であってもあとでグレンの診察を受けてもらうとして――しかし現状、優先して対処するべきはスィウだ。

「先生。しかし、角の皮膚を破るなんて、私やったことがなくて」

「簡単だよ――まずは、角の皮膚を薬でふやけさせる」

　幸い、清潔な水は浴場に多くある。

　グレンは桶おけにサーフェお手製の塗り薬を入れ、水を混まぜた。ぬるりとした感触がグレンの指にまとわりつく。

　そのまま手にとって、スィウの角へと塗りつけていく。

「んっ……ぐっ……あっ、はっ」

　スィウの眉まゆがぴくぴくと動く。

　痛みを引かせるため、先端から徐々に額へと、薬を塗りつけていく。とろりとした液体なので、肌に馴な染じみやすいのがいい。

　たっぷりと塗りつけているため、薬液は垂れ落ち、鼻にまでかかってしまう。目を閉じて痛みに耐えているので、スィウは顔にかかる、わずかに濁にごった液体に気づいていないかもしれない。

　両方の角をしごくようにして、薬液を馴染ませる。

　それを繰り返していくと、スィウの表皮がふやけていく。表面は柔らかくなり、グレンの指の動きに合わせて形を変える。水分を吸って肌がゆるんできたのだ。

「どう、スィウ、まだ痛い？」

「んっ……！　ふぁっ、ま、まだちょっとピリピリするで御座るが……あまり痛くは……！」

「そうか。もう少し揉もんでおくね」

　グレンは更さらに薬液を増やす。

　痛み止めのほか、摩ま擦さつをなくして角が皮膚を破るのを助ける効果もある。グレンは角を握り、しっかりと上下に擦こすりあげていく。

「んんっ！　あ、ひゃっ！」

「ごめん、辛つらいかもしれないけど我が慢まんしてね」

「んっ！　あぅ！　しょ、承知っ……！」

　ぬるぬるとした薬液の効果で、グレンの手も激しく動く。

「あっ、うぁっ！　はぁぅッ！」

　いい感じだ、と判断した。

　スィウは薬の効果か、どこかぼうっとした顔だ。

　この様子では痛みはだいぶ取り除けたことだろう。

「スィウ、ちょっと早くするよ」

「へっ――あぅっ！　ひゃっ！　んん！」

　スィウの体がびくびくと跳ねる。

　少し不安になるが、サーフェがスィウの肩に両手を、足に尻尾を軽く巻きつけているので、問題はないだろう。

　グレンは力をこめると同時に、スィウの角をこする速度を上げた。十分に薬でふやけた皮膚は、多少力を強くしても、グレンの指に吸いついてくる。

「こうすれば、そのうち皮膚が破れてくる」

「脱皮のようですね」

「うん、まあ、近いかな」

　皮が剝けるという点では同じようなものだ。

　二本の角を同時にしごくのは刺激が強いだろうと判断し、グレンは左手でスィウの角を擦る。

　擦っていくうち薬液が足りないと判断すれば、また桶から掬すくい取る。

「んっ、あっあぁ……！」

　ごしごしごしごし。

　力は入れすぎず、かといって弱すぎず。

　スィウが痛がらないように、ちょうどいい部分を探りながら、グレンは手の力を加減していた。

「はぁぅ、あっ、んんっ……！」

「良いんですよ、スィウ。ゆっくり息を吐いて。そう。楽にしてくださいね」

「んあぁぁ……！」

　スィウの目はとろけ、どこか夢見心地だ。

　先ほどからサーフェがスィウに囁ささやきかけている。この痛み止めの薬液は、副作用で眠気を誘発する。

　実際には角の刺激があるから眠ることはできまいが、夢見心地の中で処置が終わるのはいいことだろう。

「んっ！　ふっ！　あぅぅ！」

「よし、そろそろ……」

　皮はふやけ、伸びきっている。

　グレンは更に強く、スィウの角を握った。

「んんんぁぁぁぁ――――――ッ！」

　スィウが一瞬、甲高い声を上げる。

　それと同時に、皮膚の破れる音がした。グレンの手の中にある角が、皮膚を貫つらぬいてその鋭い骨質を覗のぞかせている。

「皮膚が剝けた。よし、どんどん剝いていくよ」

「んっ」

　ここからは、丁てい寧ねいに。

　グレンは卵の薄皮を剝くように、スィウの角の皮膚をはがしていく。出血はあるが、少量だ。もう少し角の成長が遅ければ、角の皮膚は痛みも出血もなく自然に剝がれ落ちたことだろう。

「んんっ……ひゃっ、うぁ……っ」

　皮膚が剝がれたばかりの角は、より一層敏感だろう。

　元々が、目を閉じていても周囲の様子を捉えられるほど鋭敏な感覚器官なのである。

　グレンはなるべく角に触れないように、しかし皮は剝かなければならないので、繊せん細さいな手つきで少しずつ進める。

　角の先端から付け根――額までゆっくりと。

　もちろん、薬液の補充も忘れない。グレンはスィウの前髪をかき上げ、治療を進めやすいようにする。

「よし――仕上げだ。スィウ、動いちゃだめだよ」

　大半の皮を剝いてから、グレンは妖精に合図。妖精は数人がかりで、手術用ナイフを運んでくる。

　手で剝くだけでは、角の付け根にささくれた皮膚が残ってしまう。グレンは付け根に手早くナイフを走らせ、痕が残らないように成形した。
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「ふっ……はぁ……はぁ、はぁ……！」

　スィウは悶もだえ疲れたのか、息を吐いてサーフェに寄りかかっている。

「良かった、ちゃんと終わりましたね」

「あっ……お、終わり……で御座る？」

「いいえ。まだ左の角が残っていますよ」

「あぅぅぅ……！」

　グレンは、角についた血や薬液を拭ふき取っていく。

　皮膚を剝がされた角は、まるで象ぞう牙げのように白く輝いている。

　角は哺乳類によって微妙に異なり、一生伸び続けたり、逆に一年で生え変わることもある。スィウの角はどれに当たるだろうか。血管や神経があるので牛の角が近いと思われるが、皮膚を被かぶったまま成長するのはシカの角と同じ特徴だ。

　これからも経過観察が必要かもしれない。

「よし、じゃあ続きだ」

「ひゃっ、あっ」

　グレンから見て右側の角に触れる。

　要領は先ほどと同じだ。たっぷりと薬液をつけてから、スィウの角をしごきあげていく。

　スィウは刺激に我慢できないのか、膝を擦り合わせ、その刺激のやり場を探しているようだった。

「ひゃっ、は、ううぅぅんんんん―――――ッ！」

　やがて、左の角も皮を突き破る。

　浴場では一ひと際きわ甲高い声が響き、警邏隊の面々やモーリーが何事かとスィウを見た。

　バロメッツを撃退した、警邏隊の功労者。スカディが遠征から戻ってくれば表ひよう彰しようされるほどの働きぶりだろう。

　それが妹だと思うと誇らしい。

　両方の角を全て剝き終わり、スィウの額にはぴかぴかの二本の角が現れた。

「ぁう……あっ、はあ……」

　肩で息をするスィウ。

　頭の激痛のせいか、その後の処置のせいかはわからないが、スィウの目にはうっすらと涙が浮かんでいた。

「お疲れ様。頑張ったね、スィウ」

「こ、これくらい……とーぜん……で、御座る」

　強気に拳こぶしを作る――ことはできなかったようで、くたりとスィウはその身体を浴場に横たえた。

　そのまま眠り込んでしまいそうだ。サーフェが本当の妹のように、スィウの頭を撫でた。

「グレン医師、終わったか？」

「あ、はい」

　いつの間にか、モーリーがグレンの傍に来ていた。

「アルルーナが招集している。他の警邏隊を診察したらすぐに来てほしいとのことだ」

「？　構いませんが、何故」

「花街の花壇を荒らしていた野盗どもが、尋じん問もんの結果、黒幕を吐いた。グレン医師にも聞いてほしいらしい」

「尋問？　では手当てを……」

　褒ほめられたことではないが、拷ごう問もんや尋問では肉体的苦痛を伴うだろう。

　アルルーナにしてみれば、街を守るために必要な行おこないだろうが――医者のグレンはその是ぜ非ひの前に、怪我人の治療に当たる。たとえ街にバロメッツを持ち込んだ野盗だろうと、必要があれば治療する。

「その必要はない。アルルーナのことだ、いかがわしい手段で自白させたことが容易に想像できる。暴力は用いていない可能性が高い」

「ああ……」

　半なかば洗脳に近い形で、アルルーナに迫られたことを思いだす。

　彼女の花粉は劇的に効くだろう。特に男性には。

「では――鬼が出るか、蛇じやが出るか、ということですね」

「？　どちらもそこにいるが」

　モーリーは、サーフェと、眠り始めたスィウを指す。

「ああ……いえ、東の諺ことわざです。なにが起こるかわからない、という意味で。どちらかといえば悪いことが予想されるときに使いますが」

「なるほど。新規用語登録完了。鬼が出るか蛇が出るか。用法、発音ともに完かん璧ぺき。大陸公用語以外にも、地方特有の言語体系も習得していく」

　モーリーは表情を一切変えずに、何度も頷いた。

『眠り病』への対抗策は完成した。

　医者としてのグレンの仕事は、ここで終わりだ。薬をサーフェの力で量産すれば、眠りに落ちた住人たちも徐々に目覚めることだろう。

　だが、リンド・ヴルム議会としての仕事は、むしろこれからだ。

　街一つを丸ごと眠らせる脅威を街に持ち込んだ者。それを画かく策さくしたのが誰なのか。突き止めなければならないだろう。

「――鬼でも蛇でも、ヒツジの木でも、この街なら受け入れそうであるが」

「ああ、そうですね」

　グレンは苦笑する。

　まさに受け入れてもらった鬼の娘は、サーフェの下半身を枕に、くうくう寝息を立て始めるのであった。














　幕間　東の長兄









　ソーエン・リトバイトは、うんざりしていた。

　執務室では、ソーエンの上司が厳いかめしい顔で睨にらんでくる。ソーエンは彼の秘書として、ここ数年仕事を共にしていたが。

　今日はその数年で、最も上司の機嫌が悪い日だった。

「ソーエンよ」

「はい。閣かつ下か」

「あのトカゲ女はまだ帰らぬのか。もう何日になる。我が屋敷がトカゲ女の鱗うろこで汚れるのは我が慢まんならぬ」

「閣下。竜闘女様は、東との貿易拡大を目的に逗とう留りゆうしておられます。閣下が認めなくては帰ることはありますまい。他の元老と意見を違たがえれば、閣下の御おん身みも」

「どうでもよい。西のケモノ風ふ情ぜいが商売など……笑わせる」

　壮そう年ねんの、でっぷりした体格の男だ。いいものを食べている証拠だ。

　人間領は、領地を治める皇帝と、その補佐である数人の元老の意向によって政策が決定される。

　ここは元老が住まい、政務を行う元老院――ソーエンと話している男は、元老の一人であるオークラウ公爵である。

　笑いたいのはソーエンのほうだった。

　ソーエン自身が、リトバイト家当主である父の後を継いで商人となった。今もまさに、リンド・ヴルムを通じて西の魔族たちと貿易を行っている。

　商業に関していえば、魔族の強みは山ほどある。ラミア族の薬。アラクネ族の糸や布や服。サイクロプス族の刃物や鉄製品などなど。

　それらを、武装したケンタウロス族が運ぶのだから、人間がやるよりもよほど確実な輸送力だ。最近では、ハーピー族が空を飛んで手紙や小さい荷物を届けてくれる。

　魔族と貿易をしたくない、などと言っている場合ではない。人間領の更さらなる発展のためには、オークラウ公爵が嫌う魔族の力が必要だ。

　だというのに――。

「ソーエンよ。トカゲ女はなにをしている」

「ご指示の通り、朝食を」

「良かろう。苦しむさまを見てやる」

　威い勢せいだけはいい。

　オークラウ公爵は、彼女たちが元老院に出入りすること自体を嫌っている。典てん型けい的な人間至上主義の男だ。

　公爵はのっそりと、熊くまのように立ち上がった。これから朝食中の竜闘女に会いに行くのだろうが――。

　やめたほうがいい。

　食事にヒ素を混ぜた程度で、ドラゴンをどうにかできると思っている公爵だ。魔族についてあまりに無知すぎる。

「お供ともします」

　しかし、そこは宮みや仕づかえ。

　商人上がり。口先だけで公爵に取り入った卑ひ怯きよう者もの。そう言われ慣れているソーエンは、結局公爵の意向に逆らえず、ついていくのだった。

　ため息は公爵に見つからぬよう、胸中でのみ吐いた。




　竜闘女は、小柄な幼女だった。

　朝から焼いたステーキをもぐもぐと頰ほお張ばっている。

「これは公爵。朝からよく来てくれた」

　幼女のような権力者――竜闘女スカディ・ドラーゲンフェルトは優ゆう雅がに朝食中だ。

　オークラウ公爵は、冷や汗あせをかきながら、彼女の対面に座る。

　ソーエンは呆あきれるばかりだ。

　彼女を毒殺すれば国際問題となるし、それ以前にヒ素で竜は殺せない。体内の金属がどうとかいう話を、いつか弟から聞いたことのあるソーエンだ。

「とても良い。ヒ素が混ざっている。これは調味料として竜族の間では大人気なことを、よく知っていたね？　苦く無ないも、食べる？」

「頂きます」

　傍かたわらの護ご衛えいも、平気な顔でヒ素入りステーキを食べる。

　この苦無という護衛も、ツギハギの肉体に、青白い肌はだの色で、生者でないとすぐにわかる。彼女もまた毒をものともしない。

「公爵のほうから来てくれて、私の出向く手間が省はぶけた。新たな貿易協定書へのサイン、頂ける？　既すでに他の元老からはサインをもらっている」

　羊よう皮ひ紙しで作られた契約書。

　東西貿易において扱う品物を更に増やす協定だ。東の商人にとっては、商品が増えることになり、経済が活性化するだろう。

　一方、東西どちらに行くにも、リンド・ヴルムを通る際には関税がかかる。

　東西の商業が活発化すれば、その分リンド・ヴルムもまた経済的に潤うるおうという仕組みだ。

「おお、おお、竜闘女様。サインしたいのは山々なのですが、こちらのソーエンが言うには、どうにも関税が高すぎると。これでは利益が出ないのですよ」

　大噓うそだ。

　ソーエンが商人として試算したところ、この貿易は金稼かせぎの大きなチャンスだ。だからこそ他の元老らも協定に応じたのだろう。

　それは告げたのだが、公爵には「金稼ぎしか頭にないのか、浅ましい商人め」と罵ののしられてしまった。それもまた事実ではあるのだが。

「そう」

　食い下がると思ったが。

　竜闘女はあっさり、協定書を取り下げた。肉も食べ終えて、口元を拭ふく幼女。

「ならば、一ひと先まずその話はいい」

「――というと？　他の話が？」

「そう。丁ちよう度ど今朝、リンド・ヴルムから手紙が来た。昨日、リンド・ヴルムにおいて、『ヒツジの木』とも呼ばれる希少樹木バロメッツが異常生育した。その種子であるヒツジたちが増えて、街は『眠り病』の危機に陥おちいった。だが、どうにか街に残る者たちで、大きな混乱は回避したらしい」

　よどみなく話すスカディ。

　公爵は顔色一つ変えなかった。こういうところは、腐っても人間領を束ねる元老の一人である。

「それが、なにか？」

「バロメッツを持ち込んだのは、人間領の野盗だった。彼らはオークラウ公爵の指示で雇やとわれ、混乱を起こしたと言っている」

「ははは。竜闘女様ともあろうお方が。そのような野盗の言を信じると？　犯罪者が責任逃れに、適当な権力の威いを借りるのは珍めずらしくもありますまい」

「そう。けれど、たかが野盗にリンド・ヴルムを混乱させる利益は少ない。目め障ざわりなドラゴンを、とっとと追い返したい誰かさんの仕し業わざ……いえ、これは邪じや推すいか」

　ツギハギの護衛が笑いをこらえている。

　公爵は表情には出さないが、屈くつ辱じよくで心を歪ゆがめているのがわかる。

　バロメッツの木は、オークラウ公爵が仕入れた品だ。それを足がつかぬよう、幾いく重えにも転売させ、リンド・ヴルムに持ち込ませた。当然、野盗に金を出して使し役えきしたのも公爵の部下だ。

　そんなことまで言及するほど、なにもかもを喋しやべらせたのだろうか。

　リンド・ヴルムには尋じん問もんに長たけた者でもいるのかもしれない。

「では、違う話をしよう」

「まだ話がおありと？」

　話を打ち切りたい公爵は、いよいようんざりした色を顔ににじませた。

「そう。むしろ、ここからが本題――ハーピーの卵を売買していたのは、公爵で間違いない？」

「は？」

　為い政せい者しやにあるまじき間まの抜けた声。

　ソーエンは内心で舌したを打った。せめてもう少し取り繕つくろえというのだ。

「ハーピーの……なんと？」

「ハーピーの卵。いえ、違法なハーピー族の人身売買。そうして、手に入れた卵を、人間領の貴族たちに転売していた。それを手引きしていた大おお本もとが、貴様だ――オークラウ公爵。なにか反論があれば聞こう」

「はっ……ははっ……！」

　スカディは、ただ淡たん々たんと、青色の瞳ひとみで公爵を見つめる。

　竜の瞳には、高揚も落らく胆たんもない。遙はるかな高みから、愚おろかな人間を見つめる神のごとき視線だ。おそらく裁定は既に定まっており、あとは粛しゆく々しゆくと裁きの槌つちを振り下ろすのみ。

　竜闘女スカディは、人の及ばぬ領域にいる。

　俗ぞく世せ利益にまみれたオークラウ公爵では、到とう底ていかなう相手ではない。

「なにを……ハーピーの卵？　そんなものを売ってどうすると？」

「用途は知らない。ただ、売りさばいた先の貴族、あるいは外げ道どうの料理人の目星はつけた。いつの世も、好こう事ず家かはいる。それが希少なハーピーの卵となれば尚なお更さら」

　スカディの目が細まる。

「い、言いがかりだ」

「全すべて、リンド・ヴルムに潜せん伏ぷくしていた元奴ど隷れい商からの情報をもとに辿たどった。彼らは今や罪を悔くい、議会の斥せつ候こうとして貢こう献けんしている。信頼できる話だ」

「竜闘女様とあろうものが、そのような下げ劣れつな連中の話を信じると！」

「ならば、これからその売りつけ先に出向いて聞いてみてもいいよ？　仕入れの時は傭よう兵へいや流れ者を雇ったとしても、売るときは公爵が直じかに関かかわっていたはず。でなければ、誰も魔族の卵などと信用はしないだろうから」

　公爵は、ソーエンを一いち瞥べつする。

　なんとかしろ、ということか。それともソーエンに罪をなすりつける方策でも考えていたのか。いずれにせよ宮仕えのソーエンに選択肢しはない。

　やれやれと、ソーエンは自慢の長髪をかき上げた。

「恐れながら竜闘女様」

「なに？」

「ソーエンと申しまする。公爵が普段用いている東方商人同盟の記録には、そのような違法な品物を扱った記録は一切ございませんゆえ。ああ、私、商人同盟の重役も兼任しておりまして」

「そんなことはわかっている。ハーピーの卵は公爵独自のルートで売りつけた。公的な販はん路ろを使えばすぐに足がつくから」

　どうやら全て調べがついているらしい。

　ソーエンは肩をすくめた。

　護衛のツギハギ女が、いくつかの書類を公爵に見せつける。ソーエンが目を通すまでもなく、決定的な証拠であることがわかる。

「鳥の卵ごとき……と侮あなどった？　残念ながらどんなハーピーでも、我らの同胞。その汚い手で商あきなっていいものではない」

「…………ッ！」

　あからさまな挑ちよう発はつに、公爵の顔が怒りに染まった。

「衛えい兵へい！」

　公爵の叫ぶような声とともに、食堂に兵たちが入ってくる。

　いずれも元老警けい固ご役――その中でも院内の警備を任されている強つわ者ものたちだ。その実力は人間領において相当なもの。

　本来であれば、ソーエンの妹もいずれこの地位についただろう。

「いわれなき罪でこの元老を侮ぶ辱じよくした！　このトカゲ女を即刻捕えろ！」

　胴どう間ま声ごえで罵るオークラウ公爵。

　一方、スカディらは顔色一つ変えはしない。

「……？」

　公爵が命じた途と端たん、警固役たちはすぐに動く。

　ただし――彼らが槍やりの穂ほ先さきを向けたのは、オークラウ公爵だった。思わぬ事態に、公爵がさらに唾つばを飛ばす。

「なっ――なにをしておるかあ！　き、貴様ら、誰に刃やいばを向けているのかわかっているのか！　わ、私は元老の一人、公爵位の――」

「元公爵ですよ」

　答えたのはソーエンだ。

　宮仕えも今日で終わりだ。明日からまた別の元老の下で働くとしても――この性格の悪い中年の相手は終わると思うと、清せい々せいする。

「ハーピーの卵の取引。これは魔族領との条約に抵てい触しよくする、きわめて重大な問題です。国家を危険にさらす可能性もある。早々に取り調べせねばなりません」

「ソーエン、貴様、裏切っていたのか」

「裏切る？　元公爵は勘かん違ちがいなされておいでだ」

　ソーエンは鼻で笑う。

「私は商人。損そん得とくでのみ行動いたします。つまるところ――貴方あなたがトカゲ女と罵る側についたほうが、私にとって大いに得だった。これは、ただそれだけの話ですよ」

　連れていけ、と命じる。

　警固役らは槍の柄えで、元公爵を歩かせる。オークラウは未いまだ何か喚わめいていたが、この期ごに及んではなにを叫んでも無意味だろう。

「お騒がせいたしました」

「まったく。公爵を陥おとしいれるにしても、時間を選んでほしい。私は朝食中だったのに」

「大変失礼いたしました。こちらもアレの言うことを聞かねばならない身だったもので――お詫わびにもなりますまいが、水菓子の用意がございます。運ばせましょう」

「おー……菓子……甘かん味み……」

　スカディの目が、らんらんと輝いた。

　東の人間領を恐れさせる竜の女が、本当にただの子供に思えた。




　スカディとソーエンは、以前より通じていた。

　それは本来であれば、東西の貿易をより豊かにするためのやり取りであったのだが――その途中で、オークラウ公爵がハーピーの卵の売買に一枚嚙かんでいたことを知ったソーエンは、彼を失しつ脚きやくさせることにしたのだった。
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「良かったのか、上司だろう？」

　いかにも忠誠心の厚そうな、ツギハギの護衛に聞かれる。

「良いも悪いもございません。私は公爵と、人間領や私自身の損得を秤はかりにかけたまで。商人として天てん秤びんが傾いたほうをとる。それだけのことです」

　実際、オークラウ公爵のやったことは違法な人身売買だ。

　魔族との大戦争をもう一回やりたいとでも言わんばかりだし、罰ばつを受けて然しかるべき。ならば率そつ先せんして自分が公爵を売り飛ばしたほうがいいと、ソーエンは考えた。後々、とばっちりで責を負わされては敵かなわない。

　当然ながら、とばっちりを避ける予防線として、ソーエンは卵の売買に一切関かかわらなかった。せいぜいが黙認した程度だ。

「別にいいんじゃない、苦無」

　冷やした白しら玉たまに糖とう蜜みつをかけ、果物を載のせた水菓子。

　人間領でも絶品のそれを味わい、「うー」とか「んまー」とか言って、翼をぱたぱたさせていた竜闘女が、ようやく会話に混ざる。

「損得で動くならば信用できる。損得を抜きに動かれると、上に立つ者としては厄やつ介かい。あの公爵も、卵売買の裏には『魔族憎にくし』があったから」

　その通りだ。

　公爵は戦争で一度、私財を失ったことがあるらしい。それは気の毒だと思うが、だからといって関係のないハーピーを捕らえ、卵を産ませていいわけではない。ましてやそれを好事家に売りつけるなど。

「……けれど、どうして？」

「は？　どうしてとは？」

「大おお方かた、リンド・ヴルムにおけるバロメッツ騒ぎもあの公爵の仕業。貴方は自分の妹が『鬼き変へん病』になったのをいいことに、元老警固役を解任した――と見せかけて、本当はスィウにバロメッツの行方ゆくえを追わせていた。違う？」

「そこまでご存じでしたか……」

　ハーピーによる文ふみの連絡は本当に速い。

　その口ぶりならば、スィウは上う手まくバロメッツの騒そう動どうを解決したのだろう。

「ならば初めから、リンド・ヴルムにいるグレン医師を頼れば良かったのに。どうしてスィウに密命を与えるようなやり方をしたの？」

「ご慧けい眼がんおそれいります。ですが、私はそれほど立りつ派ぱな兄ではございませぬ。というのも……スィウが勝手に出て行ったのは、事実なのですよ」

「……？」

　首を傾かしげるスカディ。

　ソーエンは頭を搔かく。なんと答えたものか。

「いえ、確かに、公爵の手のものが、リンド・ヴルムで騒動を起こす可能性があることは伝えました。しかし妹は最後まで聞かず、さっさとリンド・ヴルムに発たってしまったのです。妹はおそらく、バロメッツによる『眠り病』の蔓まん延えんなど考えもしなかったことでしょう」

「アルルーナからの手紙には、無事解決したとあった」

「持ち前の行動力と、武術でなんとかしたのではないですか」

　ソーエンは呆れてしまう。

　結局はソーエンの目もく論ろ見み通りになったわけだが、スィウはそれこそ損得では動かない娘なので、ソーエンにも扱いきれない。

「グレンからも逃げていたとあるけど？」

「誰が公爵の手のものかわからぬゆえ、この件は迂う闊かつに話すなと伝えました。実の兄に対しても律りち儀ぎに守ったのではないでしょうか」

「イノシシのような娘だ」

　その点に関しては、ソーエンもまったく同意だ。

　しかし、スィウが警固役を解任されたことを苦に家出した、という筋書きを作り上げるには都合がよかった。

「私も下へ手たに動くことができませんでした……。公爵に感づかれては、全て台無しなので」

「それで、グレン医師に手紙を？」

「ハーピーの速達は、徒歩など容易たやすく追い越す。まこと便利なものですな」

　結果的に会うことができたらしいので、ソーエンとしても一安心だ。

「あとは――グレンに関し、もう一つ、用件がありました。なるべく極ごく秘ひに、しかし確実に家族に伝えねばならぬことが」

「……なに？」

「それはそれ。身内のことにつきご容よう赦しやを」

「ふーん？」

　スカディは大して興味もなさそうだ。

　思えば、最初から竜闘女は、ずっとここではない場所を見ているような風があった。

　早く、竜の街に帰りたいのかもしれない。

「妹さんを追い出したのは、公爵？」

　スカディの言葉に、ソーエンはぎくりとする。

「スィウが人間であった頃は、名刀を与えるほどに妹さんを評価してくれた公爵。だから貴方もその下についた。けれど妹が角つのを生はやした瞬間、きっと掌てのひらを返したのだろう。それが嫌だったから、こんな下げ剋こく上じようを？」

「買い被かぶりすぎです。私はただの野心家ですよ。自分が上り詰めるのに、蹴けりやすいものを蹴ったまでのこと」

「そう。では、これからもよろしくね――蹴られぬよう、気をつけないと」

　スカディはくすくす笑う。まあ、目は笑っていないが。

　これからも東西の貿易は双方の利益となるだろうし、ソーエンは商人としてその利益を最大限に享きよう受じゆできる立場にある。ゆえに、スカディは是ぜ非ひ利用したい取引相手ではあるが。

　不ふ興きようを買えば、オークラウ公爵のようになるのは自分だ。

　決して出し抜こうなどと考えないほうがいいだろう。

「愚おろかな人間どもでございますが、竜神様、なにとぞ我々を見捨てぬよう」

「変な呼び方は止めて。私は神様じゃない。これからも好きなように生きると決めたの――でも、そうね」

　スカディは、杓しやく子しで蜜を一ひと舐なめする。

「住人の健すこやかな生活を願うことは、変わらない。リンド・ヴルムは来る者拒こばまずだから」

「恐れ入ります」

「もっと弟妹のことを気にかけてほしかったら――氷ひよう菓かのお代わり」

　ずい、と空からっぽになったギヤマンの容器を差し出してくる。

　ソーエンは苦笑するしかない。偉大なドラゴンが、たかだか甘味で買収できるとは思えないが――彼女の目は本気だ。

「竜闘女様からの賄わい賂ろの要求とあれば、わたくしめに断る道理はありませぬ。御お付つきの皆様の分も用意させましょう」

「頼む。そういえば、クトゥリフは？」

「海魔の女医様でしたら、温泉に入っておられますよ」

「苦無。呼んできて。茹ゆでダコになってたら刻きざんでタコ焼きにして」

　護衛は忍しのびのごとき動きで、さっと部屋を出ていく。よもや本当に刻むわけもあるまいが、表情の読めないスカディの言葉がどこまで冗談かわからない。

「此こ度たびは世話になり申した」

　ソーエンは頭を下げる。

　商人として、あるいは政治家として。噓と謀ぼう略りやくにまみれた日々ばかり送っているソーエンだが――その瞬間ばかりは、本心から頭を下げた。

「うまー」

　スカディは聞いているのかいないのか。

　甘味のお代わりを食べて、やはり翼をぱたつかせるのであった。














　エピローグ　密命の末妹









　花はな街まちのバロメッツ騒そう動どうは、一ひと先まず幕を閉じた。

　異常生育したバロメッツだが、その種子である手乗りヒツジたちは、リンド・ヴルムの各地に残ったままだ。いくらかは街の外へ逃げてしまったようだが、残ったヒツジ種子を、アルルーナは街で植えることにした。

「うむ」

　リンド・ヴルムの南の平原に広がる大農場『アルルーナ農園』。

　農場主アルルーナが統すべる大農園であり、リンド・ヴルムの食を支える命いのち綱づな。

　新たにヒツジ種子たちが棲すみかとした場所で、アルルーナは満足そうに頷うなずいた。

「よく植わったな」

「なにからなにまで、お疲れ様です、アルルーナさん」

　バロメッツの種がもぐりこんだ畝うね。およそ百ほどはあるだろうか。

　芽が出るのはいつのことだろうか。

「うむ、此こ度たびの騒動。影響の範囲は大きかったが、幸い死者はなかった。スカディからの手紙によれば、人間領の阿あ呆ほ公爵が元凶のようじゃ。そっちも片付いたらしいしの」

「それは……僕の同族がご迷惑を」

「魔族も人間も色々じゃ。種族が同じだからというだけで、悪人と善人を一口に語るなど愚おろかなことよ」

　アルルーナは農場を見回す。

　農場では、アルルーナの同族である植物系魔族の他、ミノタウロスなどの獣じゆう人じん系魔族も多く働いている。とにかく人手を必要とする農場は、リンド・ヴルムの雇こ用ようを支えている側面もあった。

　繁はん忙ぼう期のみ、臨時で農作業に従事する住人も多い。

「幸い、農場の土地は余っておるしな。ヒツジどもは良い土を見つけると、自分から潜っていくようじゃったが」

「ああ、動ける種子だから……」

「何十年もすれば芽から木となり、またヒツジの種子を土中から生むじゃろう」

　アルルーナの様子はまるで、自分の子供を見るようだ。

　淫いん靡びな花粉で人を誘い、グレンと交配しようとした女性と同一人物とは思えない。アルルーナにもまた、花街での顔、農場での顔、様々な顔がある。

「まあ、その時にまた『眠り病』が発症するかもしれぬが……」

「いえ、街全体を眠らせるほどの影響は、結局は生育剤の影響があったからですし。手乗りヒツジの大量発生はもう起きないでしょう。むしろ手乗りヒツジの研究を進めることで、様々な、もっと効果のある薬を開発することもできるかもしれません」

「クトゥリフが戻ったら話しておかねばな。期待しておるぞ若医者」

「は、はい」

　そう言われると緊張してしまう。

「それに、やむを得ずスィウが切ってしまったとはいえ、バロメッツの花は美しかったのう。ここに植わっておればまたいずれ見れるじゃろ」

「可愛かわいいことを仰おつしやいますね。アルルーナさん」

「ぬっ……」

　うっかり、そんなことを言ってしまうグレン。

　アルルーナの顔色は緑色のままだったが、しかし、側頭部に咲く花が、ぼふっと開いて花粉をまき散らした。これが植物系魔族が照てれる仕し草ぐさだろうか。

「か、可愛いなどと……！　誰にものを言うておる！　わしは人魔問わず男を食ってきたアルルーナじゃぞ！　生き娘むすめ扱いは無礼極きわまる！」

「いえ、その、男性遍へん歴れきを自慢されましても」

「ぬうう！　閨ねやではいくら言われても構わぬが、このような太陽の下では照れるではないかー！　若わか造ぞうのくせに生意気じゃー！」

「ぼ、僕は思ったことを言ったまでで」

「うるさーい！」

　怒るポイントがよくわからない。

　アルルーナは初めて会った時のように、花びらを全すべて閉じて球根の姿になった。そこまで照れてしまったのだろうか。

　今日は移動を助ける部下の男性陣はいないようだが、いざとなればこの球根の状態のままごろごろ移動する、という話も聞いたことがある。

「そ、それとな。わしとてなにも慈じ善ぜん事業でバロメッツを植えたわけではないのじゃ。ちゃんと考えておる」

「左さ様ようどす」

　球根のまま喋しやべるアルルーナ。

　そこへ、ひゅっ、とアラーニャが飛んできた。

　どこにいたのかわからないが、どうやら糸を操あやつって飛んできたらしい。巨体の割に身軽なので、神しん出しゆつ鬼き没ぼつに見える。

「ほい、アルルーナ様。手乗りヒツジ捕まえてきましたえ」

「うむ。そこらの従業員に渡しておくがよい」

「はいな」

　アラーニャが抱えているのは、おそらく先日の騒動で増えた手乗りヒツジだろう。通りがかったアルラウネ族の従業員に、ひょいっと手渡す。ぬいぐるみのような扱いだ。

「この手乗りヒツジ、毛を紡ぼう績せきすれば丈夫な糸になるんやないかなってことで、『荒あら絹ぎぬ縫ほう製せい』で買い取ることにしましたのや」

「専属契約じゃ。無論、代価はしっかりもらうがのう」

「いえいえ、アルルーナ様。『荒絹縫製』でも、針はり子こたちが糸の出なくなることには悩まされとりまして。バロメッツ製の糸は代用品として研究の価値がありますしなぁ」

「互いに好都合じゃ」

　ふふふふ――と、妖よう艶えんな魔族二人が笑う。

　この二人が揃そろうと、なにか悪わる巧だくみをしているようにも見えてしまうが、話しているのは実に健全な取引だ。バロメッツの有効活用を模も索さくするのは、街にとっても良いことだろう。

　上質な糸を手に入れる手立てが増えれば、今後は『喪そう糸し症』に陥おちいるアラクネも減るかもしれない。

「せや、センセ、まだ治療のお礼をしてへんかったな？」

「え？　い、いえ、お代はもらいましたし……」

「あんなんじゃ全然足りへんやろ？　せやな、今のうちにマフラーでも編んでみよか？　寒い頃には出来上がりますえ」

「そ、それは素直にありがたいですが……」

　アラーニャはふふ、と笑う。

　そこには企たくらみがあるようには見えない。ただの素直な笑顔。

　グレンの邪じや推すいかもしれないが――アラーニャがますます本音を隠す術すべに長たけたような気がするのだった。気がつくと、蜘く蛛もの糸に捕らえられていそうな。なのに糸の一本も見えないのが、尚なお更さら怖い。

　それと。

　遠くで、サーフェがこちらを見ているのがわかる。彼女は農場に来ると早さつ速そく、従業員からハーブを分けてもらっていた。

　ハーブは薬に欠かせないもので、だからこそサーフェとアルルーナは懇こん意いにしていたのだが――遠くからでもこちらを見る、サーフェの視線が突き刺さる。

「なあにセンセ？　まさか、あの子が眠っている間のこと、なにも話してませんの？」

「えっ……ええと、まだ」

「ふぅん……？　なら、二人だけのヒミツどすな」

　人差し指を唇くちびるに当てて、アラーニャが囁ささやいた。

「い、いえ、ちゃんと言いますよ……後で」

「ふふ。期待してますえ」

　どういう意味だろうか。

　もちろん、サーフェが寝ている間に夕食を作ってもらったことくらい、グレンとて言える。言えるが――。

「…………」

　遠くのサーフェの視線が痛い。

　言うのはもう少し落ち着いてからにしようと、引き伸ばしを決めるグレンなのだった。




「ふっかぁーつっ！　で御ご座ざる！」

　農園に、騒がしい客が増えた。

　スィウ・リトバイト。実家からの家出――と見せかけて、長兄ソーエンからの密命を受けていた少女である。彼女のことも、スカディからの手紙に書いてあった。

　そもそも彼女が自警団に潜入したのも、公爵の手のものを追いかけるためだったらしい。バロメッツを利用して『眠り病』を蔓まん延えんさせたことまでは知らなかった――というより、自分に課された密命と、『眠り病』を結びつけることができなかったのだろうが。

　とはいえ、スィウはバロメッツを斬きり裂き、立りつ派ぱに務めを果たしたことになる。

「いやあ、隊服を新調していたら遅くなったで御座る！」

「スィウ。どうしてここに？」

「むむむ？　姉者に呼びつけられたので御座るが――？」

　そう言うスィウの、警けい邏ら隊の制服が赤く染められていた。

　バロメッツ退治の功績が認められたのだ。実力主義の警邏隊では、こうした昇進はよくあることだ。武功の証あかしである、朱色の隊服がよく似合っている。

　腰の刀かたなはないので、また研とぎに出したのだろうか。

「角つのはもう大丈夫かい？」

「うむ！　まったく痛みもなく、それでいて感度良好！　拙せつ者しやの武芸もますます磨みがきがかかって御座る――しかし兄者。角、まだ伸びているようなので御座るが……」

「皮を剝はがしたからね。鬼についての資料が少ないけど、もしかすると一生伸び続けるかも」

「う……また痛くなったりするで御座るか……」

　スィウがたじろぐ。

　先日の治療を思い出しているのかもしれない。

「皮ひ膚ふは破けたから、もう大丈夫だと思うよ。多少長くても生活に支障はないし、必要なら研ごう。伸びすぎるなら先端は削けずっても痛くないはずだから」

「うう……なんでスィウばっかり、角が伸びるで御座るか……」

「それはね――」

　スィウの何気ない疑問に答えたのは。

　音もなく彼女の後ろに忍び寄ったサーフェだった。背後からスィウを抱きすくめる――のみならず、ヘビの下半身をしゅるりとスィウの胴に巻きつかせる。

「な、姉者、気配がな――――ッ!?」

「いいこと教えてあげましょう。生物的に角というのは権力と体力の誇示であることが多いのよ。つまり異性に対するアピール――もっと簡単に言うなら、性的に魅力があるということなんです」

「なぁぁぁっ!?」

「つまり、角がすくすく伸びる貴女あなたは、性欲が有り余ってるということね」

「[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]ッッッ！」

　生物学的な指し摘てきに、スィウが口をぱくぱくさせる。

　顔はすでに燃えそうなほどに真っ赤であった。

「う、噓うそで御座るーッ！　まるでスィウが淫みだらな女子のような……！」

「まあ、俗説ではあるけれど、オーガやミノタウロスのような有角魔族でも同じことが言われているね……長い角が異性へのアピールであることは確かだし、肉体に栄養が余っているということでもあるから……」

　グレンは苦笑する。スィウはますます顔を赤くした。

「姉者！　いくらご自分が欲求不満だからといって、スィウをからかうのは」

「誰が欲求不満ですか」

「んぎゃああああ――――ッ!?」

　余計なことを言うから、スィウはサーフェの下半身にぎりぎりと締め上げられてしまう。手加減はしているだろうが、思ったことをそのまま口に出すスィウの悪い癖くせは直したほうがいいと思う。

「スィウ。別に貴女の性欲はどうでもいいの。そろそろ吐いてください」

「うげぇ……！　今まさに昼食が出そうで御座るが！」

「そうではなくて。結局貴女は、私たちから逃げていた理由を話していないでしょう。あの晩の飲みくらべはうやむやになってしまったしね」

「そ、それはソーエン兄からの命めいが……！」

「バロメッツを街に持ち込み、騒動を起こそうとした輩やからを捕まえるよう命令を受けていたのはわかったわ。でもそれなら、最初から先生に協力をしてもらえばよかったでしょう。何な故ぜ、名前の表記を変えてまで逃げていたのですか？」

「う[image: ][image: ][image: ]……！」

　スィウはサーフェの尻しつ尾ぽから逃げ出そうとするが、暴れると発熱してしまうことがわかっているからだろう。その抵抗はぎこちない。

「貴女はこれからもリンド・ヴルムで暮らします。兄妹で隠し事はよくないのでは？」

「うっ……！　ううん……！　わ、わかったから角はやめ……！」

「ほらほら、言わないと」

　サーフェがその指先でスィウの角を撫なでていく。

「じ、実は……兄者のことが、家族で話題に……」

「え、僕？」

「いつ結婚するのか――と」

　サーフェが、ぴしりと固まる。

　結婚？

　グレンにも予想外の話題だった。

　そもそもそれと、スィウがこっそりとリンド・ヴルムにやってきたことと、どう関係するのか。

「だ、だからスィウが母上に言ったで御座る！　こっそり様子を見てくる、と！　ソーエン兄からの命令もあったことだしこれ幸いと飛び出してきたわけで……」

「ま、待って。ほら、僕、絶縁状態だしさ。結婚とか」

「リンド・ヴルムで姉者と診療所をやっていることは知れ渡っているで御座る。スィウは兄者を観察し、仲なか睦むつまじい女子がいないかを探っていたで御座るが――」

　サーフェは未いまだに、固まったまま。

　スィウは彼女の尻尾から抜け出し、目線を向ける。アラーニャ。アルルーナ。そして街を挟はさんで反対側にある墓場街のほうへ。

「どうやら……姉者以外にも、いろんな女性と交流がおありのようで」

「い、いやいや！　そんなことないよ！」

　グレンがつい弁明すると、サーフェがきっとグレンを睨にらんだ。

「そんなことあります！　どれだけの女性と繫つながりを持つのですか！　私の精神が持ちません！」

「だから誤解だって！」

「では私が寝ていた間、アラーニャとなにをしていたか教えていただけますね？」

「ご飯作ってもらってただけだよ！　――なんで知ってるの！」

「同じ診療所にいるのです！　食器や食材の位置が変わればわかるでしょう！」

　アラーニャが必死で笑いをこらえている。

　まるでこういう展開になるのを予想していたかのようだった。

「まったく兄者には失望したで御座る。姉者一筋とばかり思うておりましたのに」

「やましいことはなにも……！」

「喝かつ――――ッ！　言い訳無用！　兄者のこの体ていたらく、実家に報告できないで御座る！」

　なんだか剣けん呑のんな雰ふん囲い気きになってきた。

　グレンは、サーフェと妹に睨まれて縮ちぢこまるばかりである。悪いことはしておらず、むしろ街の人々の治療に邁まい進しんしてきた結果なのだが――何故こうも責められるのか。

「スィウがまだ知らぬ街の者も多いで御座るな！　こうなったら、スィウが兄者に相応ふさわしい嫁を見定めるで御座る――――ッ！」

「なんでそうなるんだよ！」

　サーフェの目が、まったく笑わずにグレンを睨みつけている。

　アラーニャもしっかり聞き耳を立てている。結婚など、診療所の運営に必死なグレンにとってはまだまだ先の話だが――スィウの目は真剣そのものだ。

　聞く耳を持たない妹の様子に、グレンは頭を抱えるばかりだ。

　グレンの気持ちなど知らぬげに、どこからかやってきた手乗りヒツジが、ここは良い土だと思ったのか、農場に自みずから穴を掘って、土の中に埋まるのであった。

　長閑のどかな農場の風景とは別に、グレンの周りでまた一騒動起こりそうであった。











　　　あ と が き






　皆様こんにちは。折おり口ぐち良よし乃のです。

　４巻からまただいぶ間が空あいてしまい、申し訳ない所しよ存ぞんです。

　というのも、この５巻、プロットがかなり難航しました。最初はグレンを里帰りさせて、そこでスィウや『鬼き変へん病』の話をやろうかと思っていたのですが――中盤まで書いてどうにも面おも白しろくなくなり、今の形にした次し第だいです。

　話もまとまり、かなり良くなったのではないかと自負しています。

　お気づきとは思いますが、この作品の女性ネームドキャラは例外なくモン娘です。それはグレンの妹でも例外ではありません。ありとあらゆる手段を使って、妹がモン娘（鬼娘）であることを実現させました。

　いかがだったでしょうか？




　今回はちょっと挑戦的な要素をいくつか入れてみました。

　まずは病気。『鬼変病』『喪そう糸し症』『眠り病』などの、フィクションの病気を多数取り入れております。特にバロメッツが眠りをまき散らすというのは、モン医者独自の要素でございます。

　あとは、健全健全と言い続けていたモン医者ですが、とうとう不健全な要素が出てきましたね。花はな街まち＝娼館街では、日夜不健全なことが行われているでしょう。

　そして不健全の権ごん化げのようなアルルーナ様。挿さし絵えもたいそう扇せん情じよう的ではありますが、やっていることはいつもの診察なのでご安心ください。




　いつの間にやら世の中大きく変わり――昨今ではドラゴン娘、鬼娘のVtuberなんてものが流は行やっているようですね。

　モン娘萌もえとして嬉うれしい限りです。

　あらゆる方法でモン娘を楽しみ尽くしたいと考えています。




　それでは謝しや辞じを。

　編集の日ひ比び生うさん。いつも本当にありがとうございます。

　そろそろ５巻となりますが、日比生さんが一向に「モン娘！　モン娘！」と言いだす気配がなくて困こん惑わくしております。そろそろモン娘に目覚めよ？　ね？




　イラストのＺぜつトン先生、いつも素晴らしいイラストをありがとうございます。

　モン医者はＺトン先生のイラストが欠かせません。

　ところで私はアラーニャの新しいイラストを見るたびに惚ほれ直しております。「このアラクネ娘かわいいな……」と思っています。

　５巻の表紙で、都合三度目の惚れ直しでした。自キャラに惚れまくるのもどうかと思いますが、全すべてＺトン先生のお力です。

　本当にありがとうございます。




　そしてコミカライズの鉄かね巻まきとーます先生。

　いつも素晴らしいコミカライズをありがとうございます。

　原作を常つねに意識し、大筋の展開はなぞっているにもかかわらず、背景、モブキャラ、コマ割りを始めとする各演出で、鉄巻先生らしさを失わないコミカライズ――本当にうれしい限りでございます。

　このあとがきを書いている段階ではわかりませんが、もしかするとコミックの単行本が出る時期も近づいているかもしれません。合わせてよろしくお願いいたします。




　またいつもつるんでくださる作家の皆様方。ツイッター等で交流してくださる漫画家、イラストレーターの皆様。人外オンリー主催Ｓ―ＢＯＷ様、ならびにスタッフの皆様。全国の書店員の皆様。ＣＯＭＩＣリュウの担当様ならびに編集部様。実家を出たのでなかなか会う機会のない家族。細かいところまできっちり指し摘てきをくださった校正様。

　本当に多くの人に支えられて、モン医者も５巻となりました。

　そして誰よりも読んでくださった皆様へ、最大限の感謝を。




　次の６巻は、きっとまた波乱が巻き起こることでしょう。

　そしてグレンの人生も、一つの分ぶん岐き点となるやもしれません。

　どうかお楽しみに。
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最近は減量中ということもあり、かために炊いた玄米にふりかけをかけて食べているのですが、わさび味のふりかけはどれもハズレがなくて美味しいです。

（リンド・ヴルムにもふりかけはあるんでしょうか…）
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